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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　彼は『風かぜ鳴なき』に出会う




　十六歳のとある夜、彼──芦あし原はら雪ゆき道みち──の世界は壊れた。

　運命が背中を蹴けっ飛ばすような、唐突さで。




　初夏の夜、二年三組の教室で彼が見たのは一人立つ少女の姿。

　二本の尻尾しつぽのようにくくった長い髪が薄闇の中ではひどく目を引いた。

「……こんな時間に、何してるんだ？」

　同じく教室に入り、近付きつつそう問いかけた雪道にも同じことが言える。

「因ちなみに、おれは忘れ物を取りに来たんだけどな」

　この学園の生徒であることは制服でわかるが──こんな少女は見たことが……

「ああ、思い出した。おまえ、転校生の……」


　　※






「天あま川かわ天あま音ねと申します」

　ホームルームの最初に教きよう壇だんの隣に立った転校生の少女はそう名乗った。

　初夏の光を浴びてきらきらと輝く薄桃色の髪、夜明け間近を思わせる金色の瞳ひとみ。

　可か憐れんな顔には儚はかなさが同居して。散り行く桜の花を思わせる。

　簡単な自己紹介の最後に、

「ごきげんよう」

　と、転校生がスカートの裾すそを摘つまんで頭を下げた。

　胸元のリボンが微かすかに揺れ、持ち上げたスカートの裾から覗いた脚はすらりと長く、純白のニーソックスに包まれている。

　彼女の声に吸い込まれて、彼女の姿に目を奪われ、誰だれもが沈黙していた。

　女子が転校してくると聞いて大騒ぎしていた男子生徒すら、いざ彼女が姿を見せると静まり返り、息を呑のんで見み惚とれている。

　自分の席へと歩く姿すらも、洗練されていた。

　ゆるりと薄桃色の髪をなびかせて、小さな歩幅の典てん雅がな歩み。

　ぼんやりと、天音を目で追っていた雪ゆき道みちは軽く脇わき腹を突つつかれた。

「確かに美人だと思うけど、あんまりじろじろ見るのは失礼」

　隣の席の少女の、クールな声。

　長なが月つき瑛えい子こ──猫のような切れ長の目と、涼やかだが表情に乏しい日本人形の顔立ち。濡ぬれ羽色の黒髪を髪留めでポニーテイルにまとめている

　座っているためわかり辛づらいがすらりと背が高く、彼女の場合はスカートの下にニーソックスではなく黒いタイツをはいていた。

　どことなく、ツンと澄まして人に馴なれない黒猫を連想させる。

「……どう見ても、転校生のほうがお嬢さまに見えるな、瑛子お嬢さま？」

　冗談めかして雪道は言った。

　この学園の名前は『長なが月つき学がく園えん』で理事長は瑛子の祖父だった。長月家はこの辺りを治めていた領主の家系だったりするが、大たい抵ていの人は覚えていない。

「私は周囲からお嬢さま扱いされたいわけじゃないから当然」

　ほとんど表情を変えずに瑛子が答える。

「そりゃそうだ」

　雪道は肩をすくめ、また、何気なく、視線を戻す。

　ふと、天音と目が合った。

　優しい夜明けを思わせる金色の瞳に、雪道自身の姿が映っていた。


　　※






　夜の教室で振り返った天音の瞳は虚うつろで、そこに雪道の姿は映らない。

　昼間見た天あま音ねとは、別人のよう。

「誰だ、おまえ」

　天音と同じ顔、同じ体、同じ髪型、同じ服装──天音と違う青く虚ろな瞳と灰銀色の髪。

「アハッ」

　寒さむ気けがするような無む垢くさで、あるいは、肉食の獣けものを思わせる純粋さで天音が笑う。

「探してたんだよぅ、芦あし原はら雪ゆき道みち」

　探してた？　おれを？　どういうことだ？　意味がわからない。誰か説明してくれ──だが、そんなことよりも。

　恐い。

「おれを……」どうするつもりだ？　体が震えて言葉にならない。

「食べちゃうんだよぅ」

　赤い舌を覗のぞかせて、天音が言って、一歩、こちらに踏み出す。それでも動けない。

「見つけた、ドッペルゲンガー！」

　威勢のいい叫び声と共に、三人目が教室に飛び込んできた。

　救いの主かと、思わずそちらを見て雪道は、

「なんだそりゃぁああああああああ！」

　思わず絶叫する。

　天音だった。天音が増えた。天音が二人になった。

　雪道の叫びを無視し、新しいほうの天音は疾しつ駆くする。

　なびく薄桃色の髪、時じ代だい錯さく誤ごなほどに無ぶ骨こつな大剣を上段に構えている。

　刀身には細かい穴や溝が刻まれ奇き怪かいな文もん様ようが描かれた大剣で、まったくもって不釣合いに可愛かわいらしいストラップが柄つかに括くくられているのが凄すごく謎なぞだ。

　新しい天音が虚ろな瞳の『天音』に剣を振り下ろし、

「もう、邪魔だよぅ」

　虚ろな瞳の『天音』はあっさりとそれを受け止めて、天音をボールのように投げた。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす雪道の方へと、剣を持った天音が飛んでくる。

　避よけようにも足が動かず、受け止めようにも重すぎて、

「何がどうなってんだ、ハハハ」

　天音ごと、教室の外へと吹き飛ばされた。

　開けっ放しだったドアを過ぎ、廊ろう下かの窓ガラスを突き破り、校舎の外へ落ちていく。

　僅わずかな星ほし灯あかりにきらきらと輝くガラスの破は片へんを見詰めながら呟つぶやく。

「……よし、これは夢だ。そう決めた」

　残念、現実です。





第一章　転校生は嘘をつく




「……重い」

　天あま音ねの尻に敷かれて、雪ゆき道みちは呟つぶやいた。

　一階の窓を突き破って、しげみに落ちた結果がこれだ。

　幸い、怪け我がはない。だが落下の打撲の痛みと、上に乗った天音の重さと柔らかさ、髪から微かに香る花の匂いがこれが現実だと嫌というほどに教えてくれる。

「お、重くありません！」

　雪道の上で、天音が制服のスカートを押さえて叫ぶ。

「どんだけ細かろうが人間の体重が乗っかってりゃ重いわ！　いいから、どけっての！」

　と、普通に言い返したところで気付いた。

　この上に乗っているほうの天音は恐こわくない。

　変な言い方だが、きちんと、人間だという気がする。

　じゃあ、あの、虚うつろな瞳ひとみの『天音』は──ぞわりと、悪お寒かんが全身を突き抜けた。

　視線を感じて、反射的にそちらを見返す。

　割れた一階の窓の向こうに『天音』がいた。












　天あま音ねと同じ髪型、天音と同じ顔、同じ服装──天音とは違う、虚うつろな青い眼まな差ざし。

　湿気を孕はらんだ生なま温ぬるい空気と土の匂におい、そして儚はかない月光の中で、

『天音』が壊れた楽器のように笑う。

「アハッ──アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　天に叫ぶように喉のどを反らし、

　金属の擦こすれるような甲かん高だかい声で高く笑う。

　バリン──バリン、バリンバリンバリと、

　その声に耐えかねたように、窓ガラスが連鎖して割れていく。

　夜の中を、雪の結晶のように、次々とガラス片が舞い落ちる。

『天音』の無む垢くな笑顔を見て──見られて、雪ゆき道みちの胸中には原始的な恐怖が満ちた。

「冗談じゃねえ！」

　上に乗っている天音を押しのけて立ち上がり、押しのけられた天音の手を掴つかんで、引っ張って走る。

　校舎のドアを体で押し開け、とにかく、あの『天音』から遠ざかろうと駆けて行く。

「ちくしょう、なんだこのホラー映画みたいな展開は！」

　下げ駄た箱ばこを通り過ぎ左に折れ、さらに左に折れて渡り廊下を走る。突然は、急ブレーキ。

　立ち並ぶ窓からは月明かりが差し込み、微かすかな影を二つ廊下に残す。

　引っ張られていた天音が止まりきれず、雪道の背中にぶつかり小さく呻く。

　雪道はずっと掴んでいた手を放し、一人首を傾かしげた。

「あれ？　逃げる方向間違えてないかおれ？」

　正解。

　思い切り『天音』の懐ふところに飛び込んでしまっている。

「……今いま頃ごろ」

　天音の震える声に、雪道が振り返る。

「今頃気付くな、このバァカァァァァァァ！」

　天音は右足を支点にくるりと体を回す。

　ふわりとスカートの裾すそが浮かび、薄桃色の髪は二つ弧こを描く。

　見み惚とれる間もなく放たれた容よう赦しやのない左の回まわし蹴げりが、雪道の脇わき腹にめり込んだ。

「うおがっ」苦く悶もんの呻うめき声ごえ。

　体重が乗り、おまけに、速い蹴けりをもろに喰くらい。

　雪ゆき道みちはよろめいて壁に体をぶつけ、ずるずると、へたり込む。

　蹴りの痛み以上の戸と惑まどいを宿して、雪道は視線を持ち上げて、蹴りの主を見る。

　天あま川かわ天音だった。

　仁王立ちをしていた。

　金色の目には怒りと苛いら立だちが混ざっていた。

　間違いなく、転校生の天あま川かわ天あま音ねかと問われたら、ちょっと自信がなかった。

　スカートの端を摘つまんでごきげんよう、口元に手を当てて、あらあら、なんて言っていた天音が、力強い左回まわし蹴げりをお見舞いしてくれて、おまけに、

「このバァカ！　バァカ！　バァカ！　なんで逆方向なのよ。逃げるならせめて校外に逃げなさいよ！　ついでに言うなら、勝手にわたしを引っ張るな、このバァカ！」

　力いっぱい罵ののしってくれている。

　あまりの変わりように、雪ゆき道みちはしばらくぽかんとしていたが、そのうち我に返る。

「待て、待て待て待て！　逆方向に逃げたのはおれのミスだ！　でもあの場面でおれ一人だけが逃げられるわけないだろ！」

「なんでよ！」

「理由なんぞあるか、普通そうするだろ！　どんだけクールなら……」

　クラスメイトを見捨てて逃げる、と続けようとして言葉を止める。

　天音の姿を上から下まで眺め、恐ろしく原始的かつ論理的な疑問を抱いた。

「……つかぬことを訊ききますけど、双子だったり三つ子だったりします？」

「はい？　そんなのいないけど」半はん眼がんで睨にらまれる。

「……天川天音？」

「それがなに？」

　言いながら、天音は雪道の姿をじっくりと見下ろして、

「……あれ？　あんた、もしかしてこの学校の──」

　かなり今更気付いたようだ。

「……おまけにクラスメイトです、おれ。名前は芦あし原はら雪道な」

「……ぇ？」

　天音の表情が凍りついた。

　こめかみから一筋汗が流れたのは、多分、気温だけが理由じゃないだろう。

「しまったなあ、こんな時間に誰だれかと会っちゃうなんて思わなかったから気が抜けてた」

　独り言のように呟つぶやいて、天音は盛大に溜ため息いきを吐ついた。

「つうか、今まで気付かないって……天川結構、抜けてるのな」

　そう言う雪道も、あまり人のことはいえない。

　今更だが、天音の握る無ぶ骨こつな大剣に目が行った。

　刀身に刻まれている文もん様ようは呪じゆ術じゆつ的てきな印象で、よく見みれば剣に刃やいばはついてない。

　あるいは、祭さい事じ用の剣なのだろうか？

　やっぱり、妙に可愛かわいらしいストラップは不似合いだ。

「なんだそれ？」

　天あま音ねはさっ、とその剣を後ろ手に隠すと、自己紹介で見せた笑みを浮かべる。

「まあ、これは失礼しました雪ゆき道みち。でも、許してくださいませ、わたし人の顔を覚えるのが苦手でして」

「いやもう手遅れ、つうか、いきなり名前呼び捨てですか」

「ちっ、まあ、いざとなれば口封じでもすればいいか」

　顔を背そむけて舌打ちし、とんでもなく物ぶつ騒そうな台詞せりふを吐いた。

「く、口封じ？」

「……あ、なんでもありません。お気になさらないでください。ただの独り言です」

　満面の笑みを浮かべ、見事に猫を被かぶって言ってくれたが、その裏に何かとても黒いものを感じてしまったのは雪道の勘違いだろうか？

「でかい独り言だな、おい！」

　雪道は顔を引きつらせて叫んだ。視線は、天音の両脚の隙すき間まから覗のぞく剣にちらちらと向けられていた。色々と剣について触れたいが、それもちょっと恐こわい。

　そのまま座り込んでいると何な故ぜか危険な気がして、立ち上がる。

「つうか、『ごきげんよう』のお嬢さまはどこ行ったんだ。いやそもそも、最初からもう何が何だかわからねえ、おれの日常平凡ワールドが崩れてく嫌な予感しかしない！」

「大丈夫だって、案外なんとかなっちゃうものだゾ」

「他ひ人と事ごとかよ！　いや他人事ですけどね！」

　なぜかぐったりと疲れが襲ってきて、がっくりと肩を落とす。

「もういいよ。とりあえず逃げようぜ、今度は学校の外へ」

「逃げる？」

「逃げる。どう考えてもさっき見たアレはやばいだろ」

　あの青く虚うつろな瞳ひとみを思い出すだけで、背せ筋すじが粟あわ立だつ。

「アレは……何なんだ？」

　どうして、『天音』は、雪道の名前を呼んだ。

　口元に手を寄せ目を伏せ、得体の知れないものの得体の知れない恐怖を思い出す。

　自分の立ち位置を根底から崩されるような、そんな、どうしようもない悪お寒かんがする。

「知りたい？」

　思わず、天音を見た。

　軽い調子の声とは裏腹に、金色の瞳ひとみは真剣そのもの。

「アレはね、ドッペルゲンガー」

　静かな声で、天音は言った。

　雪道が視線を上げる。後ろ手に隠していた剣を、晒さらしていた。

「ドッペルゲンガー……ってあれか、同じ顔をしたもう一人の自分か？」

　もう一人の自分と出会ってしまうという、お話。

　天あま音ねは左手を伸ばし、人差し指で雪ゆき道みちの唇を押さえる。

「わたしはアレを狩りに来たの。だから、あんたは一人で逃げて」

　真しん摯しな、射抜くような金色の眼まな差ざし。

　雪道は肩をすくめる。

「あのなあ、天あま川かわ。少しは考えろ。はいそうですか、じゃあ一人で逃げます、なんて言えるような奴やつだったら、最初から一人で逃げてる」

「じゃあなに？　あんたがアレを倒してくれるの？　あのタイプの超常現象は放ほうっておくと周囲の人間巻き込む可能性高いんだけど？」

「ほっとけ、そういう恐こわくて面倒くさそうなことは世界のどこかにいるという正義の味方がきっとなんとかしてくれるはずだから二人で逃げよう、とおれは提案するわけだ」

　大おお真面目まじめで少し情けない台詞せりふに、そんな場合でもないのに天音は噴き出した。

「バァカみたい」

　彼女は小さな手の中で、無ぶ骨こつな剣をぐるりと回す。

「だって──その正義の味方が、わたしなんだから」

　その瞬間、夜空を覆おおっていた薄雲が晴れ、冴さえ冴ざえとした月光が天音を照らし出した。

　薄桃色の髪が柔く輝いて、金色の瞳には夜が宿る。

　禍まが々まがしい剣の鍔つば元に埋められた半透明の結晶体が、きらりと輝く。

　雪道は一瞬息を呑のんで、おもむろに、右手を天音の額に当てた。

「……熱は、ないな」

「なにかな、その反応？」

「端的に答えると、凄すごく……信用できません」

「まあ……普通はそう考えるよね」

　溜ため息いきを一つ吐つき、天音は肩をすくめる。

「でも──」

　にい、と、チェシャ猫のような人の悪い笑顔を浮かべ、

「すぐに、考えも変わると思うな」

　剣を振り上げる。

「お、おい？」

「三つ数えたら振り下ろすから、全力で避よけなさいよ」

「ちょ、ちょっと待て！　何考えてる、おまえ!?」

　すうと、背中に、冷たいものが触れた。

「三！」

　白い手が背後から伸びて雪道の頬ほおを撫なでた。

「二！」

　振り返るのが、恐こわい。

「一！」

「つぅかまえたぁ」

「うおおおおおおおおお！」

　転がるように、雪道は横に逃げる。

　ドッペルゲンガーが、逆さまになって天井に立っている。

　一瞬前までいたところを、天あま音ねの剣が切り裂いた。

　剣はびょうびょうと空気を鳴らし、縦一文字を描く。

　雪ゆき道みちの背後にいた『天音』──ドッペルゲンガーはひょいと身を反らして剣先を避よけると、天井に立ったまま首を傾かしげ、逃げた雪道を交互に眺めた。

「……あれぇ？」

　重なって、天音が舌打ちをする。

「すばしっこい奴やつ」

「……幽ゆう霊れい？」雪道が呟つぶやく。

「違うよ、こいつは超常現象」

　天音は否定する。

「何が違うんだよ、その二つ？」

「幽霊は御お伽とぎ噺ばなし、超常現象は──」

　天音は振り下ろした剣を引き戻す。

「わたしたちにとって、ただの現実」

　今、天音の存在に気付いたようにドッペルゲンガーが顔を上げた。

「アハッ、まだ、いたんだぁ天あま川かわ天音」

「いるに決まってんでしょうが」天音が吐き棄すてる。

「いなくていいよぅ？　わたしはね」

　つい、と、雪道を見て、子どもみたいに無邪気に微笑ほほえむ──逆にそれが、恐ろしい。

「芦あし原はら雪道にしか用は、ないんだからぁ」

「お、おれ？」

「うん、きみぃ」

　引きつった顔で素すっ頓とん狂きような声を上げる雪道も、ころころと鈴の鳴るような声で答えたドッペルゲンガーも無視して、

「歌え、『風かぜ鳴なき』」

　天音が告げる。

　キ──ン、と、耳が痛くなるような音が、剣（恐らく、これが『風鳴き』か）から鳴り響き、遅れてコンピューターの起動と似た音が聞こえた。

　剣の柄に埋め込まれた結晶体が薄く輝きを発する。

　同時に結晶体の周囲の金属パーツが稼動し隙すき間まが現れ、そこから蒸気が抜けた。

　かちりとシリンダーが回るような音と共に結晶体が回り、青い光の粒が零れ出す。

　青い輝きは天音の正面で円を基準とした──『風鳴き』表面の紋もん様ようよりも複雑怪奇な紋様を描く。

「否定公式一一〇八二──」

　否定公式？　式？　この紋様のことか？

　目を凝らして紋様を描く青い光の粒を見ればその全すべてが微小な記号の群れだとわかる。

　文字にも見え、数字にも見え、どちらにも見えない記号の集合体としての『式』。

　まるで魔方陣だ。

　疑問を余よ所そに、天音は構えた剣を高く掲げる。

「切断現象──」

　下から上へ、天音の周辺に巻き起こる風。

　薄桃色の尻尾しつぽ二つが逆立ち、ブレザーの裾すそがまくれ上がり白い脚が覗のぞき、

「『かまいたち』！」

　天あま音ねが叫び、剣を振り下ろした。












　びょうびょうと咽むせび泣なくように風が鳴り、剣の先が青白い魔方陣に触れると、

　式の終わりを示すように、魔方陣は砕ける。

　魔方陣が公式ならば、それは『式』の『解』だったのだろう。

　空気の刃やいばが、かまいたちが、放たれる。

『天あま音ね』は恐怖など微塵も感じさせぬ笑みで雪道を見て、

「またねえ、芦あし原はら雪ゆき道みち」

　足場にしていた天井に吸い込まれて、消えた。

　一瞬遅れて、かまいたちの刃が届く。

　ドッペルゲンガーの姿は既になく、かまいたちは天井に激突する。

　空気が軋きしむような音がして、コンクリートを深く抉えぐり、傷きず痕あとからコンクリートの破は片へんがパラパラと舞い散った。

「逃がしたか。まずいなあ。わたしじゃ、あいつの存そん在ざい律りつも固こ定てい化か数すうもわからないし、どうやってこれ以上追っかけるかな」

　ぶつぶつという天音を余所に、雪道は夢でも見ているような心地で天井の傷を眺め、ドッペルゲンガーの虚うつろな瞳ひとみを思い出し、

　ぶるりと、体を震わせた。

「……なんでおれ？」

　呆ぼう然ぜんと、独り言を呟つぶやく。

「さあ？　むしろわたしがそれを知りたいぐらいだし」

　肩をすくめて、天音はブレザーの内ポケットから布袋を取り出して『風かぜ鳴なき』を収める。

「ほらほら、ぼうっとしてないで、学校出るよ」

　今後は逆に雪道の手を引っ張って歩き出した。

「あ、ああ」

　未いまだぼんやりとしていた雪道が、ほとんどただの反射のように言葉を返す。

　ぼうっとした雪道の視界には、緩く揺れる、桜を思わせる薄桃色の髪が映っていた。




　長なが月つき学がく園えんは山の中ちゆう腹ふくにあり、昼間は校門付近の停留所から街行きのバスが出ているが、この時間では既に終わっていた。

　必然、二人は緩い山道を歩いて下ることになる。

　雪道もさすがに我に返って考え事をしていた。半歩先では薄桃色の髪が尻尾しつぽみたいに跳ねている。

　気がつけば山道は終わり、麓ふもとに広がる住宅街に入っていた。

　建て売り住宅やマンションなどの新しい建物と懐かしい匂においのする古い家が交ざり合った住宅街の静けさは山道と比べて大差なく、月光と街がい灯とうを除けば野良猫がいるぐらいだった。

　住宅街を抜けて海側に向かえば駅がある関係上もう少し賑にぎやかなのだが、山に近いこの辺りは、時折家々からの声が聞こえる程度だ。

　人ひと気けのない夜道を歩きながら、天あま音ねの背中に声をかけた。

「結局、なんだったんだ？」

　天音は足を止めて、振り返った。

　剣を入れた袋を胸に抱きしめ、品の良い笑みを浮かべていた。

「雪ゆき道みちさん、世の中には知らないほうがいいこともありますのよ」

　たとえば、ドッペルゲンガー。たとえば、かまいたち。たとえば、天音自身のことか。

「……いや、普通に喋しやべれよ」

「わたしにとってはこれが普通なのですけれど」

　絶対嘘うそだ。

「天あま川かわ……『悪あがき』って単語知ってるか？　今のおまえのことを言うんだぞ」

「ですから、わたしにとってはこれが普通なのですけれど？」

　じー、っと、雪道は天音の顔を見詰める。天音は上品に微笑ほほえんだまま、その視線を受け止めて、最終的に雪道が先に目を逸そらし、溜ため息いきを吐ついた。

「なんかこだわりでもあるのか、そのキャラクターに」

「仰おつしやる意味がわかりませんわ」

　取り付く島もない。

「じゃあもういいよ、それで。だから教えてくれ、今夜のことを、全部」

「今後の人生を平穏に過ごしたいならば、今夜のことは全すべて忘れてしまったほうがよいと思いますが、一つだけ教えますなら──あれは『超常現象』」

「……超常現象って、あれか。ＵＦＯユーフオーとかポルターガイストとかの」

「はい。科学では説明できず、科学的に再現できず、けれど目撃され存在している現象、事象、物質存在の全て──関かかわらぬ方が、よいものです」

「だからって、忘れられるか！」

『天音』の、ドッペルゲンガーの、金色の瞳ひとみが脳裏から離れない。

　あの虚うつろな瞳が、離れない。思い出すたびに、恐怖が背中を撫なでる。

「忘れる勇気は、ありませんか？」

　天音の声はいっそ優しく、慰なぐさめるように雪道の震える手を両手で包み込む。

「……悪い。これじゃ八つ当たりだな」

「いいんですよ。突然、あんなことがあったんですから」

　優しい笑みを浮かべた天音は、下から覗のぞき込むようにして、雪道の瞳を見詰める。

「一つ、提案があります」

「提案？」

「はい。理由はわかりませんけれど、ドッペルゲンガーはあなたに執しゆう着ちやくを示しています」

「あ、ああ、そうみたいだった」

「わたしがあなたを守ります。あなたのためにドッペルゲンガーを狩ります。ですから、これからの夜をわたしと一緒に過ごしてください」

　真しん摯しに、天あま音ねは訴える。

　澄んだ金色の瞳は誰だれもが心を動かされずにはいられない引力を発している。

「おれを、守る？」

「わたしは正義の味方ですから」

　その言葉が、雪ゆき道みちの緊張を僅わずかに解ほぐしたのか、強こわ張ばっていた表情が綻ほころんだ。

「あなたを、守ります」

　重ねて、あくまで、真摯に囁いて──天音は内心で叫ぶ。

（計算どおり！　このシチュエーション、このタイミング！　向こうから話をふるのを待ってただけあって、もはや完かん璧ぺきすぎる！　さあ、雰囲気に呑のまれて頷うなずきなさい芦あし原はら雪道！　守るふりして餌えさにしてポイしてやるんだから！）

「……天あま川かわ、おまえ」

（ふふっ、まさしく赤子の手を捻ひねるよう。さすがわたし！　わたし最高っ！）

「お断りじゃ、ボケ！」

　予想に反して、雪道が叫んだ。

　びきっと、得意の絶ぜつ頂ちようだった天音が凍る。

「おまえそれ、本音は『こいつを餌に使ってドッペルゲンガーおびき出してやるぜ』ってことじゃねえか！」

　天音の本音、ばればれ。

「な、な、な……」

「雰囲気出そうとしてたのがばればれなんだよ！　そういうのは猫被りがばれてない相手にやりやがれ！　どう考えても不審に思うわ！　小市民の疑い深さ舐めんな！」

　動揺する天音に雪道は畳たたみ掛け、

「なによそれ！　こんな美少女があんたのために体張ってくれるなんて素敵なシチュエーションを棒にふるなんて、あんたバァカじゃないの！」

　天音の猫はあっさり退いた。

「どこが素敵なんだ!?　ついでに自分で自分のことを美少女とか言ってんじゃねえよ、図ずう々ずうしい！」

「いいじゃない、ドッペルゲンガーがあんたに目をつけてるっぽいのは確かなんだから。ほら、ダメで元々、とりあえずやってみよう。チャレンジ精神って大事だし」

「そのチャレンジ精神はおれのいない世界で発揮しろ！　おまえのチャレンジにおれを巻き込むな！」

「そんな！　わたしみたいな可愛かわいくて頭もいい向かうところ敵なしの素敵な美少女が、一時的とはいえ雪ゆき道みちを守るんだよ！　友だちにも自慢できて最高じゃない！」

「うわ、なんて図々しいんだ。自画自賛の形容詞が増えてやがる。つうか、自慢するような友だちがいねえよ」

「えっと、その……ごめんなさい、触れちゃいけないところに触れたみたいで」

「いきなり哀れむなよ、本気でへこむから。いいんだよ、おれは狭くて深い付き合いをするタイプなんだ。寂しくなんかないぞ！」

「友だちいない男のひがみ？」

「大きなお世話だよ、ちくしょう！」

　雪道は明らかに自や棄けっぱちな表情で、びしりと、天あま音ねに指を突きつける。

「とにかく、お断りだ。おまえみたいな、性格悪そうな奴やつに付き合わされるなんてまっぴらごめんだ！　ついでに金こん輪りん際ざい夜の学校には近寄らないぞ！」

「し、失礼な奴！　わたしは人より合理的なだけだもん！」

　天音が目を吊つり上げて、薄桃色の髪を逆立てる。

「だいたいなにが不満なの！　ちょっと囮おとりにぐらいなってくれてもいいじゃない！」

「何もかもが不満じゃあ！　むしろどこに不満を抱いだかない理由があるんだ！」

　負けず劣らず雪道も眦まなじりを決して、大またでずかずか歩き出す。

「こ、このバァカ！」

　顔を真っ赤にして怒鳴り、やはりずかずか歩いて雪道を追っかける。

「絶対、絶対、絶対、あんたを囮に使ってやるんだから！」

「絶対、絶対、絶対、お断りだ！　おれのへタレっぷりを舐なめるなよ。おまえなんぞのために危険に突っ込んでたまるか！」

「へタレ自慢なんかしてるんじゃないわよ！」

「聞こえんなぁ！　へタレを自覚してるおれに何を言おうとムダムダムダだァ！」

　罵ののしりあいながら、ずかずかと歩き続け、段々と二人の足は速くなり、

「このヘタレ！　ヘタレ！　ヘタレ！」

「聞こえない！　聞こえない！　聞こえない！」

　気がつけば夜の住宅街を全力疾走しながら、やっぱり罵ののしりあい続け、

　二人は同じタイミングで足を止めた。

「じゃあな、おれはここだから」

「じゃあね、わたしここだから」

　同時に言って、顔を見合わせた。

　二人の前にあるのは、かなり間口の広い二階建ての木造建築で一階部分は『茜あかね堂どう』の看板がかかった古書店になっている。既に営業は終わっていて木戸まで閉めた店舗の出入り口の隣に、住人用の玄関があり、その脇わきに張り紙がある。

『告

　空き部屋有り


　　　　　大家』



　要するに、二階部分を下宿として貸し出しているのだ。

「はっはっはっ、そういや、何日か前に新しい入居者が入ったって大家から連絡貰もらってたな、あれ、天あま川かわか」

　出入り口の前で、顔に手を当てて雪ゆき道みちが自や棄けっぱちで笑う。

　天あま音ねはムッとした表情で腕を組んでそっぽを向いていた。

「バァカみたい。なにそれ、バァカみたい！」

　なんだか色々虚むなしくなって、二人は盛大に溜ため息いきを吐ついた。

　それから、茜堂の下宿者用玄関に入り、共同の靴箱に靴を入れ、玄関のすぐ目の前、一階奥へ向かう廊ろう下かの隣にある二階への階段を上る。

　二階には部屋が二つずつ左右に並んでいて、右側手前の部屋の前で天あま音ねは足を止める。

　その奥が雪道の部屋だった。

「なんかぐったり疲れた、おれはもう寝る。じゃあな、もう二度と関かかわらないでくれ」

　雪道は手を挙げて言うと、天音はいたずらっぽく笑い。

「ごきげんよう、雪道さん」

　見事に猫を被かぶって、綺き麗れいに、笑った。

　その瞬間だけ、周囲が春になって、桜の花の匂においさえしたように錯覚して、思わずどきりとして、雪道は言葉を返し損ねる。

　天音はその隙すきにするりと自分の部屋の中に入っていってしまった。

　虚を衝つかれて雪道は数秒間ほど口をぱくぱくさせ、溜め息混じりの苦笑を漏もらす。

「汚いな、完全にやられた」

　呟つぶやくと同時に、ずだんと、何かが倒れる大きな音がした。

　続くようにがらがらと何かが崩れる音がする。

　時間は短く、すぐに、白々しいほどの静寂が茜あかね堂どうの廊ろう下かに満ちた。

　発信源は間違いなく雪道の目の前、ドア一枚挟はさんで向こう側にある天音の部屋だ。

　コンコン、と控えめにドアをノックするが、返事はない。

「……開けるぞ？」

　ドアノブに手をかけて、捻ひねる。すんなりと開くドア。

　当たり前だが他ほかの部屋と同じ造りをしていて、八畳ほどの部屋に小さなキッチンが備え付けられている。風ふ呂ろやトイレは共同で、ついでに言えば一階には大きなキッチンもあり自由に使える。それは、さておき。

　部屋の中に天あま音ねの姿は見えなかった。

　代わりに……そう、控えめに表現して、腐ふ海かいが広がっていた。

　要するにゴミだらけだった。

　たった数日でどうやったらここまでゴミだらけになるのか不思議なほどだ。

　コンビニ弁当の残ざん骸がい、ブロック栄養食の空箱、空になったペットボトルや紙パックのジュース、雑誌類、紙切れ、脱ぎ散らかしたらしき服、すっ転んでゴミの中に顔面からダイブしたらしき天音、果ては下着までもが散さん乱らんしている。

　あんぐりと口を開け雪ゆき道みちは室内を見渡す。

　ゴミに埋もれた天音のスカートはまくれあがり、やたらファンシーな猫さん柄のパンツが見えていたりもするが、

「なんて──汚い、部屋だ」

　雪道は部屋の腐海ぶりに愕然としていた。

「ううう、はにゃがいはい……」

　もぞもぞと、痛そうに鼻を押さえて天音はゴミの中から顔を上げ、呆ぼう然ぜんと立っている雪道と、ついでに自分の格好に気付いて、大きな金色の目を、さらに大きく見開いて、

「うにゃあああああああああああ！」

　悲鳴を上げた。

　鼓こ膜まくを震わせる甲かん高だかい音に我に返る雪道。

　だが彼よりも、天音のほうが圧倒的に素早かった。

「す、すま──」謝しや罪ざいの言葉を口にしようとするが、

「このバァカァァァァァァアアア！」

　一瞬で立ち上がった天音が、鳩尾みぞおちに膝ひざ蹴げりを叩たたき込む。

　くの字に折れ曲がる雪道の体。すかさず二撃目の蹴りが足を払う。

「忘れろ、忘れろ、忘れろぉぉぉぉぉ！」

　金色の目に涙を浮かべて、倒れこんだ雪道をがしがしと蹴りつける。

　げし、げし、げし、とほとんど踏みつけるように、何度も足あし蹴げにする。

　そのたびに、ぴょんこぴょんこ、薄桃色の尻尾しつぽが跳ねる。

「このバァカ！　このバァカ！　このバァカ！」

　げし、げし、げし、と蹴りつけるうちに何かたまらないものがあったのか、半泣きが八割泣きぐらいになっていた。

　薄桃色の髪を振り回して、力いっぱい足を振り下ろしていた。

　蹴られる一方の雪道は、ぐほっ、だの、がはっ、だの、呻うめき声ごえを上げていたが、それも徐々に少なくなり、蹴りの衝撃に体が跳ねるだけになる。

　雪ゆき道みちは半ばまで死を覚悟した。




　約十五分後、天あま音ねが蹴り疲れたことによって彼の命は救われた。

　全身埃ほこりだらけで、しかも散々蹴り飛ばされて、押し黙っていた。

　天音のほうは、さすがに申し訳なさそうだが、やはり口を閉ざしていた。

　二人はゴミを無む理り矢や理り部屋の隅すみに寄せ、膝ひざを突き合わせるようにして座り込んでいる。

「……汚い部屋だな」

「……いいじゃない、誰だれが見てるわけでもないんだし」

「……まあ、おれが見てるんだけどな」

「……見るな」

「……もう見てるんだよ」

　思わず、傷の痛みと部屋の汚さに顔をしかめる。

　天音は肩をすぼめて、小さくなっていた。心なしか、薄桃色の尻尾二つも萎しおれて見える。

「おまえ、他人の目がないと限度なくだらけるタイプだろ」

「そ、そんなことないよ！　ちょっぴり家事が苦手なだけだよ！」

「これは『ちょっぴり家事が苦手』なレベルじゃないだろ！　本性知ってても騙だまされかけるようなハイレベル猫ねこ被かぶりの労力をちょっとは家事に回せよ！」

「してたよ！　うっかり転んだせいでちょっぴりゴミが散らかっただけだもん！」

「またちょっぴりか！　何がちょっぴりだ！　せめて部屋の中に足の踏み場を作れ！」

「ううう、このバカァ！」

「反論に困ったらそれか、この馬ば鹿かめ。ひらがなでもカタカナでもないぞ。漢字で馬鹿と罵ののしってやる、この馬鹿め。そもそも、寝る場所すらないぞこの部屋は」

「ちゃ、ちゃんと整理してたもん！　隅っこにゴミを除よけて寝る場所ぐらいは確保してたんだから！」

　ぷくりと頬ほおを膨ふくらませ、羞しゆう恥ちと怒りに頬を赤く染め反論するが、雪道に容よう赦しやはない。

「威張るな、誇るな、堂々と宣言するな。それは整理じゃなくてただの現実逃避だ」

　一言ごとに、天音の鼻先に人差し指を突きつけて、最後に一度、ためを作り──

「このダメっ娘こめ！」

「ダ、ダダダダダダメっ娘ですとぅ！」

「このダメっ娘め！　このダメっ娘め！　このダメっ娘め！　反論の余地なく古こ今こん東とう西ざいに比ひ類るいなく森しん羅ら万ばん象しようで語り継がれるダメっ娘め！」

　ストレス解消になりそうなぐらい力いっぱい罵ののしり、ふぅ、と雪道は満足そうに息を吐き汗を拭ぬぐう真ま似ねをして立ち上がる。

「うううー」

　一方の天あま音ねは両手両りよう膝ひざをつき、何やら打ちひしがれている。

「おいダメっ娘こ」

　びくん、と、天音の両肩が震える。

「今から掃除をする」

「……はい？」きょとんと、天音が顔を上げた。

　雪ゆき道みちの顔は真剣そのものだった。

　何かのスイッチでも入ったのか、ある種の使命感にすら燃えていた。

「おれには許せないものが三つある。友人を傷付けること、食べ物を粗そ末まつにすること、そして汚れたままの洗濯物とゴミだらけの部屋だ」

　四つありますよ？　そんなツッコミすらできず、天音はごくりと息を飲んだ。

「さぁ──」

　にやりと、不敵に笑う。

「掃除の時間だ」

　たかが掃除で格好つけられても──そんなツッコミも、やっぱりできなかった。

　多分、余計なことを言ったら十倍になって帰ってきただろう。

　実際、雪道の手て際ぎわはかなりよかったが、それでも大掃除は深夜二時にまで及び、終わった頃ころには二人とも（雪道は主に肉体的に、天音は主に精神的に）くたくただったので、すぐに眠ってしまった。




　スズメの鳴き声と、カーテン越しの強い朝あさ陽ひで目を覚まし、雪道は傍かたわらの携帯で時間を確認する。セットしたアラームの五分前。丁ちよう度どよい時間だった。

　湯を沸わかし顔を洗い、朝食と弁当を作る。

　毎日やっているだけあり、手際は素晴らしい。

　仕込みを終えていたおかずを弁当箱に詰め、朝食用のサンドイッチを作り、最後に濃いめの紅茶を淹いれる。

　ちゃぶ台でサンドイッチを食べながら、雪道はぼんやりと昨日のことを思い出す。

　美び貌ぼうの転校生がやって来ました。

　転校生は見事な猫ねこ被かぶり娘で、素すの性格は最悪でした。

　詳しい事情はわかりませんが、ドッペルゲンガーとかいうのを倒すために雪道を餌えさに使おうとしています。

　プライベートではかなりのダメっ娘だと判明しました。

　汚れた部屋にテンションが跳ね上がって三時間近くかけて部屋の掃除をしました。

「……なんてジェットコースター。おれの人生どこに行くんだ？」

　一連の唐突な流れに、雪ゆき道みちは軽い頭痛さえ覚えて顔をしかめる。

　食事を終え、洗い物をシンクに残し、鞄かばんを手に部屋を出た。

　部屋のドアに一枚の紙が貼はり付けられていた。

『告、

　昨日の痴ち話わ喧げん嘩かは面白かった。

　もっとやれ──大家』

　雪道は紙を剥はがし、くしゃくしゃに丸めてポケットに突っ込んだ。

「相変わらず、変な人だ」

　隣の部屋のドアを数秒眺めるが、ノックする気にもなれず、茜あかね堂どうを出た。

　今日も初夏に相応ふさわしい天気で、眩まぶしい太陽に目を細めて、雪道は歩き出す。

　住宅街を通り抜け、山の麓ふもと、雪道は緩やかな山道をのんびりと登り、その隣を長なが月つき学がく園えんの生徒を満載したバスが通り過ぎていく。

　何時間ぶりかに見た学校は、昨日の出来事が夢でなかったことを示すように、窓という窓のガラスがぶち割られていた。まあ、これから暑くなるし、ありかもしれない。

　事情を知らない生徒たちはざわざわと騒いでいたが、事情を知る雪道は気にしないことにして、自分の教室に向かった。




　教室に着くなり、雪道はうんざりする。

　何人もの生徒に囲まれて、一ひと際きわ目立つ天あま音ねの姿。

　掃き溜めに鶴つるは言い過ぎにしても、確かに天音の姿には、惹ひきつけられるものがある。

　光が透き通る薄桃色の髪、深い金色の瞳ひとみ、初夏でさえ雪を思わせる真っ白な肌。

　仕し草ぐさ一つとっても優雅で、自分の美しさを自覚して厭いや味みなくそれを見せ付ける。

　今も抑制された微笑を浮かべて、クラスメイトたちと談笑していた。

　騙されてる、おまえら全員騙されている──思わず言いそうになったが、言ったら確実にひどい目に遭あわされるだろうという予感もあった。

　一つ肩をすくめ、雪道が席に着くと、隣席から声がかかった。

「おはよう芦あし原はら。相変わらず人生に疲れたようなやる気のない顔」

　隣席の少女──長なが月つき瑛えい子こはツンと澄ました黒猫の静けさで微笑ほほえんだ。

　黒い髪は今日も見事なポニーテイルで、つい引っ張りたくなる。

「五年間変わらぬやる気のなさで人生をやり過ごしております、芦原雪道です──って、余計なお世話だ。ほっとけよ」

　微妙なジョークを飛ばしながら、雪道は軽く手を挙げて応こたえた。

「珍しいな、瑛子が朝から暇そうにしているなんて。大概はぎりぎりまで生徒会室だろ」

「一段落したから早めに教室に来ただけ」

「まだ二年で、しかも書記なのに大変だな、押し付けられたようなもんだろうに」

「それだけ頼たより甲が斐いと人望と人徳があるということです。芦あし原はらとは違って」

「確かに、おれにはどっちもないかもな。せめてもの気遣いに肩でも揉ももうか？」

「しっかり優しくたっぷり揉んでほしい。後でセクハラで訴えるから」

　瑛えい子この切り返しに、雪ゆき道みちは両手を挙げて降参する。

「今け朝さはおれの負けということで」

「今朝も私の勝ち。飲み物一本、芦原のおごり。これで、私の六百二十勝十七敗」

　雪道にしかわからないぐらい微かすかに、瑛子はガッツポーズを作った。

　多分、喜んでる。結構、楽しんでる。証拠に猫みたいな目元が僅わずかに緩んでいる。

「……毎度毎度、よく覚えてるな」

「当然、芦原関連のことは全すべて覚えている。もはや芦原は私の掌てのひらの中」

「そりゃ、六百回以上も負けるはずだよ」

「可哀かわい想そうな芦原は、永遠に私に負け続けるのでした」

　雪道は大おお袈げ裟さに肩をすくめた。

　話が途切れる。ふと、瑛子は天あま音ねに視線を向ける。その拍子に揺れたポニーテイルを雪道の視線は追っかける。

「天あま川かわさんは凄すごい、他ほかの学年でも噂うわさになっていた」

　表情を変えず、感心と呆あきれの混ざった声で言った。

「まあ、な、確かに美人だよ、凄い美人だ。ごきげんよう、なんて時じ代だい錯さく誤ごな挨あい拶さつですらばっちり決まってるよ」

　性格は最悪だけど。

　背もたれに体重を預け、薄汚れた天井を見上げ、苦笑を漏もらした。

「……確かに、凄い美人だとは思う」

　瑛子は小さく溜ため息いきを漏らすと、気を取り直すようにもう一度口を開く。

「ところで芦原、少し──」

「少し、よろしいですか」

　足音も気配もなく、いつのまにか、二人の傍そばに天音がいた。

「ごきげんよう」

　お決まりの挨あい拶さつをする天音を、瑛子と雪道は揃そろって見詰め、少し戸惑ったように瑛子が口を開く。

「おはよう、天川さん。私に何か用事？」

「いえ、長なが月つきさんではなく」天音は申し訳なさそうに、少し困ったように小さな笑みを唇の端に浮かべた。

「少し、お時間よろしいですか雪道？　できれば外でお話を」

「ん？　別にここでいいだ──ろっ」

　笑みを崩さぬまま、天音が全力で雪道の足を踏んでいた。

　天あま音ねの後ろに、どす黒い笑みを浮かべたチェシャ猫が見えたのは、雪ゆき道みちの錯覚だ。

「……どこへなりとも行かせていただきます」

「あり、がとう、ござい、ます」

　言葉を区切るごとにぐりぐりと踏みにじる。周囲に全く気付かれないさり気なさは見事の一言だった。

　天音は実に自然な動作で雪道の手を取って、椅い子すから引っ張り上げた。

「悪い、瑛えい子こ。ちょっと行ってくる」

「……行ってらっしゃい」

　黒猫を思わせる瞳ひとみをさらに吊つり上げ、じっ、と雪道を見詰めて瑛子は告げた。




　人ひと気けのない特別教室棟まで来ると天音は手を離し、雪道に向き直る。

「わたしが何を言いたいか、予想できますか雪道？」

　見事なほどに可か憐れんで儚はかない笑みは、事実を知っていても騙だまされたくなる。

「やっぱ、凄すごいなその猫かぶ──」

　いきなり天音に口元を掴つかまれて、むがが、と、雪道は呻うめく。

「あんた口が軽いにも程があるでしょ！　ああもう、釘くぎ刺しに来て正解だった！」

「ふぎさしに？」

　口元を掴まれているせいで、何を言っているのかわからない。

　天音は掴んだ手を離し、嫌そうにぷらぷらと振る。

「昨日のこととか、わたしのこととか、まあ、意図的に言いふらすとは思ってないけど、うっかり口滑らせないように気をつけること」

「『かまいたち』とかドッペルゲンガーとか、天川がひどい猫ねこ被かぶりだってこととかだな？」

「そう、それ全部。もし、言ったら、ひどいよ？」

「喋しやべらない。そもそも喋ったらおれが電波扱いされるだろ」

「う、る、さ、い。いいから、しっかり、頭に叩たたき込んどきなさい！」

　がばりと天音が雪道の両肩を掴み、ぎりぎりと締め上げる。

　顔は笑っているが、同時にまったく笑っていなかった。ついでに肩が痛かった。

「……了解しました、ボス」

「わかればよろしい。じゃ、今日の放課後は空けておくように」

「了か──待てい！　そっちは断るぞ！」

「へえ、そんなこと言っちゃうんだ」

　ぎりぎりと、ぎりぎりと、肩が軋きしむ。

「そんな風に冷たくされると、わたし泣いちゃうよ？　わたしが泣きながら教室に戻ったりしたらどうなるかな？　どういう風に思われるのかなー？」

　にんまりと天あま音ねが笑う。

　例のチェシャ猫が背後に見えた気がして、雪ゆき道みちの表情が引きつる。

「おまえ、最悪だ」

「合理的なのよ。使えるものは何でも使う、もちろん雪道だって使っちゃう。美しい共生関係だよね」

「……共生っていうか、脅迫だろそれは」

「二文字違いだし、似たようなものだよ。まあほら、一応、あんたをドッペルゲンガーから助けるって建たて前まえも守ってあげるからさ」

　軽く手を振って、天音はくすくす笑いながら、弾はずんだ足取りで去っていく。

　ひょこひょこ揺れる薄桃色の髪を見ながらうんざりとした様子で首を振る。

「最悪だ、本当に心底最悪だあの女……」

　なんであんな女に絡まれなければならないのだと、もう一度、うんざりと首を振り、

　ふと、窓の向こうを見た。

　清すが々すがしく青い空と燃える太陽、山林と街の建物、隠れて見えないがその向こうの海。

　街の風景が広がるだけで、当たり前だが、誰だれもいない。

　首を傾かしげて、雪道はまた歩き出す。




　教室に戻ると丁ちよう度ど、チャイムが鳴った。幸い担任はまだ来ていなかったが、代わりにクラス中からの注目を浴び、一部の男子生徒（と、女子生徒）からは睨にらみつけられた。

「……なにこのとばっちり」

　泣きながら帰らなくてもこのダメージだ。朝からぐったりと疲れて、雪道は席に戻る。

　隣の席の瑛えい子こは何も言わずに、黒猫の目でじーっ、と雪道の顔を見詰めてきた。

「……どした、瑛子？」

　じーっ、と、見ている。

「あのう、瑛子さん？」

　じーっ、と、見ている。

「えーと、なにかあったのかなー、と思うのだけど」

　じーっ、と、見ている。

　ぶわり、背中に汗が浮かぶ。

「せめて、なにか言ってくれ……」

「地獄に落ちろ」

　つん、と、そっぽを向いた。

　やばい、怒ってる。かなり怒ってる。

　瑛えい子このバックに全身の毛を逆立てた黒猫の姿すら見えそうだ。

　かつてないピンチの訪れを感じ、雪ゆき道みちの体感温度が十度下がる。

　どうして怒っているのか脳のう髄ずいを最大まで回転させるが理由がわからず──

「ほれ、席に着け生徒ども、ホームルームの時間だ」

　面倒くさそうに言いながら、担任が入ってきた。

　その瞬間だけは、担任が天使に見えた。

　とりあえず、怒いかれる瑛子を棚上げできる。




　教きよう壇だんに立つ担任はいつもどおり、びしっとスーツで決めて髪をアップにしていた。

　いかにもキャリアウーマンといった姿だが、その顔は全く不釣合いにやさぐれていて、火のついてない煙草たばこを咥くわえている。

　一部の生徒からは姐あね御ごと呼ばれ、大多数の生徒からは普通に工く藤どう先生と呼ばれていた。

　ホームルームを終わらせて、そのまま椅い子すに座り、煙草吸いてえ、と男前な口調でぼやきながら時間を潰つぶす。

　受け持ちは現代国語で、丁ちよう度ど、一時間目の授業はこのクラスだった。

　授業が始まると、さっそく工藤先生は朗読の指名をする。

「んじゃ、朗読、天あま川かわ頼むわ」

　天あま音ねは教科書──ではなく、配られたコピーを手に立ち上がる。

　工藤先生の授業は教科書の代わりに趣味で選ばれたテキストを使うという、学習指導要領や授業計画を全力で無視する特徴があった。しかも、普通に難易度が高い。

　すぅ、と、息を吸い込んで、天音は朗読を始めた。

「昼餉ひるげの後、師し父ふは──」

　初夏の日差しを浴びて、きらきらと輝く薄桃色の髪。吸い込まれるような金の瞳ひとみ。

　歌うような、流りゆう暢ちような朗読の声が教室を舞台に変える。

　教室中の視線が自然と天音に集まるが、天音はそれをプレッシャーに思うでもなく──いや、それどころか、それが当然であるように受け止めて朗読を続ける。

　性格的にはともかく、見事なものだと、雪道は感心していた。

　遠くから見ている分には、確かに、天音は綺き麗れいだった。

「そこまで」

　工く藤どう先生が告げて、天音の朗読が終わる。

「大したもんだな。校長の爺じじいが帰国子女だからどうたら言ってたから、どんな日本語使ってくれるかと楽しみにしてたんだが」

　絶妙に悪趣味な発言を、天音は品の良い笑みで受け流す。

「ご期待に沿えず、申し訳ありません」

　儚はかなげな微笑を向けられて、なぜか工く藤どう先生は頬ほおを赤らめた。

「……あー、いや、気にするな。見事な朗読だった」

　ごほんと大きく咳せき払ばらいし、工藤先生は次の朗読者を指名する。

　天あま音ねを中心とした舞台から、普通の授業へと空間の色が戻る中、雪ゆき道みちはまた、不意に窓の外を見た。

　天音の向こう側、窓の向こうにはやっぱり風景だけがあって誰だれもいない。

　けれども、視線を感じた。

　気のせいか？　雪道が首を傾かしげると、ちくりと、肩口に小さな痛みが走った。

　瑛えい子こがシャープペンで肩を突つついていた。

　じっ、と切れ長の目で見詰めながら、手の中でシャープペンを回し黒板を指す。

「授業中に見るべきは、天あま川かわさんじゃなくて黒板」

「いや、別に天川を見てたわけじゃないんだが」

　やっぱり、じっ、と瑛子は雪道を見て、ほんの少しだけ眉まゆを寄せる。

「……言い訳？」

「言い訳じゃなくて、おれはただ事実をだな……」

　なんて言い訳めいた台詞せりふだと自分でも思ってしまう。

「……ごめんなさい。真面目まじめに授業を受けます」

　何も言わずに、瑛子は黒板の方に向かった。

　瑛子の周囲だけ温度が下がってしまうような、静かな怒りは未いまだに継続中だった。

　なんだか今日は妙に瑛子の機嫌が悪いなと、思いながら、

　また、

　雪道は天音の向こう、窓の外を見る。




　彼女もまた、雪道を見ていた。

「ふん……この御み堂どう叶かな流るの視線に気付く、か」

　長なが月つき学がく園えんよりはるか遠く、太陽光が照りつけるビルの屋上に立つ、雪道が感じた視線の主。

　実用本位の眼鏡めがねを掛けた白衣姿の背の低い女だった。

　白衣の下にはカットジーンズとアシメトリーのシャツ、露出した脚には蛇へびの絵がペイントされている。

　癖くせのついた髪をゴムで無む造ぞう作さにまとめており、化粧っ気がない。

　しかし、眼鏡のブリッジを支える鼻び梁りようはすらりと整っていて、紅すら塗っていない唇は艶つややかだ。どこぞの異国の血が混じっているのだろう。全体的に彫りが深い。いわゆる化けるタイプで、身なりに気をつければかなりの美人になるだろう。

　御み堂どう叶かな流る、それが彼女の名前だった。

「光学補正、オフ」

　彼女は眼鏡めがねのツルに触れて呟つぶやく。

　ピッ、と小さく音がして、眼鏡が超長距離対応から、ただの眼鏡に戻る。

　天あま音ねの『風かぜ鳴なき』など、『式』行使の武器に使われる技術を応用して製作されたちょっとしたオーバーテクノロジーアイテムだ。

　叶流は数キロの距離からの視線に感付いた青年の顔を思い出したが、

「まあ、いいか」

　とりあえずは、忘れることにした。

「瑞みず佳か」

　気持ちを切り替えて名前を呼ぶ。

「はい、姉さま」

　答えたのは影のような女だった。

　白衣姿の女の斜め後ろに、文字通り影のように控えていた。

　エメラルドグリーンをベースにした改造メイド服とでもいうべき衣装。なんのつもりかスカート部分の前面には大きな裂け目がある。

　改造メイド服に合わせたストッキングまで着用しており、髪は暑苦しいほどに長く伸ばしていた。特に前髪は長く完全に両の目を隠している。

　目立つ装よそおいのはずなのに、幽ゆう霊れいのように気配が薄く、汗一つかいていない。

　姉さま、と呼んだからには彼女は叶流の妹なのだろうが、まったく似ていなかった。

「天あま川かわ天あま音ねを長なが月つき学がく園えんで確認した。『灰天使』での検索結果は？」

「はい、姉さま。本日七時の検索時点で長月学園に超常現象の存在を確認。存そん在ざい律りつは未固定、固こ定てい化か数すうは七十二、残存した痕こん跡せきより発現した超常現象が『虚きよ構こう式』断だん片ぺん・タイプ『ドッペルゲンガー』である可能性七十六パーセント──以上、です」

「よろしい」

　ぱあん、と、叶流は大おお袈げ裟さな仕し草ぐさで手を叩いた。

「どう思う、瑞佳？」

「はい、姉さま」改造メイド服の妹──瑞佳は相あい槌づちを打つ、だが答えない。

「そうだな、瑞佳の思うとおりだ」

　だが、叶流は答えを聞いたように頷うなづいた。

「天川天音を泳がせていた甲か斐いがあったというものだな。ふん、これは決まりだろう」

　両手を広げたまま、くつくつと、少女めいた小さななで肩を揺らして叶流は笑う。

「まずは揺さぶりをかける」

「でしたら、姉さま」

「わかっているとも。御み堂どう叶かな流るはきちんと理解している」

「ですけど、姉さま」

「問題ない、なにも問題はないとも。どうせ相手は命令違反で処分指定の天あま川かわ天あま音ねだ。我らが偉大なる『領域』は何も言わないさ」

　偉大なる、に、露骨に皮肉の響きを込めて、薄く、叶流は唇を吊つり上げる。

「やり方は瑞みず佳かに任せる。天川天音を揺さぶれ。多少は成長しているか──この御堂叶流に相応ふさわしい敵として成長しているのか、見極めろ」

「もちろんです、姉さま」

　影のような瑞佳もまた、薄く、微笑ほほえむ。

「それでは、姉さまの、望むように」

「ああ」

　また、ぱあんと、掌てのひらを叩たたく。

「たっぷりと、死なない程度に虐いじめてやろうじゃないか。正義の味方なんて寝言を言える、あの頭の可哀かわい想そうな子を、たっっっっっっぷりと、叩きのめして泣かせてあげよう」

「姉さま、楽しそう」

「そうでもない、だが、多少は期待している」

　多少は、ね、と繰り返し、叶流はばさりと白衣を翻ひるがえす。












「さて、ドッペルゲンガー捕ほ獲かくの準備もしておかねばね。こっちも天あま川かわ天あま音ねなんぞに渡すわけにはいかない。天川天音には己の無力さを噛かみ締めてもらおうじゃないか」

　くつくつと、邪悪な蛇へびのように笑いながら、ばさりと白衣を翻し、屋上の出入り口へと向かう。

「悔しがるだろうねえ、泣くだろうねえ、だが、この程度で壊れるようなら、所しよ詮せんはその程度だ──御み堂どう叶かな流るの求める怨おん敵てきには、ほど、遠い」

「そうですね、姉さま」

　瑞みず佳かは音もなく続き、そして屋上には誰だれもいなくなった。




「……痛い」

　既にこの授業中だけで五回ほどシャープペンで突つつかれた肩を、雪ゆき道みちは軽く撫なでる。

「天川さんを見過ぎ」

　素っ気なく瑛えい子こは言い捨てる。

「別に天川を……いや、なんでもない」

　また言い訳をするところだった。あの視線も急に感じなくなったし、もう瑛子にシャープペンで突かれることも、ない、と思う。

　その予想通り、それ以上は突かれず、午前最後の授業が終わった。

　昼休みになると、

「あの、雪道さん──」

「悪い、後でな」

　天音に声をかけられたが、返事だけして、そして即座に教室を出た。

「ふぅん、そういう態度、とるんだぁ」

　取り残された天音が被る猫の隙すき間まから、どす黒いものが少し漏れていた。が、

　雪道はそんなことは露知らず、一階の自販機で紙パック入りの飲料を二つ買い、弁当箱を片手に特別教室棟の四階にある生徒会室へ向かう。

　軽くノックをして、返事を待たずにドアを開ける。

　生徒会室の中央には四人用テーブルがある。他ほかにはファイル類が収められた本棚と古ぼけたパソコンが一台だけの至ってシンプルな構成で一貫して飾り気はない。

　生徒会室というより、少人数用オフィスといった雰囲気だ。

　瑛子は紺の薄布に包まれた昼食を机の上に載せたまま、何やらの書類を読んでいた。

「お待たせ、これ、今け朝さの負け分な」

　対面に座り、机の上を滑らせるようにして一つを瑛子の方へと投げる。

　ぱしりと瑛子は受け取り、

「ん……」

　と、だけ答えて、また黒猫の瞳ひとみで、じーっ、と雪ゆき道みちを見る。

「折せつ角かくだし、ここで昼食べて行こうと思うんだけどいいか？」

「ん……」

　やっぱり、じーっ、と見詰められた。

　別に恨みがましいわけでも、責めているわけでもないのに、妙に居心地が悪い。

「なあ、瑛えい子こ、朝からなに怒ってるんだ？」

「全然怒ってない。全然全く怒ってない。全然全く完全に怒ってない」

　どう聞いても怒っていた。威い嚇かくする黒猫の姿を幻げん視しできそうだった。

　生徒会室は空調が効いていて涼しいのに、雪道は背中に嫌な汗をかく。

「えーと」

　雪道が困っていると、瑛子はツンと視線を逸そらし昼食の包みを解ほどいた。中身はとある有名料理店の弁当。備え付けの箸はしを握り、両手を合わせていただきますと呟つぶやく。

　対面に座った雪道も同じく弁当箱を開ける。こちらは、どこにでもありそうなプラスチックの弁当箱で中身も自作。冷凍食品は使っていないが、手間のかかる料理も入っていない。同じく箸を手に取って、いただきますと呟く。

　美う味まくもなさそうに昼食を口に運ぶ瑛子は、目も合わせてくれない。

　針の筵むしろに座らされている気分だった。

「……朝、天あま川かわさんに呼び出されてた」

「突然だな……天あま音ねがどうした？」

　唐突に切り出して、また、瑛子は黙り込んだ。

　雪道は味のしない弁当を口に運びながら、必死に頭を回転させていた。

　朝から機嫌はよろしくなかったが、何な故ぜかそれが加速している気がする。

「むう」

　一声唸うなり、少し考える……昼が近付くに連れて悪化していった機嫌。可能性として考えられる中でもっともありえるものは──空腹か！

　結論が出た瞬間、雪道は行動に出る。

「瑛子、確かおまえ、玉子焼き好きだったよな？」

「嫌いじゃない」

「よし」

　雪道は弁当箱から、玉子焼きを一切れ箸はしで摘つまみ、不機嫌そうな瑛子に向ける。

「はい、あーん」

　秘策、食べ物で釣ってご機嫌取り。

　が、意に反して、瑛子が硬直する。

「……あれ？」

　瑛えい子こは硬直している。

　下から上へ、一気に顔が赤くなる。

　瑛子はいきなり席を立ち、窓のカーテンを閉め、ついでに部屋のドアも施せ錠じようした。

「なんで密室を作る？」

　無視して、瑛子は再び席につき、一度大きく咳せき払ばらいし、二度、三度、胸を撫なで、頬ほおを叩いて気合を入れ、緊張の眼まな差ざしで箸に摘つままれた玉子焼きを睨にらみ、目を閉じて、

「あ、あーん」

　顔どころか首筋まで赤く染めて、口を開いた。

　妙に手て馴なれた仕し草ぐさで雪ゆき道みちは玉子焼きを瑛子の口に入れ、瑛子は目を閉じたまま玉子焼きを食べて、幸せそうにほう、と息を吐く。

「……美お味いしい」

「よかった」

　少し自慢気な雪道の笑顔を向けられて、瑛子は黒猫の瞳ひとみを伏せて視線を逸そらす。

「相変わらず、芦あし原はらは料理上手」

「まあ、毎日やってるからな。花嫁修業はばっちりだ」

「芦原の場合は花婿修行だと思う……一瞬ウェディングドレス姿の芦原を想像してしまった。とても気持ちが悪い」












　他た愛あいのない冗談にくすりと笑いながら、瑛えい子こは紙パックの緑茶を口に含む。

　どうやら、少しは機嫌がよくなってくれたのかと、安あん堵どして、ちょっと調子に乗り、

「いやいや、案外似合うかもしれないぞおれのウェディングドレスも……まあ、それ以前に貰もらってくれる相手がいない──」

　冗談を続けて、ぽん、と掌てのひらを打つ。

「瑛子、おれのこと貰ってくれるか？」

　ぐしゃり、瑛子の手に力が入りすぎて紙パックが潰つぶれた。

　凄すさまじい勢いで喉のどの奥に緑茶が叩たたき込まれて瑛子が激しく咽むせる。

「だ、大丈夫か」

　咳せき込こむリズムに合わせて、瑛子のポニーテイルがぴょんぴょん揺れていた。

　立ち上がった雪ゆき道みちは、瑛子の背中を撫なでる。

　濡れ羽色の黒髪から、淡く香の匂においがした。

「変な冗談言わないで……」

　ふう、と瑛子は疲れたように息を吐いて、ポケットからハンカチを取り出して口元を拭ぬぐい、乱れた髪をかき上げて整える。ポニーテイルで髪が揺れて、また、微かすかな香の匂いが雪道の鼻に届いた。

「悪かったよ。まあ、確かに、瑛子相手じゃおれには高たか嶺ねの花か」

　雪道は肩をすくめて、椅い子すに戻り、改めて自分の弁当に箸はしをつける。

　とりあえず、瑛子の機嫌が直ったのでよしとしたようだった。

「……そんなこと、ないのに」

　小声で呟つぶやき、溜ため息いきを吐ついて、瑛子は脇わきに除よけていた書類を手に取った。




　その後も授業はあれど、大きな問題はなく、放課後になった。

　特に用事のない雪道はさっさと学校を出た。

　天あま音ねは男女問わずの生徒に囲まれていたし、瑛子の方は今日も生徒会の仕事だった。

　帰り道に商店街に寄り、その日の夕食の材料を買った。

　野菜が安かったので、シチューにした。

　一人暮らしの部屋に帰り、制服の上からエプロンをつけ、鍋なべに水をはり、下した拵ごしらえした野菜──その中でも火の通り辛づらいものを鍋に放ほうり込む。

　単純な料理だ、極端な話、材料さえ揃そろえば後は切って煮るだけだ。

　適当なところでルーを入れ、後はかき混ぜながら煮込むだけ。

　夕焼け色に空が染まる頃ころ、シチューの美お味いしそうな香りが雪道の部屋に満ち、雪道は一人でシチューを食べるが、随分と鍋には余ってしまった。

「……むう、冷凍しとくか？」

　作りすぎた鍋いっぱいのシチューを前にぼやき、ふと、天あま音ねのことを思い出す。

　部屋を出て、隣の部屋をノックするが返事はない。

「まだ帰ってないのか」

　一度部屋に戻り、以前、大家に押し売りされた古本を読んで時間を潰つぶす。

　が、終盤に辿たどり着く頃にはとっぷりと日が暮れて、鴉が鳴いていた。

　当たり前だが、シチューも冷え切っている。

　いよいよ、小説もラストというところで、ドアが乱暴にノックされた。

　雪ゆき道みちは僅わずかに眉まゆをひそめ、小説を置き、のそのそと立ち上がり、ドアを開けた。

「このバァカァァァァァァァア！」

　突き飛ばすような前蹴げりが腹にめり込む。

「っがああああああ！」

　そのままくの字に折れて倒れてしまいたいのを堪こらえる。

「何しやがる！」

「うるさい、このバァカ！　放課後空けとけって言ったでしょうが！」

　猫のようにぐるぐる唸うなりながら、目を吊つり上げて肩を怒らせた天音が怒鳴る。

　二つに括くくった薄桃色の髪が猫の耳か、さもなくば鬼の角に見えた。

「空けて待ってるだろうが！」

「なんで教室で待ってないのよ！」

　同時に叫び、同時に首を傾かしげ、同時に理解する。

「おれ、物凄すごい蹴られ損じゃないか？」

「えっと、さすがに今回は、ちょっと、ごめんなさい」

『放課後空けて、待ってなさい』が天音の真意だったというわけか。

「……それに、よく考えたら、どっちみち『風かぜ鳴なき』取りに一度戻るつもりだったから、問題なかった気がする」

「うぉい！　そういう肝心な、いやむしろ基本的なことは最初に考えとけよ！」

　本格的に蹴られ損である。

「まあまあ、こんな美少女に足あし蹴げにされるなんてよかったじゃないの。わお、ラッキー」

「だからそんな趣味はない！　これっぽっちもない！　誤ご魔ま化かされないぞおれは！」

　ぜいぜいと、荒くなった息を整え、雪道は最後に溜ため息いきを吐つく。

「で、今から、例のドッペルゲンガーを倒しに行くわけだな？」

「そういうこと、場所は学校ね」

「嫌だ、おれは行かないぞ。大体なんで学校なんだ。呪のろわれてんのか、あの場所は!?」

「ある意味呪われてるのかな？　詳しい理屈は省略するけど、学校って超常現象が集まりやすいんだよねえ。若い人間が集まる場所って、色々と呼んじゃうのよ」

「よしっ、退学しよ……それは無理だな」

「因ちなみに、これ以上渋ると明日からの学園生活が凄すごく楽しいものになると思うな」

　どす黒いチェシャ猫を背後に浮かべた天あま音ねの脅迫に、

「……わかったよ、行けばいいんだろ行けば」

　諦あきらめたように肩をすくめ、不ふ承しよう不ぶ承しよう、天音と一緒に学校へ向かうことに同意した。

　自室から布袋に包んだ『風かぜ鳴なき』を持ち出す天音を見ながら、

　ひょっとしたら、ドッペルゲンガーよりこいつのほうが質たちが悪いんじゃ？

　そんな疑問を雪道は抱いだいた。




　学校へと夜道を歩く天音と雪ゆき道みちを、彼らは見下ろしていた。

　初夏にしては冷たい風に吹かれ、か細い月を背負い、彼らは物理法則を無視して夜空に佇たたずんでいる。

　異質な二人。

　一つは『天あま川かわ天音』、天音と同じ姿、同じ服装のドッペルゲンガー。

　恋人に甘えるように、彼女は傍かたわらに浮かぶもう一人の腕を抱き身を預け、虚うつろな瞳ひとみで地上を見下ろしていた。

　もう一つは、ドッペルゲンガーに抱きつかれている奇き怪かいな男。

　透明人間のように全身を包帯で巻き、イギリス紳士さながらにタキシードを着て、シルクハットを被かぶりステッキを手にしていた。

　真実の性別など、わかりもしない。

　彼は芝居がかった仕し草ぐさで、空いている腕を広げる。

「かくて！　第一の再計算は始まった！」

　観客がいないことを承知で演じる役者のように、高らかに、叫ぶ。

「悲ひ愴そうの夜よ、苦難の夜明けよ、地獄の昼よ！

　幾億とも繰り返し、

　この再計算に祝福を！」

　そして、

「喜びたまえ、ドッペルゲンガー。『虚きよ構こう式』断だん片ぺんにして魂の銀ぎん鏡きよう、器なき虚うつろよ──」

　ドッペルゲンガーは子猫のような眼まな差ざしで彼を見上げる。

「あなたの願望は第一の再計算によって満たされ、あなたの存在は芦あし原はら雪道によって満たされ、あなたは真実の意味で『虚構式』として完成するでしょう」

　言葉の意味をいまいち理解しきれないように、ドッペルゲンガーは首を傾かしげた。

「おじさまの言葉は難しくてよくわからないなあ。とりあえず、芦原雪道を食べてもいいんだよねえ？」

　行いに何一つ疑問を抱いだかぬ無む垢くさで彼女は告げ、彼は口元を歪ゆがめて三日月のように酷こく薄はくな笑みを浮かべる。

「ええ、そのとおりですよドッペルゲンガー。しかし、もう少しばかりお待ちなさい」

「どうしてぇ？」

「まだ、全すべての記号が揃そろっていない。それだけの話です」

　シルクハットのつばを掴つかみ、彼は僅わずかに顔を隠す。

　口元に浮かべた笑みは深まり、彼はくつくつと、喉のどを震わせ夜の空気を揺らす。

「嬉しそうだねえ、おじさま」

「ええ──とても、ね」

　さらに、シルクハットのつばを下げて、その顔を隠す。

　包帯に包まれたその男の名前は無数にあったが、

　あえてその一つを記すならば、

『エピメテウス』と名乗ることを、彼は好んだ。





第二章　『風鳴き』は鋏はさみ姫ひめに敗北する




　二人は夜の長なが月つき学がく園えんをさんざんにうろつきまわり、

「……で、空振りなわけだ」

　見事、無駄足を踏んだ。

「なんで出てこないのよ！　あんた、ちゃんと餌えさの役目しなさいよ！」

「おれが知るか！　おれの責任か!?　おれが悪いのか!?」

　いい加減引き揚げようと、グラウンドを横断して正門へと向かいながら、やっぱり二人は仲悪く罵ののしり合っていた。

「じゃあ、わたしが悪いっていうの!?　神経張り詰めて警戒してるわたしの隣をやる気なさそうにだらだら歩いてただけのくせに！」

「ふざけんな、こら！　じゃあどうしろってんだ！　泣き叫びでもすりゃ出てきてくれんのか！　じゃあやってやるから『ちゃんとした餌』の姿を教えてくれませんかねえ！」

「う、ええと、その、気持ちが足りないのよ！」

「あるわけねえだろ！　餌の役目を嬉き々きとしてやる奴やつがこの世のどこにいる！　そもそもおれはおまえに関かかわりたくもねえよ！　どこの疫やく病びよう神がみだおまえは！」

「う……うううううう、このバァカ！」

　悔しげに歯は噛がみして、校舎を歩き始めて以来、握りっぱなしだった『風かぜ鳴なき』をぶんぶん振り回す。ついでにストラップもぴょんぴょん跳ねる。

　結局、効果的な反論は思い浮かばなかったようだ。

　よほど悔しいのか、金色の目にはうっすらと涙が浮かび半泣きになる。

　ちょっと可哀かわい想そうだったかな、と思いつつも雪ゆき道みちは、

「ふふん」

　勝ち誇って胸を張った。

「くうううう、悔しいいいいいいい！　ここぞとばかりに勝ち誇って！」

　何か言い返したくて、言い返せないで天あま音ねは地じ団だん駄だを踏む。

　そのたびにやっぱりぴょんこぴょんこと薄桃色の髪が揺れて、二つあることを除いたら猫の尻尾しつぽのようだ。

「……まあ、あのドッペルゲンガー？　にも、外に出たくない日とかあるんだろ」

　今更ながら、雪道は微妙なフォローを入れて首を傾かしげた。

「そんなわけないでしょうが！」

　まだ涙目のまま睨にらみつつ、ふと、足を止めた。

「どしたよ？」

　つられて、雪ゆき道みちも足を止める。

「なにか、いる」

「ドッペルゲンガー、か？」

　俄にわかに、雪道は緊張し、天あま音ねのまとう空気は鋭さを増す。

　闘争の匂においが誰だれもいないグラウンドに満ちていく。

「違う、これは、人間の気配」

　天音は進行方向、閉められている校門の辺りを睨にらんでいた。

　雪道はその視線を追いかけるが、何も見えない。

　星と月の灯りしかない夜には、正門までの短い距離すら遠すぎた。

「……誰も、いないんじゃないか？」

　雪道の乾いた呟つぶやきを裏切るように、

　ざっ、ざっ、ざっ、とこちらへ向かう足音がした。

　ぼうっ、と、ひどく緩慢に闇やみの中から浮かび上がる姿。

　何な故ぜこれが見えなかったのかと思うほどに、鮮やかなエメラルドグリーン。

　大きく切り込みを入れた改造メイド服のスカートを揺らし、長く伸ばした髪はなびき、前髪の隙すき間まから時折瞳ひとみが覗のぞくが、そこには何の感情も映っていない。

　そこにいるはずなのに、そこいにいないような、実体を持つ影のような、あるいはもっとはっきりと、

「幽……霊？」

　不気味なほどの気配のなさに、雪道が掠かすれた声で呟く。

「違う。ただの人間で──わたしの敵」

　切り捨てるように告げて、天音は一歩前に出て、背中で道を庇かばう。

　エメラルドグリーンの彼女は、五メートルの距離を取って立ち止まり、口を開く。

「どうやら、まだ、『虚きよ構こう式』断だん片ぺんの、回収には、成功していない様子」

「久しぶり、とは言わないからね。御み堂どう瑞みず佳か──『鋏はさみ姫ひめ』」

　ちゃきりと、『風かぜ鳴なき』を構え、天音は不敵に笑う。

　挑発とも思える強気な態度だったが、天音の額には薄く汗が浮かんでいた。

「ならば、代わりに、私が、告げる。久しぶり、天あま川かわ天音──『風鳴き』」

　すっ、と瑞佳の左手がスカートを持ち上げる。

　改造メイド服と同色のストッキング、眩まぶしいほどに白い太ふと腿もも、さらにそのもう少し上まで晒さらされて、

「……勘弁してくれ」

　目のやり場に困り、雪道は視線を逸そらす。

　次の瞬間。

　瑞みず佳かは風になった。

　スカートの裏から黒塗りの無ぶ骨こつな鋏はさみを引き出し、グラウンドの砂を蹴け散ちらし駆ける。

　恐ろしいほどに足音がなく、長い髪は風を切る。

　五メートル遠くにいたはずなのに、もう天あま音ねの目の前にいる。

　雪ゆき道みちには目で追うのがやっとだった。

　天音は真まっ直すぐに首筋を狙ねらう鋏の先端を剣の腹で逸そらす。

　キィィンと、耳が痛くなるような金属音が鳴り、ぶつかりあった二つの武器が離れる。

　天音に息を吐く間まさえ与えず、一瞬の停止もなく瑞佳は動く。

　エメラルドのスカートを翻ひるがえし、コマのように体を回して鋏を振るう。

　狙いは同じく首筋、刺し突とつではなく切り払い。よく見れば、瑞佳の持つ無骨な鋏は両刃もろは、大型ナイフを二本くっつけたような異い形ぎようの代しろ物ものだ。あるいはこれにも、天音の『風かぜ鳴なき』のように名前があるのかもしれない。

　天音は上半身を反らし、紙一ひと重えで切り払いを回避、同時にためを作り、瑞佳を追い掛けて剣を振り下ろす。

「ッッ、アアッ！」

　勢いの乗った天音の斬ざん撃げきに対し、切り払いを終えて崩れた体勢のまま瑞佳は、

「遅い」

　素す手でで、剣を弾はじいた。

「なんだそりゃ！」

　傍そばで見ていた雪道が思わず叫ぶ。

　天音は忌いま々いましげに顔をしかめて、剣を引き戻す。

　剣を弾いた瑞佳はバックステップし距離を取り、雪道の方に顔を向けた。

「難しいことでは、ない。力のベクトルを、ずらす、だけ」

　要するに、剣を横から叩いて斬撃の向きを変えたという話なのだろうが、

　そんな技術、冗談の範はん疇ちゆうだ。

　改造メイド服という格好も、鋏という武器も、冗談めいているくせにここまで強い。

　天音の動きだって悪くはないけれど、瑞佳は次元が違う。素人しろうとの雪道でも理解できた。

「余裕ね、解説なんかしちゃって」

　吐き棄すてる天音の息が荒いのは、運動量ではなく極度の緊張のせいか、薄く浮かんでいた額の汗は濃度を増していた。

「違う、天あま川かわ天音が、弱い、だけ」

　淡々と告げる瑞佳は少しも息を乱さず、影のような静せい謐ひつを体現している。

「『式』を、使う、べき」

　瑞佳は、手の中で鋏はさみをくるりと回し先端を天音に突きつけた。

「かまいたちの一撃で、私を打倒する、以外に、勝ち目は、ない」

「……言って、くれるじゃない」

　強気の眼まな差ざしで瑞みず佳かを睨にらみつけるが、天あま音ねの余裕のなさは傍はた目めにもわかる。

「安心、して、私は、『式』を、使わない。この鋏はさみの名前を呼ばない」

　明らかな手加減を宣言し、それでもまだ、自分が上回るという瑞佳の余裕。

　雪ゆき道みちは乾いた唇を舐なめる。かすかに血の味がする。

　ドッペルゲンガーのような底なしの恐怖と、瑞佳に感じているものと、どちらがましなのか雪道にはわからない。

「さあ、どうぞ」

　瑞佳が手招く。

　手加減どころか、遊ばれているのかもしれない。

「雪道、次で決めるから。わたしが動いたらすぐ逃げて」

　こちらを見ようともせずに、天音が告げた。

「……できれば、そうしたいんだが」

　妙に喉のどが渇いて、一度唾つばを飲み込んだ。

「勝てるのか？」

「勝つのよ！」












　問答無用とばかりに叫んで、天あま音ねが動く。

　高く、剣を掲げて、

「歌え、『風かぜ鳴なき』」

　怒りと屈辱に震える声が告げる。

　眼前に展開する青の魔方陣。上への風が吹き、天音の体を揺らし薄桃色の髪を逆立てる。

「否定公式一一〇八二・切断現象──『かまいたち』！」

　振り下ろされた『風鳴き』はびょうびょうと咽むせび泣なき、かまいたちが放たれる。

　かまいたちを前に、瑞みず佳かは、

「愚おろか」

　無む造ぞう作さに駆け、回るように跳び、不ふ可か視しの刃やいばをただの体術で避よける。

　夜空を背にはためくエメラルドの改造メイド服、夜に溶ける黒い髪、跳躍の勢いを乗せて、剣を振り切り体勢の崩れた天音目掛けて鋏はさみを振り下ろす。

　今のうちに逃げるべきだと、雪ゆき道みちにはわかっていた。

　気がつくと、雪道の体は動いていた。

「あああああああ、ちくしょうが！」

　何に対してか罵ののしりながら、天音に体当たりする。

「うにゃ！」

　場面に不似合いな猫みたいな声を上げて天音が倒れ、雪道は鋏の前に立つことになり、

「ああ──こりゃダメだ」

　乾いた声で笑った。

　この一いつ閃せんは避けられない。

　死を悟った脳のう髄ずいが、全すべての光景をコマ送りに変える。何もかもが明めい瞭りように見える。

　改造メイド服の裾すそと長い黒髪をなびかせて落ちてくる瑞佳の姿。瞳ひとみには感情がなく死神のようで、だが死神と呼ぶには可か憐れん過ぎる。

　鎌かまの代わりの無ぶ骨こつな鋏を、幹竹からたけ割りに振り下ろそうとしている。

　一秒後に、自分の頭ず蓋がいが砕かれることが理解できる。

「雪道っ！」

　スロウに聞こえる天音の叫び。悲痛な声。顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんでいた。

　天音の驚いた顔が愉快で、脳裏には瑛えい子この顔が浮かんで、鋏が夜空を斬きる音がする。

　額に感じる、微かすかな圧力。だが、予想した斬ざん撃げきはいつまでも届かない。

　ギィィィィン、と、金属同士のぶつかる音がした。

　振り下ろされる鋏を遮さえぎる、振り上げられた剣。

　倒れたままの不自然な体勢から、無む理り矢や理り持ち上げた剣で天音が鋏はさみを防いでいた。

　着地した瑞佳が、本当に僅わずかに眉まゆを顰ひそめて口を開く。

「これは、予想外、だった」

　感情のない瞳ひとみは、前髪の隙すき間まから雪ゆき道みちの顔を覗のぞいている。

「あなた、名前、は？」

「……芦あし原はら雪道、だ」

　頷うなずき、瑞みず佳かは鋏はさみを引いて一歩下がった。

「覚えて、おく、その、名前、その、無謀さ」

　不吉な予感しかしない言葉だ。

「姉さまにも、名前を、伝える」

「ね、姉さま？」

　雪道の問いに瑞佳は答えない。唇の端が僅わずかに歪ゆがんだのは、笑みだったのか。

「では──」

　瑞佳はスカートを持ち上げて、エメラルドグリーンのストッキングと真っ白な脚を覗かせて、裏地に縫い付けたホルスターに鋏を収め、馬ば鹿か丁寧に頭を下げた。

「また、近くに、次は、姉さまも、一緒に」

　黒髪をなびかせて、踵きびすを返し、雪道たちを省かえりみることなく去っていく。

　言葉もなく見送って、瑞佳の姿が完全に消えて、ようやく雪道は言葉を取り戻す。

「助かっ……た？」

「助かってない、見逃されただけ」

　剣を放ほうり投げて、天あま音ねが言った。

　顔を伏せているせいで表情は見えないが、細い肩は微かすかに震えていた。

「これで、三度目よ。あいつに見逃されたのは」

　泣いて、いるのだろうか？

「ドッペルゲンガーを追いかけてるのは向こうも同じなのに、わざわざ何度も見逃して──完全に、遊んでるのよ」

　血を流す拳こぶしを、さらに強く握り締めてゆらりと天音は立ち上がった。

　天音は──こんなに小さかったのだろうか。

　捨てられた猫のように天音が小さく弱く見えてしまう。

「確かに、完全に向こうが上うわ手てって感じだったけどな」

　天音の手を持ち上げて、血を流す拳を両手で包む。

「天あま川かわはおれを助けてくれた」

「……誰だれが、誰が、あんたに慰なぐさめてくれなんて頼んだのよ！」

　怒りに満ちた叫び。初めて天音が顔を上げる。

　金色の目からはぼろぼろと大粒の涙が零こぼれている。子猫のように、泣いている。

「嫌な奴やつ！」天音が吐き棄すてて、乱暴に残りの涙を拭ぬぐった。

　雪ゆき道みちの手を振り払い、『風かぜ鳴なき』を拾い上げ、肩を怒いからせ校門の方へと歩き出す。薄桃色の髪が跳ねる後ろ姿は、わかりやすい怒りに満ちていた。

　肩をすくめて、雪道は天あま音ねを追い掛ける。

「泣いてるよりは怒ってるほうがずっといいだろ。元気も出る」

　怒れたのに、嬉しそうな声をしていた。

「……えっ？　それって」

　天音のために、わざと──

「元気、出たか？」

　涼しい顔で、雪道が言って、なぜか天音はその顔をまともに見れなくて、

「話しかけるな！」

「まあ、そう言うなって。そうだ、部屋に来いよ。シチューを作りすぎて困ってたんだ。おかわり自由だぞ」

「いらない！」

　と、叫んだ途端に、ぐー、と天音の腹が鳴った。

　顔を真っ赤にして、天音は俯うつむく。

「……体の方は随分と正直みたいだな」雪道が可お笑かしそうに笑った。

「こ、ここここここここのバァカ！　バァカ！　バァカ！」

　半泣きの天音が、雪道を睨にらんで怒鳴るけれど、雪道はますます可笑しそうに笑う。

「なんで笑ってんのよ！」

「いや、あれだな、おまえ、わかりやすくて可愛かわいいところもあるのな」

「──なっ！」

　天音は口をぱくぱくさせるが、ひどく混乱していて言葉がうまく出てこない。

「か、かわ、かわ、かわわ、わわ、わわわ」

　可愛いなんて言われなれている。実際、芸のない褒め言葉だ。

　なのに何故か胸の鼓動は外に聞こえそうなほどに高鳴っている。

「かわ？　かわがどうしたんだ、おい、天あま川かわ？」

　急に真っ赤になった天音の顔を、雪道が怪け訝げんそうに覗のぞき込んでいた。

　ドキン、と、大きく胸がなった。頭に血が昇ってますます混乱する。

　恥ずかしいのか怒ってるのか喜んでるのか、

「あああああああああ、ありがとうでも死ねこのバァカ！」

　本人にすらわからなくて、とりあえず雪道の顔面を蹴っ飛ばした。

「……やっぱ、こいつ可愛くねえ」

　額に靴の跡をつけて、グラウンドの上に倒れた雪道がぼやいた。

　見上げる空は、何も変わらず暗いままだった。

　雪ゆき道みちの部屋でちゃぶ台の前に座り、天あま音ねは手持ち無ぶ沙さ汰たに部屋を見渡していた。

　結局、雪道に手を引かれるまま部屋に押し込まれて、シチューが出るのを待っている。

　雑誌や漫画、テレビすらないシンプルな部屋。

　キッチンの方からは食欲をそそるシチューの匂においが流れ込んで来る。

　くんくんと、天音の鼻が動き、くー、と小さくお腹なかが鳴った。

「……そういえば、お昼から何も食べてなかった」

　しばらく我慢していると雪道が両手にシチュー皿を持って現れ、スプーンと一緒にちゃぶ台の上に置いた。

「できたぞ。本当はもう少し煮込みたかったんだけど、そこは我慢してくれ」

　言って、自分はさっさとシチューに口をつける。

　まあ、こんなものだろう。普通の味だ。

　味を確かめ、対面の天音を見て、雪道は首を傾かしげる。

　スプーンを握り締めたまま、天音がシチューを睨にらんでいた。

「いただき、ます」

　意を決したように呟つぶやき、勢いよくスプーンを皿へと突き刺し、一すくい。

　また数秒停止して、覚悟を決め、スプーンを口の中に運ぶ。

「……」

　また数秒の停止があり、エンジンが始動したかのように猛然とスプーンを動かし始め、勢いは加速して、途中からはシチュー皿を手に持って食べ始めた。

　惚ほれ惚ぼれするような見事な食べっぷりで五分と経たたずにシチュー皿が空になる。

　カランと、空のシチュー皿がちゃぶ台に置かれた。天音はなんだか物足りないような顔をして、スプーンを口に咥くわえたまま、ちらちらと雪道を上目遣いに見ている。

「おかわりあるけど、いるか？」

　途端に、金色の瞳ひとみがぱあっと輝いた。ぶんぶんと勢いよく頷うなづいたせいで、二つにくくった薄桃色の髪が大きく揺れる。相変わらず尻尾しつぽみたいだ。

　やれやれと、肩をすくめて雪道はキッチンに引っ込み、シチューのおかわりを持って戻って来る。

　目の前に置かれたシチュー皿を見て、さっきにもまして天音の瞳が輝いていた。

「いっただきまーす」

　満面の笑みで、今度はもう少し落ち着いて、シチューを口に運ぶ。

「……本当こいつ、変なところでわかりやすいな」

　ぼそりと呟いたが、天音の耳には届かないようだった。

「ところで」

　しばらくシチューをがっつく天音を眺め、一息ついたタイミングを狙ねらって口を開く。

「あの、御み堂どう瑞みず佳かだったか？　あいつ、なんなんだ？　口ぶりからすると天あま川かわの敵っぽかったけど、一応人間だろ、超常現象じゃなくて」

「んー、前に、『超常現象』の説明はしたよね」

「確か、科学では説明できないこと、だっけか？」

「そうそう、で、科学で説明できないならば科学的に再現もできない、これもわかる？」

「まあ、ドッペルゲンガーみたいなのを科学的に再現するのは無理だろうな」

　されても困る。

「その不可能を覆したのが二万と四つの『否定公式』。たとえば『かまいたち』は、突然に皮膚が裂けるけれど血は出ておらず傷だけが残るという現象」

「ちょっと待った。かまいたちって、確か真空状態がどうのって科学的な説明がついてなかったか？」

「そうだね、かまいたちは真空状態云うん々ぬんってよく聞くよね。それじゃあ、どうして、血が出ないの？」

「それは……切断面積とかが関係ある、とか？」適当である。

「わたしの『かまいたち』なら、人間を真っ二つにしても、本当に血は出ないよ──さすがに実際に試したことはないけどね」

　そう言われては反論のしようがない。雪ゆき道みちが黙り込むと、天あま音ねは説明を続けた。

「再現できないはずの超常現象を再現してしまうが故に、否定の名前を冠された『式』」

「要するに、魔法みたいなもんか？」

「逆、『式』が魔法みたいなんじゃなくて、魔法が『式』の一部なの。『式』は通常の物理法則の一段階上にある法則だと思って」

「……よくわからん」

「ま、いいけどね」

　呆あきれたように天音は溜ため息いきを吐つく。

「そして『式』の研究を世界の裏側でひっそりと千年以上も昔から続けてきたのが、御堂瑞佳も属している研究機関『否定領域』、通称『領域』」

「話が急に大きくなったな。つうか、胡う散さん臭くさいぞそれ」

「黙って聞く。因ちなみに『風かぜ鳴なき』も領域が作った『式』行使専用の小型演算装置」

「よし、胡散臭さが三割増した……って待て、それどういうことだ。なんで敵の武器を普通に使ってるんだ？」

「だってわたしも領域の所属だし。今は裏切り者扱いだけどね。元々、あの御堂もそれを理由にわたしを追い掛けてきたんだから……途中で趣味に走ったみたいだけど」

　事も無げに言い放ちつつ、幸せそうにシチューを食べていた。

「なんでまた、裏切りなんぞしたんだ？」

「長くなるから簡単に言うと、お互いにドッペルゲンガーを捕まえたい。でも、捕まえた後の使い道が異なるわけ」

「なるほどなあ」

　派閥争いのようなものなのだと、とりあえず理解する。が、どうしても一つわからないことがある。

「……でもよ、なんでおれ、ドッペルゲンガーに目を付けられなきゃならないんだ？」

「知らない、一ひと目め惚ぼれでもされたんじゃないの」

「うわ、頼りねえ」

「仕方ないの、意思がある超常現象って段階で、もうほとんど例がないんだから。人間に憑つくタイプの超常現象よりレアなんだから」

　言いながらも、シチューを食べる手は止まらなかった。

「なんにせよ、ドッペルゲンガーが回収されるまでの辛しん抱ぼうだから、早く終わるように引き続いて協力よろしく」

　やっぱり幸せそうにシチューを食べる天あま音ねが、心底、邪悪に見える。

「……面倒くせえ」

「人生諦あきらめが肝心だよ」

　言いながら、天音がさり気なく、いつのまにか空になっていたシチュー皿を押し出す。跳ねたシチューが頬ほおについていることすら気付かないほどご機嫌だった。

　さすがにそれぐらい喜ばれると、悪い気もしない。

「はいはい、おかわりな」

「えへへー、雪ゆき道みちの作るごはんは美お味いしいねえ」

　照れたような天音を、不覚にもちょっと可愛かわいいと思った。

「こほん」落ち着け、見た目に騙だまされるな。性格が悪いことは嫌というほど理解しているはずだ。一度咳せき払ばらいをして、自分に言い聞かせる。

「しかし、普段どんなもん食べてるんだ、おまえは？」

「これだけど？」

　天音は首を傾かしげて、ポケットから取り出した色とりどりの錠剤をちゃぶ台に転がす。

「あとは、部屋に置いてあるけどブロック栄養食も食べてるかな」

「天あま川かわ、今までどんな環境で生きていたんだ」

「どんなって、普通に、領域の研究所で」

「……学校は？」

「行ってないよ、ずっと研究所暮らし」

「……なんか答えの予想がつくけど、料理できるか？」

「えーと、一応、その……なぜか食材が炭になっちゃうけど」

「……やっぱり、料理もダメなのか」

「あ、でもね、最近はコンビニのお弁当も食べてるよ。すっごく美お味いしいよね」

　急に泣きたくなった。

　嬉しそうにコンビニ弁当について語らないで欲しい。

「わかった、もういい。もういいから、ここにいる間は、おれが食事を用意するから」

「本当っ!?」

「そんなに喜ぶな、泣きたくなるから」

　苦笑を浮かべ、ティッシュペーパーで天あま音ねの頬ほおに跳ねたシチューを拭ふき取る。

　くすぐったそうに目を細める天音の姿が、どこか懐かしい。

　昔、家にいた真っ白な子猫のことを思い出した。




　そして、翌日。

　言葉どおりに、雪ゆき道みちは天音の朝食を用意した。

　鮭さけの切り身に、大根の味み噌そ汁しる、漬け物、玉子焼き、炊き立ての白米。

　美う味まそうではあるが、至って普通で、シンプルなメニューである。

　天音はやはり美お味いしそうに、とても嬉しそうに、

　がつがつと、食べていた。

　五合炊いたごはんが空になりそうな勢いで容よう赦しやのない健けん啖たんぶりを発揮している。

「おかわり！」

「はいはい」雪道は胸中で嘆たん息そくしながら、天音の差し出した茶ちや碗わんを受け取り、炊飯器から本日何杯目かのおかわりをついだ。

　朝の光の中で無邪気に笑う、薄桃色の髪と金色の瞳ひとみを持つ少女を眺めて思う。

　早まったかも──しれない。

　エンゲル係数的な意味で。




　それから数日、空振りは続いた。

　ある意味、雪道としてはその方が助かる。問題は、冗談のように跳ね上がったエンゲル係数であり、二人の間におかわりは三杯までという鉄の掟おきてが結ばれた。

　そして今日も、天音に朝食をご馳ち走そうして学校へ向かう。

「うん、いい天気！」

　朝から美味しいものをお腹なかいっぱい食べた天音はご機嫌で、

「……どこの真夏だよと思うぐらいに暑い朝はいい天気なのか？」

　雪道のほうは、疲れたような顔で太陽を睨にらんでいた。

「心に余裕がないのねえ、まったく」

「おれの心の余裕を奪ってるのは、おまえだろうが」

「贅ぜい沢たくね。毎朝毎夜、こんな美少女と食事をご一緒できてるのに」

「何千回でも言ってやるが、自分で美少女言うな」

　朝から元気な天あま音ねの後ろに、雪ゆき道みちはだらだらと続く。

　山の麓ふもとに着いた頃ころ、そろそろ、学園の生徒の姿を見かけるようになると天音はくるりと振り返り、雪道の鼻先にびしりと指を突きつける。

「それじゃ、ここからはいつもどおりね」

「はいはい、昼間の学園では他人のふりだったな。まったく、相変わらず猫ねこ被かぶりというか、キャラクターにこだわってるのな」

「余計なこと言うと、蹴けっ飛ばすゾ」調子に乗ってウインクまでしてきた。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって雪道は肩をすくめ、少し天音から距離を取る。

　偶然方向が一緒なだけのクラスメイトという、微妙な距離。

　二人の横を長なが月つき学がく園えんの生徒を満載したバスが過ぎていく。

　山道を登って授業を受けるという前提でなければ、確かに今日はいい天気だった。

　二人は校門でさり気なく別れ、未いまだにアイドル状態でファンに囲まれる天音を尻しり目めに、雪道はさっさと教室に向かう。

　別れ際に天音は小さく手を振って、雪道も手を挙げて応こたえた。

　それだけの小さな合図。




　丁ちよう度ど、校舎の窓から瑛えい子こが二人を見ていた。

　三階にある三年生の教室に書類を届けに行った帰りに、たまたま、窓から外を見た。

　すると、たまたま、見たくもない光景があった。

　雪道と天音の間に交わされた密ひそやかな合図。

　表情に乏しい瑛子の顔は、普段どおりに見えた。

　ぱきりと、瑛子の手の中でプラスチックにひびが入る音がした。

　遅れて、手の中にあったシャープペンシルが砕けた。

「……」

　シャープペンシルが壊れる音と同じぐらいに小さく呟つぶやいて、足早に教室に向かう。




　雪道は天音よりひと足先に教室に入り、自分の席に着いて鞄かばんを置く。

「よう瑛子」

　隣にいる瑛子に声をかけた。

　じーっ、と瑛子は雪道を見ていた。

　黒猫のような目で一いち途ずに見詰めて、突然、ツンと視線を逸そらす。

「……あっれえ？」

　なんで朝っぱらから機嫌が悪いんだろうか。

「もう嫌だ」

　ぐったりと雪道は呟つぶやく。女じよ難なんの相でも出ているのだろうか。

　天あま音ねの転校以来、正直ろくなことがない。しかも、原因はほとんど天音だ。

　だがそうも言ってられない。相手は瑛えい子こで、唯一の友人だ。

　のろのろと立ち上がり、何も言わずに瑛子の手を掴つかんで、歩き出す。

　じーっ、と見詰めたまま、瑛子は何も言わずについてくる。

　瑛子の視線にごりごりと魂を削られている気分で、まさに針の筵むしろだった。

　それでも、何とか耐えて、人ひと気けのないところまで移動する。

「なあ、瑛子」

　手を離して、くるりと向き直り、正面から瑛子を見据えた。

「おれ、何かしたか？」

　ツンと視線を逸そらしたまま、瑛子は何も言わない。

　怒っているように、あるいは拗すねているように見えた。

「せめて理由ぐらい教えてくれ」

　弱りきって、雪道は溜ため息いきを吐ついた。

「……天あま川かわさん」

　ぽつり、と瑛子は答えて、またじっ、と雪道を見詰める。

　猫のような瞳ひとみに、微かすかに浮かんでいるのはいくらかの寂せき寥りようだった。

　なぜか自分が一歩ずつ泥沼に入り込んでいくような気がする。

　また天音か。ほとんど疫やく病びよう神がみだ。

「いや、でも、おれと天川って接点絶ぜつ無む……じゃないけど、そんなに」

　少なくとも、昼間は関かかわらないようにしている──はずなのだが。

「誤ご魔ま化かしは無駄。芦あし原はらを見てるから、ちゃんと、わかってる」

　真正面から切り捨てられた。

「……まあ、そうだな。瑛子相手に誤魔化せると思うほうが馬ば鹿かか」

　肩をすくめて、言げん外がいに肯定して、少し考える。

「つまり、瑛子は天川が嫌いなのか」

「大嫌い」

　珍しく感情も顕あらわに、顔を歪ゆがめて瑛子が吐き捨て、

「──ッ！」

　自分自身の言葉に驚いたように、瑛子は両手で口元を押さえた。

　かあっ、と頬ほおを染める。

「嫌いなんだ」

　重ねて言われて、瑛えい子こは目を伏せて押し黙り、ポニーテイルが力なく垂れる。

　ほんの小さく、瑛子の首が上下した。

「珍しいな」

　なだめるように、雪ゆき道みちが瑛子の肩に手を添える。

　近付いた顔、瑛子の黒い髪からは微かすかな甘い花の匂においがした。

「瑛子、今夜空いてるか？」

「今──晩？」

　頭が沸ふつ騰とうしたみたいに瑛子の顔が赤くなり、わたわたと慌てだす。

「空いてる、けど、その、えっと、にゃんで、うにゃ、にゃあじゃなくて」

「……落ち着け、喋しやべり方が猫になってるぞ。つうか、なんでそこまで動揺するんだよ。夕食に誘っただけだろ」

　ことんと、瑛子が首を傾けた。

　黒猫のような瞳ひとみには沢山の疑問符が浮かんでいる。

「夕食って、え？　あれ、それだけ？」

「それだけだ、時間は八時、場所はおれの部屋な」

「わかった、芦あし原はらと夕食をとるのは久しぶりだから、とても楽しみ」

　口調こそ落ち着いているが、まだ瑛子の顔は赤く、声は上うわ擦ずっていた。

「そういえばそうだな、昔はよく家出した瑛子にご馳ち走そうしてたが……まあ、何にせよ腕によりをかけてご馳走するさ」

　瑛子の様子に気付いているのかいないのか、雪道はにこやかに微笑ほほえんで言う。

「とても楽しみ」

　もう一度、瑛子が言い、二人は並んで教室に戻っていく。

　雪道ぐらいにしかわからないほど微妙だが、瑛子の足取りは軽く、表情も柔らかで、普段ツンとした黒猫が珍しく甘えているときみたいだった。




　朝いいことがあったので、一日中、瑛子の機嫌はよかった。

　放課後になり生徒会の仕事をしているときも気分よく、そのせいか二時間もしないうちに仕事は粗あら方かた片付いた。

　本日最後の仕事を片付けるために書類を持って部屋を出る。

　職員室まで書類を持って行って印いん鑑かんを貰もらえば終わり。

　今夜のことを考えると、階段を下りる足取りも弾む。

　誰だれも見ていないからと階段は一段飛ばしに下りて、曲がり角では華か麗れいなターン。渡り廊ろう下かに来る頃ころにはテンションも最高潮でスキップなんかしたりして。

　気付かなかった。

「ごきげんよう、長なが月つきさん」

　渡り廊下の反対側から、歩いてくる天あま音ねの姿。

　両脚が鉛なまりになって、その場に立ち尽くす。

「なにか、いいことでもあったんですか？」

　品の良い笑みを浮かべて、天音が声を掛けてくる。

　血の気けが一気に引いた顔に、瑛えい子こは無む理り矢や理り社交的な笑みを浮かべる。

「いいえ、別に」

　雪ゆき道みちに夕食に誘われて浮かれてました──とは、言えない。

「そうですか、とても、楽しそうにしていましたのに」

　くすりと、少しだけ天音が笑う。

　渡り廊下に吹く風が、彼女の笑顔を飾るようにふわりと薄桃色の髪をなびかせる。

　金色の瞳ひとみに、なぜだか、心臓を鷲わし掴づかみにされたようだった。

　浮かれている心が急に凍りつく。

　舌が張り付いてしまったように、言葉が出ない。

　瑛子の沈黙に、天音は僅わずかに首を傾かしげるけれど、

「では、失礼しますね」

　礼儀正しく、会え釈しやくをして瑛子とすれ違いに去っていく。

　スカートの裾すそを僅かに揺らして、楚そ々そとした小さな歩みで天音が去ってから、足音が聞こえなくなるまで彫像のように立ち尽くし、力尽きたように壁に寄りかかる。

「わたし、馬ば鹿かみたいだ、簡単に浮かれて──どうせ、芦あし原はらは」

　誤ご魔ま化かされた回答と、天音の美び貌ぼうが想像力をマイナス方面に膨ふくらませる。

　空想の中では天音と雪道が寄り添っている。

　恋人同士のように、一組の彫像のように静かに、寄り添っている。

　どうして自分の姿がそこにないのか──

「……にゃー」

　自じ嘲ちよう気味に、猫の鳴き真ま似ねをして、迷子の子猫の歌を口ずさむ。

　剣で切り裂かれたように胸が痛んで、ブレザーの胸元を掴んだ。

「迷子の迷子の子猫ちゃん……か、おかしいな、もう、迷子じゃない、はずなのに」

　暑い初夏の午後、なぜか、冷たい風が胸の中に吹き込むようだった。




　雪道は地元の商店街で今夜のための買い物を終えて、家に戻る。

　魚屋で鱈たらと昆布を買い、肉屋に寄って牛肉が安かったので牛肉を買い、八や百お屋やで各種の野菜を買い揃そろえた結果、食材がぱんぱんに詰まった袋が両手にぶらさがっていた。

　荷物の重さに溜ため息いきを吐つきながら、冷蔵庫に食材を詰めていく。

「……あ、飲み物買ってないや」

　食材を詰め終わると、部屋を出て、すぐ隣の天あま音ねの部屋をノックする。

「はーい、雪ゆき道みち？」

「他ほかにいるのか天あま川かわを訪ねてくる奴やつが」

「そういや、いないね」

　がちゃりとドアが開き、帰ってきたばかりなのか、まだ制服姿の天音が顔を出す。

「どしたの？　もうごはん？」

　微妙に爪つま先さき立だちになり、雪道に視線を合わせて天音が言った。

　まるで、部屋の中を覗のぞき込まれるのを嫌がっているようだった。

　まあ、そんな風に隠されれば部屋の中がどうなってるかぐらい簡単に想像できる。

「……ちょっと失礼」

　天音の頭を掴つかんで強引に脇わきに寄せる。

　案の定じよう、天音の部屋は腐ふ海かいに戻りつつあった。

「こ、このダメッ娘こめ！」

「えーと、これは、その、掃除大好きな雪道のためにわざと汚したの！」

「その言い訳はねえよ！」

「……そんな」

　祈りを捧ささげるように両手を胸の前で組んで、潤んだ瞳ひとみで天音が雪道を見上げる。

「信じて、くれないの？」

　きらきらと輝く金色の瞳は真しん摯しだが、天音の背後にはどす黒く笑うチェシャ猫が見えてしょうがない。

「だから騙だまされんぞおれは……まあ、掃除は今度にするとして、ちょっとおつかいを頼まれてくれ。麦茶と適当なジュースを頼む」

　半はん眼がんでぼやきつつ、天音の手に千円札を握らせた。

「むー、なんでこんな素敵な美少女に騙されたいって思わないのかな。合理的じゃないよ、全然合理的じゃないよ。おつかいは構わないけどさ」

　ぶつぶつ言いながらも、案外と素直に天音はおつかいに向かう。

　ぴこぴこと左右に揺れる薄桃色の髪を見送りながら、雪道は思い出したように問うた。

「ところで天音、瑛えい子こ──長なが月つき瑛子をどう思う」

「長月さん？」くるりと振り返って、金色の瞳で雪道を見上げる。

「変な人だと思う。廊ろう下かでスキップしてたし」

「……スキップぅ？」

　辛いと思って食べたものが激甘でした、みたいな、珍妙な顔をしてしまう。

「変な顔」

　くすくす笑いながら、天あま音ねは階段を下りていった。

　二階の廊下でしばらく変な顔をしていた雪ゆき道みちは、

「瑛えい子こ、何やってんだよ、スキップってまた、似合わねえ」

　呆あきれたように呟つぶやいて、やがて堪こらえきれなくなったようにくつくつと笑い、自分の部屋へ戻って夕食の準備を始めた。




　おつかいに出た天音は、飲み物の入ったコンビニ袋をぶんぶん振りながら、ついでに薄桃色の尻尾二つもぶんぶん振りながら、ご機嫌そのもので茜あかね堂どうに戻ろうとしていた。

「ばんごはーん、ばばばばんごはーん、今日も明日もばんごはーん」

　頭の悪そうな歌まで歌っていると、

「楽しそうだねえ」

　いきなり、真後ろから囁ささやかれた。

　ぞわりと粟あわ立だつ背せ筋すじ、反射的にコンビニ袋から手を離して左さ方ほうに跳び、塀を背にする。

　その声に聞き覚えがあった。

「御み堂どう叶かな流る──『天才的天災ナチユラルカラミテイ』」

　呻うめくように呟いて、声の主を見る。

　脚に蛇へびの模様をペイントした、白衣姿の小さな女。

　分厚い眼鏡めがねの奥でにやにやと笑う姿は、理由のない悪意に満ちていた。

「直接顔を合わせるのは実に六十四日と二時間七秒ぶりじゃあないか、『風かぜ鳴なき』の天あま川かわ天音くん。御堂叶流は天川天音に無限の友愛を捧ささげようじゃないか」

　ぱあんと、叶流は掌てのひらを叩たたき、指揮者を思わせるように両腕を広げる。

「瑞みず佳かから聞いたとも。本当に少しばかりは進歩したらしいねえ。果たしてキミは、そろそろ御堂叶流の敵になれるのだろうか」

　彼女の影のように、エメラルドグリーンの改造メイド服をまとった瑞佳が控えている。

　長い前髪の下にある瞳ひとみにはこれっぽっちの感情もなく、何も変わらず、幽ゆう霊れいのようだ。

「私とは、数日、ぶり、天川天音」

　天音の視線を受け、気持ちのこもらない挨あい拶さつを告げるとまた黙った。

「……何の用。姉妹揃そろって陽も落ちないうちから、戦うつもり？」

「そんなに身構えることもないだろう」

　からかうように言いながら叶流が前に出た。

　反射的に後ろに下がるが、背後には塀しかない。

　天音に覆おおいかぶさるように、叶流は塀に両手をついて顔を近づける。

「ドッペルゲンガーを追い掛ける仲間じゃないか」

　明らかに皮肉の響きがあった。

「冗談。あんたなんかと一緒にしないでよ」

　苦々しげに天あま音ねは顔をしかめて吐き捨てる。

「ふん、キミはなにも変わらないねえ」

　叶かな流るは毒蛇へびのように口元を歪ゆがめる。

「姉さま」

　静かに、瑞みず佳かが口を挟はさんだ。

「ああ、わかっているよ。本題に入ろう」

　叶流は塀についていた両手を離す。

「誤解しないで欲しいんだが、ここで取って喰くおうというわけじゃあないんだ。御み堂どう叶流といえど『領域』の一員、無む闇やみに目立つようなことはしない」

　敵意がないことを示すように、ひらひらと両手を振り、

「戦いは夜にするものだ」

　ぱあんと、打ち鳴らして大おお袈げ裟さな仕し草ぐさで両腕を広げた。

「灰天使の演算ではドッペルゲンガーの存そん在ざい律りつは臨界。今夜辺りに固定化されて完全現出するだろう。御堂叶流たちだけであっさりと終わらせてしまっては面白くもない──天あま川かわ天音に、チャンスをあげようというのだよ、ククッ」

「何度も、何度も……おまえらは」

　金色の瞳ひとみに敵意を宿し、天音は睨にらみ付ける。

　握り締めた拳こぶしがぶるぶると震えていた。

　わかりやすい挑発。保とうとするほどに、冷静さが崩れていく。

「その喧けん嘩か、買った」

　ぱあん、嬉しそうに叶流は掌てのひらを鳴らす。

「素晴らしい。こちらはこの御堂叶流、妹の御堂瑞佳、以上二名で向かわせてもらうよ」

「上等。二人まとめてわたしが相手をしてあげる！」

「ふぅん」

　ちらと、叶流は瑞佳に視線をやる。瑞佳は小さく頷うなずく。

「一つ聞きたいのだがね、彼、芦あし原はら雪ゆき道みちクン。芦の原に雪の道とはね、風雅な名前だ。彼は『領域』の構成員でもないようだが──現地の協力者か何かかい？」

「あいつは──」

　ドッペルゲンガーの餌えさで、ごはんを作ってくれる人で。

「何の関係もない！　ただ、たまたま、あそこにいただけよ！」

　強すぎる否定は、肯定と変わらない。

　それがわかっているのに、叫んでしまった。

「クハハッ、なるほどねえ、なるほど」

　よろしい、と、また叶かな流るは掌てのひらを叩たたく。

「それならそれで結構。多少の興味はあったが、そこまで重要でもなさそうだしねえ」

　あっさりと言い捨てると、話は終わったと言わんばかりに叶流は背を向けて歩き出し、

　影のように瑞みず佳かが後に続く。

　二人の姿が見えなくなって、天あま音ねは塀に背中を預けて安あん堵どの胸をなでおろした。

　話をしている最中はまったく自覚していなかったが、膝ひざが震えていてた。

　今夜、あの二人と戦う。

「……どうする、かなあ」

　勝ち目がないことぐらいは、わかっている。瑞佳一人にすら、天音では勝てなかった。




　八時、五分前。

　瑛えい子こは雪ゆき道みちの部屋の前で手鏡を覗のぞき込んでいた。

　ポニーテイルを結ぶ髪留めの位置を直す。ふわりと香るシャンプーの匂におい。混ざって本当に微かすかに石せつ鹸けんの匂いがした。

　最後にブレザーの胸元のリボンを直し、

「……完かん璧ぺき」

　一つ頷うなづいて、ドアをノックする。

　部屋の中から足音が聞こえて、すぐにドアが開き、

「おまたせ芦は──」

　瑛子は絶句した。ドアを開けた彼女も絶句した。

　天音だった。瑛子と天音はぱちくりと瞬まばたきをして、互いに見詰め合った。

「天あま川かわさん？」どうしてここに、と後に続いただろう。

「長なが月つきさん？」どうしてここに、と後に続いただろう。

　ひょいと、雪道が天音の背後から顔を出す。

「来たのか瑛子、さ、上がってくれ、もうじき出来上がる……どうした？　二人で見詰め合って？　恋でも芽生えたか？」

　ぎぎぎ、と首を動かし、二人の少女は揃そろって雪道を見る。首を傾かしげる雪道。

「あれ？　今日は天川と瑛子とおれの三人で夕食だって言ってなかったっけ？」

　二人は声を揃えて答えた。

「聞いてない」

「聞いてませんわ」

　呆ぼう然ぜんとしたのも一瞬、天音は見事に猫を被る。

「……まあ、いいか」

　よく考えたら、言い忘れていたような気もする。

「とりあえず、上がれよ」

　雪ゆき道みちは言って顔を引っ込めた。

「どうぞ、長なが月つきさん」

　清せい楚そな笑顔を浮かべて、天あま音ねが掌てのひらで室内を示す。

「……お邪魔します」

　色々腰を折られて、気合を入れて来たのに見事に空回りして。

　そもそもなんで天音が一緒にいるのか。

　瑛えい子こは両肩をがっくりと落として、雪道の部屋に上がった。




　雪道を挟はさんで、天音と瑛子は座っている。

　ちゃぶ台の上には、ぐつぐつと煮える鍋なべが鎮座して、熱気を放っていた。

「そろそろ煮えるかな？」

　と、雪道は鍋の蓋ふたを持ち上げて中を見る。

「……あの、雪道さん。どうして、鍋なのでしょうか？」猫を被った天音が問うた。

「大勢で食事といえば鍋だろ」

「季節を半年ほど間違えていると思うのですが。さすがに、その、暑いです」

「我慢だ」

　厳げん粛しゆくに、そして有無を言わせず、雪道が宣言する。

「いい加減、芦あし原はらは部屋にエアコンを備え付けるべき」

　抑よく揚ようのない声で瑛子が言った。

　天音も瑛子も、既にうっすらと汗をかいていた。

　二つにくくった薄桃色の髪も、黒髪のポニーテイルも湿気のせいでくったりしていた。

　暑さでへたばる二匹の猫のようだ。

　瑛子の場合はさらに哀れなことに、入浴してきた意味が完全に消えている。

「善処したいが、金がない」

　悲しい話だった。

「こんな日に限って、風もないのですね」

　ふう、と、それすらも優雅に天音が溜ため息いきを吐ついた。

　開け放たれた窓の外は、嫌になるぐらいに静かだった。




　程なく、鍋なべが出来上がり、まずは雪道が箸はしをつける。

「うん、悪くない」

　呟つぶやき、未いまだに箸はしを手に取りすらしない二人を交互に見て首を傾かしげる。

「美う味まいぞ？　食べないのか？」

「……これでは、我慢競くらべ」

「まったくです」

　二人してぼやきながら、鍋なべに箸をつける。

「……美お味いしいけどやはり、季節を間違えている」

「それにも、同意します。食べ切れるでしょうか」

　ぴくん、と、瑛えい子この眉まゆが動いた。

「問題ない。わたしが食べる。天あま川かわさんは無理をする必要はない」

　本当に少しだけ、声には挑発の響きが混ざっていて、食べる速度が上がった。

「おい、瑛子？」

　不穏なものを感じ取った雪ゆき道みちに向けて、わざとらしく──普段は見せもしないような──満面の笑みを浮かべた。

「とても美味しい」

「……あ、ありがとう」

　なぜか気け圧おされてしまって、雪道はそれしか言えず、恐る恐る天あま音ねを見た。

　天音の被った品の良い笑顔の仮面の裏に、黒いものが漏もれ出ている。

「本当に、いつもどおり、雪道さんの料理は美味しいですね」

　楚そ々そとした仕し草ぐさで、しかし瑛子以上の速度で天音は鍋を食べ始めた。

　鍋を囲んでいてもかかなかった汗が一筋、雪道のこめかみから流れ落ちる。

　二人の背中に、威い嚇かくし合う猫の姿が見えた気がした。

「は、ははは」

　この展開はさすがに予想外で、先を争うように鍋を食べていく二人の姿を眺めて乾いた笑いを漏もらす。

　そして、二人は自発的に、もしくは、自爆的に我慢競べへと突入し、

「ふぅ……さすがに、暑いですね」

　艶っぽい溜ため息いきと共に、天音が先に音ねを上げた。

　呟つぶやきながら額の汗を拭ぬぐい、制服の胸元をパタパタと持ち上げて風を送り込む。

　制服の隙すき間まから覗のぞく白い肌は潤んだ金色の瞳ひとみと相まってひどく艶めかしい。

　正面の瑛子は同性なのに、思わずどきりとしてしまう。

　なのに、雪道はまったく関心がなさそうに、残り少ない鍋を食べていた。

「申し訳ありませんけど、少し外で涼んできます」

　天音は言って、席を立ち、湿り気を帯びてくったりした薄桃色の髪をかき上げて部屋を出る。

　二人きりになると、瑛子はじっと雪道の顔を見詰めた。

「……どうして天あま川かわさんが夕食にいるの？」

「隣の部屋に住んでるんだよ。家事が致命的だから、なんとなく面倒を見ている」

　がしゃんと大きな音を立てて瑛えい子こが立ち上がった。

　汗で張り付いた黒髪の隙すき間まから黒猫というよりは黒くろ豹ひようのような、ひどく獰どう猛もうな眼まな差ざしを雪ゆき道みちに叩たたきつける。

　刺とげ々とげしい空気と凄せい絶ぜつな色香を放つ体は怒りに震えていた。

「懐かしいな、その目……本気で怒ったときの瞳ひとみだ」

　暢のん気きに雪道は言う。

「黙れ」

　重く吐き出して、瑛子は顔を背そむけた。

「昔はいつもそんな目をしていた」

　ふっ、と笑い。雪道は取り皿を置いて瑛子を見上げる。

「瑛子が誰だれかを嫌うなんて、久しぶりだったからな。少し、引き合わせたくなったんだ」

「なに、それ？」

「この夕食の趣旨」

　雪道の声は、いっそ優しい。

「似てるよ、おまえら」

　瑛子の瞳から獰猛さが消えて、普段の静けさが戻ってくる。

　ぐつぐつと鍋なべの煮える不規則な音と、二人の吐息だけが妙に大きく聞こえる。

「天川さんのこと、好きなの？」

「嫌いじゃない」

「ライク？　ラブ？」

「ライクだよ。ラブなんてありえない。瑛子が知っての通りだ」

　瑛子の薄い唇の隙間から、溜ため息いきのように言葉は漏れる。

「芦あし原はらは……変わらないね」

「瑛子に会ってもう五年目それとも、まだ五年目。変化を判断するには早すぎる」

「長い付き合いになりそうな台詞せりふ」

「そうだな」

　会話の継ぎ目に、再びドアの開く音がした。

　涼んできた天あま音ねが部屋に戻り、立ち上がった瑛子と見上げる雪道の間に流れている奇妙な沈黙に小首を傾かしげた。

「なにか、ありましたの？」

「いや、なんでもない。瑛子もちょっと暑さにやられたらしい」

　さらりと嘘うそを吐ついて、同意を求めるように瑛子を見た。

　ゆっくりと頷うなづいて、瑛えい子こは作り笑いを浮かべる。

「交替。それでは天あま川かわさん。芦あし原はらの相手を頼む」

「……おれ、一応ホスト役なんだけど？」

「まともなホストは夏に鍋なべ料理なんてしない」

　感情の見えない声で告げ、額に張り付いた黒髪をかき上げ、天あま音ねがしていたように胸元を持ち上げてぱたぱたと風を送りながら部屋を出て行く。

　天音は首を傾かしげて見送り、ドアが閉まり、瑛子の足音が遠ざかるのを確認すると、どかりと、足を投げ出して座った。

「あー、づー、いー、よー」

「もうじき夏だからなあ」遠い目をして、そよ風すら吹き込まない窓を見やる。

　窓の外では陽ひが落ちて夜が満ち、消えそうな月と小さな星がか細く輝いていた。

「なんで長なが月つきさんを呼んだわけ？　おかげで、凄すごくごはんを食べ辛づらいんだけど」

　じと目で睨みながら天音が言った。

「んー、ちょっとした好奇心というか、悪戯いたずらというか」

「……意味わからない。なにそれ、わたしへの嫌がらせ？」

「まあ、似たもの同士に見えたし、あわよくば瑛子と天川が友だちにでもなってくれると、おれの精神衛生上ありがたいなと思ってな」

「あ、やっぱりわたし嫌われてたんだ」

「わかったか？」

「まあね。でも、なんで嫌われたんだろ。振る舞いには気をつけてたのに。実際、長月さん以外の女子には好かれてるのよ」

「それは自慢するようなことなのか？」

「自慢するようなことだって！　大勢に好かれるのって大変なんだからね！」

「ふぅん、まあ、おれは状況を作っただけし、あとは当人同士の問題ということで」

「……だんだん、雪ゆき道みちの思考回路が見えてきた。あれでしょ、あんた何も考えてないでしょ、何となく思いつきで行動してるでしょ」

　天音の目に剣けん呑のんだが、くたびれたような光が浮かぶ。

「失礼な、おれはちゃんと色々考えて……考えて、いや、あんまり考えてないかもしれない、結構成り行き任せの気がする。大正解だよ天川！」

「うわあ、認めたよこいつ。もうちょっと涼しかったら蹴けっとばしてやるのに」

　そう告げる声にも、どこか元気がない。

　暑いせいだろうと雪道は思っていたけれど、少し、眉まゆを寄せる。

「……どうした？　普段の天川なら暑さなんてものともせず蹴けっ飛ばしてくるのに」

「あんたねえ、わたしのことなんだと思ってんのよ」

「ダメッ娘こ疫やく病びよう神がみ」

「そこまで言う！　こんな美少女捕まえてそこまで言う！」

　子どものように、天あま音ねは足をばたつかせる。どこか無理をしてそんな風に振る舞っているようにも思えるが、それ以上に問題がある。

「パンツ見えるぞ」

　ばっ、と天音はスカートの裾すそを押さえ、室温とは違う理由で頬ほおを赤らめた。

「見るな、バァカ」

「見えてないし、見たいとも思わない、むしろ興味ない。凄すごく凄く興味がありません」

「……それはそれでむかつくなあ。二回も強調して」

　ぷくうと、天音が不満そうに頬を膨ふくらませる。

　微妙に不条理な反応だったが、雪ゆき道みちは気にした風も──いや、唇に小さな笑みがある。

「我わが侭ままな奴やつだな。拾いたての猫でももうちょっと遠慮するぞ」

　苦笑混じりの声は、奇妙に、優しいものだった。

「言っとくけど、わたしが猫被かぶってること長なが月つきさんに喋しやべったら蹴るから」

「部屋が汚くて家事が逆万能で、かなりダメっ娘だってのは喋ってもいいんだな」

「そっちも喋るな！」

　叫びの直後に、ドアが開いた。

　瑛えい子こが戻ってきて、天音は一瞬で猫を被った。

「おかえりなさい、長月さん」

「戻りました」

「おかえり瑛子」

　再び三人揃そろい、雪道はふと鍋なべを覗のぞき込む。

「もうちょっとだな……ラストは雑ぞう炊すいでも作ろうか？」

「いらない」

「いりませんわ」

　声を揃えて二人は答えた。




　鍋が終わり、雪道はキッチンで片づけをしている。

　天音と瑛子はデザートに出されたリンゴを食べながら今いま頃ごろ吹き始めた風を受けていた。

　汗のせいで制服、特に内側のカッターシャツと下着が肌にべたべたと張り付いて気持ち悪いだろうに、二人は見事な作り笑顔を向け合っている。

「終わってみれば、夏に鍋というのもなかなか面白かったですわね」

「同意する。しかし、やはりエアコンが欲しい」

「それはもう、本当に」

　白々しい会話に混ざって、しゃりしゃりとリンゴを齧かじる音が鳴っていた。

　似ている、と、雪ゆき道みちは言った。

　しかし二人は、互いに互いを見詰めて、胸中で首を傾かしげている。

　天あま音ねには瑛えい子こが知らない秘密があり、瑛子には天音の知らない想おもいがあり、

　似ているなどと、思えもしない。

「おーい、天音、瑛子」

　雪道が台所から顔を出し、彼女たちは思わず視線を向ける。

「まだ洗い物かかるし、風ふ呂ろでもどうだ。今なら丁ちよう度ど沸わいてるぐらいの時間だぞ」

　一方的に伝えると、雪道は返事も待たずにまた顔を引っ込めた。

　顔を見合わせる二人。作り物の笑顔に、抑制された困惑が混じる。

「確かに、汗は流したいですけど……」

「私も入浴したい。ここのお風呂は広くて気持ちがいい」

「でしたら、そうしましょうか。わたしはちょっと着替えを取ってきますわね」

　と、告げて天音が部屋を出て、十数秒──がらがら、ぐっしゃーん、と、派手な音がして、瑛子は飛び上がった。

「いったい、なにごと？」

「あー、またか」

　平然とした様子の雪道がキッチンから顔を出す。

「瑛子、ちょっと天音の部屋行って、発掘してきてくれ」

「……わかった」

　発掘？

　戸と惑まどいながらも瑛子は頷うなずき、部屋を出て、天音の部屋のドアを叩たたく。

　返事がないのでドアを開け、

「……これはひどい」

　あんぐりと口を開いた。

　僅わずか数日で再構成された腐ふ海かいが室内には広がっていた。

　すっ転んだ天音が猫さんパンツ丸出しでゴミに埋まっていた。

　なるほど発掘だと、瑛子の頭の中で冷静な部分が告げていた。

「ううう、またやったー」

　涙目になって鼻を押さえながら天音は立ち上がり、何気なく振り返り、ドアのところで呆ぼう然ぜんとしている瑛子と目が合った。

　叫ばなかったし、蹴けりもしなかった。ましてや部屋に引きずり込んで蹴り続けるようなこともしなかった──ひょっとしたら、そうしたかったのかもしれないが。

「見た？」

「見た」

　二人は彫像にでもなったみたいに硬直していた。

「いつ見ても、腕が鳴る部屋だな」

　遅れてやって来た雪ゆき道みちが瑛えい子この後ろからひょいと顔を出す。

　弾はじかれたように二人の時間が動き出し、

「芦あし原はら、い、いったいこれはなにがどうなっ──」

「雪道！　あんた何考えてるのよ！」

　戸惑う瑛子を押しのけて、がるがる唸うなりながら、天あま音ねが迫る。

「なんでよりにもよって、長なが月つきさん寄よ越こすわけ？　わたしが言ったこともう忘れたわけ？　猫被かぶってることは内緒にしといてって頼んだよね？　頼んだよね!?」

「失礼な、おれは何も言ってない。瑛子には単に天音の発掘を頼んだだけだ」

　真顔だった。

　天音がにっこりと、脳内で線が一、二本切れたぐらいににっこり笑う。

「言うより悪いっての、このバァカ！　バァカ！　バァカ！」

　盛大に足を上げて、思い切り、雪道を蹴けり上げる。

　最初の蹴りで廊下に倒れた雪道を、バァカに合わせて何度も蹴りに蹴る。

　我に返った瑛子が羽交い絞めにするが、天音はじたばたと暴れる。

「落ち着いて、それ以上は危険！　芦原が死ぬ、死んじゃう！」

「はーなーしーてー、お願い蹴らせて！　死んでもいいから蹴らして！　死んだらきっと雪道の頭の悪さも直るから！」

「ダメ！　芦原が死んだら私が困る！」

　ばたばたしている二人を余よ所そに、もうなれた風に雪道は体を起こす。

「あんまり暴れてると、また転ぶぞ」

　その言葉どおり、転がっていた空き缶の一つをどちらかが踏みつけて盛大に転んだ。

　がらがら、ぐっしゃーん、と、

　天音の下敷きになった瑛子。舞い上がる埃ほこり。けほけほと二人が咳せき込こむ音。

　一人被害を逃れた雪道は肩をすくめて言う。

「二人とも、まっすぐ風ふ呂ろ行け」

　誰だれのせいだ。




　茜あかね堂どうの風呂は一階にあり、入居者は自由に使える。

　大家の趣味なのか、浴よく槽そうはヒノキ製の高級品で十人程度は同時に入浴できた。

　風ふ呂ろというより、小規模な浴場か。

　天音と瑛子の二人は薄い湯気が漂う浴槽に微妙な距離を置いてつかっていた。

　気まずい空気が流れており、二人とも口元まで湯に沈んだまま目線を合わせようともしない。解ほどいた二人の髪が放射状に広がってふわふわと水面に浮かんでいる。

　何分かその状態が続き、瑛えい子こが唐突に沈黙を破る。

「猫ねこ被かぶりとは、知らなかった」

　淡々としているからこそ、底意地が悪く聞こえた。

　ちゃぷん、天あま音ねの体がもう少し深く浴よく槽そうに沈み、耳まで赤くなる。

「盛大な猫被りだった」

　ついに天音は頭まで浴槽に沈み込み、次の瞬間勢いよく立ち上がった。

「そうですよ、どうせ猫被りですよ！　別に誰だれにも迷惑かけてないからいいでしょ！　でも出来れば黙っておいてくださいお願いします！」

　開き直り、何を隠すでもなく小さな胸を張って瑛子を見下ろし──視線がお湯から顔を覗かせた胸で止まる。

　天音は表情に出さず胸中だけで驚きよう愕がくした。

「……なんて、大きさ」

　聞こえないよう、口の中で呟つぶやく。

「服の上からじゃわかんなかったけど、寄せてあげてもないのに谷間があるなんて……っていうか寄せてあげても谷間のないわたしの立場は？」

　色々と深刻なダメージを受けていたのだが、鉄の自制心で表情には出していない。

「落ち着いて、クールになるのよ天あま川かわ天音。あんなのはただの脂肪の塊──ああ、でも、羨うらやましいと思う乙女心が憎い」

　やはり口の中だけで呟きつつ、天音はあくまで堂々と立っている。

　逆に瑛子のほうが気恥ずかしいのか、先ほどから目を逸らしていた。

「分かった……とりあえず座って欲しい、女同士でも少し目のやり場に困る」

「誰にも言わない？」

「言わない、だから、座って」

　変に純情な部分があるもので瑛子の頬が微かに赤くなっている。

「ふふっ、ばれてしまったのは屈辱だけれど、結果的に被害は最小限に抑えるなんて、やっぱりわたしって最高ね！」自画自賛しつつ天音が再び浴槽に腰を下ろす。

「……私が約束を守るとは限らないのに」

　ぼそりと瑛子が呟いたが、天音は聞いていないようだった。

　開き直ってしまったら気が楽になったのだろう、気楽な表情をして浴槽の中で伸ばした足をちゃぷちゃぷと遊んでいる。

　そんな天音の子どもっぽい仕草は、瑛子にすらひどく愛らしく見えた。

「天川さんは──」

「天あま音ねでいいよ、その代わりにわたしも瑛えい子こって呼ばせてもらうから」

「ん……わかった、じゃあ天音」

「なに瑛子？」

　名前で呼び合い、二人は顔を見合わせてちょっと苦笑する。

「どうして、猫ねこ被かぶりを？」

　その一言で、天音の表情が消えた。完全に、消えた。

　凍りついた花のように美しく、悲しいほどに遠い無表情。

「訊いたら、まずいことだった？」

　言い訳のような言葉を、天音は小さく首を振り遮さえぎる。

　立ち上がらず、手と膝ひざの動きだけで天音は瑛子の傍そばによる。

「雪ゆき道みちには絶対に、言わないでくれる？」

　瑛子に顔を近づけて、天音は囁ささやくように告げる。

「お母さんの、真ま似ね」

　瑛子にとって、それは意外な言葉だった。

「実際に会ったことはないんだけど、凄すごく綺き麗れいで、誰だれからも愛される、そんな、完かん璧ぺきな人だったらしいから……」

　笑みと、悲しみと、さらに向こう側にあるどうしようもない孤独の匂におい。












　それを感じ取ったから、瑛えい子こは、何も言えなくなる。

　彼女は長なが月つき家の一人娘。

　両親の期待が重荷だったこともある。厳しさに弱音を吐いたこともある。周囲の全すべてが敵に見えたこともある。

　だが、孤独では、なかった。少なくとも一人、傍そばにいてくれる人がいた。

「ねえ瑛子──」

　天あま音ねは言う。

「わたしは可哀かわい想そうじゃあ、ないよ」

　心の中心を射抜くような言葉だった。

　声は優しいのに、ずきりと痛く、何よりも──眩まぶしい。

　儚はかなさを宿す金色の瞳ひとみに吸い込まれて、綺き麗れいだと、素直に思える。

「芦あし原はらが」目を閉じてお湯の熱を感じながら瑛子は言った。

「私と天音は似てると、言っていた」

「……それ、わたしにも言ってた」

　顔を見合わせて、二人は呆あきれたように、そして雪ゆき道みちがやるように肩をすくめる。

「似てないよねえ、わたしたち」天音が言った。

　薄桃色の髪と金色の瞳、スレンダーな肢し体たいの季節外れの桜の花。

　艶つややかな黒髪、女性らしく柔らかい体つき、澄ました黒い猫を思わせる。

　互いの姿を見合って、もう一度肩をすくめた。

「芦原と中学一年から付き合っている経験を考慮して言えば、多分、何も考えてない」

「だよねえ……わたしたち、微妙に、あいつに振り回されてる気がするんだけど」

「振り回されている。しかも芦原の場合は振り回してる自覚がない。下へ手たしたら自分が振り回されてると思ってる」

　揃そろって二人は溜ため息いきを吐ついた、しみじみとした実感に満ちた溜め息だった。

「私たちは確かに似てないと思うけれど、私は少し、天音のことを、知りたくなった」

　そう言って、瑛子は右手を伸ばす。

「あなたの友だちになりたい」

　戸惑ったようにその掌てのひらを眺め、天音は瑛子の言葉の意味を頭の中で考える。

　友だち。

　その単語は不思議な響きと、不思議な熱を、天音の心に灯ともす。

　雪道の手料理を食べたときと似ていて、少し違う、熱。

　知識としてだけは、知っていた単語。

　恐る恐る、天音は手を伸ばし、差し出されたその手に指を絡める。

「よろしく──天音」

「こっちこそ、よろしく……で、いいのかな──瑛えい子こ」

　瑛子はひどく優しく微笑ほほえんで、つられるように天あま音ねも微笑んで、

　合わさった手の暖かさを、感じた。




　入浴を終えて、二人は脱衣所でバスタオルを使って体を拭ふいていた。

　浴場の大きさに比例して脱衣所も結構広い。乾燥機付きの洗濯機が二台置いてあるがそれでもまだ余裕があった。

　乾燥機は使用中のようで、ごうんごうんと、重たい駆動音が鳴っている。

　瑛子は脱いだ服を入れた籠かごを覗のぞき、

　硬直した。

「……私の下着とか服とかが、ない」

「え？　嘘うそ？　何それ、泥棒？」

　驚いたような天音も、自分の籠を覗いて硬直する。

「……うそん。わたしのもないんだけど」

　二人が犯罪の予感に愕がく然ぜんとしていると、ノックもなしに脱衣所のドアが開いた。

　制服の上にエプロン姿の雪ゆき道みちだった。

「…………」

　がらがらと、ドアを閉めた。

「…………」

　がらがらと、ドアが開いた。

　ごしごしと目を擦こすり、改めて脱衣所の様子を見た。

　髪をくくっていない天音と瑛子がいた。

　当たり前だけどどっちも全裸です。

　がらがらと、ドアを閉める。

「…………よし、見なかったことにしよう」

「するな！」

　バスタオルを素早く巻きつけて、天音がどんがらと乱暴にドアを開けて雪道の首根っこを掴つかんで引きずり込む。

　一方で瑛子はバスタオルを巻きつけるや、自分を抱きしめてぺたりと座り込んだ。

「はい、これから裁判を行います。検察と弁護人と裁判長はわたしで被告人は雪道、罪状は覗きで、判決は死刑！」

「なんだその密室裁判！」

　無む理り矢や理り正座させられた雪道は反射的に怒鳴り返すが、引っかく寸前の猫のような笑顔に口を閉ざす。

　頬ほおが微かすかに赤いのは、まあ、恥ずかしかったのだろう。

「じゃあ一応訊いてあげるけど、雪ゆき道みちくんは何のつもりでやって来たのかな？」

「汗で濡ぬれた服をまた身につけるのは嫌だろうなー、と、雪道くん、気を利かせて洗濯していました。無駄に高性能な洗濯機が二台もあるので二人が風ふ呂ろに入ってる間に楽勝で洗濯できるぜ、とも思ってました。因ちなみに今は乾燥機にかけてるところです！」

「それは素敵な心がけ」

「だからこれは事故です」

「でもね、レディの衣服を勝手に洗濯するのは、かなりどうかな？」

「それは問題ないだろ？　ここ数日、おまえの服を洗濯してたのおれだし」

「うぐっ……それはまあ、そうだけど」

　天あま音ねの矛先が鈍る。きらんと、雪道の目が輝いた。

「そのとおぉぉぉぉぉりぃぃぃぃ！」ずびしと、天音を指差す。

「悪いのはむしろ天あま川かわであり、洗濯の一つもまともにできない天川のダメッ娘こぶりだ！　どうして洗濯機のボタンを押すことすらまともにできない！　洗剤の量を間違えて洗濯機を泡塗まみれにするようなお約束をやるとは思わなかったぞ。この生活破は綻たん型ダメッ娘め！」

「くうううう、反論できない自分が悔しい！」

「悔しがれ悔しがれ！　苦く悶もんし煩はん悶もんし悔かい悟ごしろ！　『わたしは家事の一つもできないダメッ娘です』という張り紙を背中に張ってやるから街を一周して来い！」

「そ、そこまで言うか！　この外げ道どう！　うら若い乙女おとめの裸を見ておいてその言い草──」

　はたと、天音は我に返る。

「違う！　わたしは裸を見られたから怒ってたんだ！」

「しまった気付かれた！」

「覚悟はいいかなー雪道？　蹴けるよ、すっごい蹴るよ？　全力で蹴るよ？」

　万事休す、雪道は助けを求めるように瑛えい子こを見る。

　涙目になり、じっ、と恨みがましく雪道を睨にらんでいた。解ほどいた長い黒髪と相まってちょっと色っぽいのはいいんだが、

「……嫌い」

　ぐさりと、心臓を抉えぐるような台詞せりふを言われた。

「すまん、瑛子！」

　直立からハイスピードかつエクセレントに土下座へと移行。

「悪気はなかった──いや、言い訳はしない。こうなったらもう、男らしく全力で責任を取る方向に進もうと思う！」

「え、いや、そこまで、しなくても……頭、上げて、お願い」

　雪道の態度に、逆に瑛子の方がうろたえてしまう。

「そういうわけにはいかない！　煮るなり焼くなり蒸すなり、好きにするんだ！」

「うにゃ、にゃ……」

　困り果てて、おろおろする瑛えい子こ。天あま音ねはどこか納得いかないように口を挟はさむ。

「合理的に考えて、それぐらい大おお袈げ裟さに謝れば反論し辛づらいし、悪くない手だよね」

　雪ゆき道みちの肩がぴくりと動き、うろたえていた瑛子は冷えた視線で雪道を見下ろす。

「天あま川かわぁああああああああ！　きさま、人の誠意を全力で踏みにじるようなことを言いやがって！　おれに恨みでもあるのか、この性しよう悪わるダメッ娘こ疫やく病びょう神がみが！」

　立ち上がって天音に詰め寄るが、天音のほうも負けてはいない。

「あるよ！　なんで瑛子のときは即土下座でわたしの時はダメッ娘呼ばわりなのさ！」

「あったりまえだろうが。ことあるごとに調子に乗るウォーキング・オブ・大迷惑みたいなおまえとおれの瑛子を同列に扱ってたまるか！」

「へぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇえ、そういうこと言うんだぁあああああああ！」

　にやりと、チェシャ猫のように天音が笑った。

　凄すごく不吉な予感がした。

「ねえ瑛子知ってる？　実は雪道ってねー」

　ひょいと、チンピラ風に瑛子の肩を抱いて、耳元に口を近づけ──

「やめろ、こら、天川！　おまえ、瑛子に何を吹き込むつもりだ!?」

「んー、隣の部屋に暮らしてるわたしだけが知っている、雪道の秘密？」

「ねえよ！　ないだろそんなもん！」

　舐なめくさった天音の程度に、ぎりぎりと雪道は歯は噛がみする。

　本当に何もない。天音のブラフなのだが、下へ手たに実力行使とかに出ると何かあるようにしか思えないという絶望的ジレンマに陥っていた。

「あの、天音、顔が近い……」瑛子が言う。

「まあまあ、興味あるでしょ、雪道の恥ずかしい秘密」

「騙だまされるな瑛子！　天川は嘘うそを吐つく気だ！」

　雪道は懸命に訴えかける。瑛子は天音と雪道を交互に眺めて、

「……興味深い」

　天音側についた。

「ぐっ、くう」

　天音と瑛子の前に、雪道はがくりと、膝ひざを着く。

「うっかり覗いてしまって、すいませんでした」

　完全敗北。




　洗濯したての制服に着替えた天音は雪道と茜あかね堂どうの前で瑛子を見送っていた。

　薄桃色と濡れ羽色、二人の髪からは夏の花の匂においがし、純白の肌からは石せつ鹸けんの香りがする。

「けっこう遅いけど、本当に家まで送らなくていいのか？」

「大丈夫。家に連絡をいれて、少し先の十字路に迎えの車を呼んだ」

「ならいいか。ユキによろしく」

「たまには会いに来るべき」

　天あま音ねが雪ゆき道みちの袖そでを軽く引っ張り、小声で問う。

「ユキって誰だれ？」

「瑛えい子この飼ってる猫。鏡かがみ餅もちみたいで凄すごいぞ」

　一瞬、天音は蜜み柑かんを頭に乗せて鎮座する丸々太った白猫を想像した。

「鏡餅はともかく……わかった」

　納得して天音は頷うなずく。

「それじゃあ、芦あし原はら、天音。また明日学校で」

「うん、また明日ね瑛子」

「じゃあな」

　それぞれに短い別れの挨あい拶さつを交わして、瑛子が歩き出す。

　並んで立つ二人は、瑛子の後ろ姿が見えなくなるまで手を振っていた。

「随分、仲が良さそうだったな」

　手を下ろして、雪道が尋ねた。

「まあ……少しは、ね」

　嬉しそうに呟つぶやいた天音に、雪道は、幼い子どもにするように優しく薄桃色の髪を撫なでる。

「ありがとう、天あま川かわ」

「……子ども扱い、しないでよ」

　拗すねたように、照れたように天音はつんとそっぽを向いた。

「おまえを見てると昔飼ってた子猫を思い出すよ、手間のかかる猫だった」

「それ褒ほめてるの？」

「褒めてる褒めてる。まー、手間はかかるし迷惑だし性格は悪いし疫やく病びよう神がみだし家事はできやしないが、それなりに可愛かわいいところもあるんだなあ、と」

「凄く複雑な評価をありがとう」

　なぜかドキドキする胸を押さえて、そっぽを向いたまま、天音は小声で呟いた。

「ところで、今夜はどうする？　今から学校でドッペルゲンガー探しするのか？」

「そうだね、行く。けど……なんか、素直だね。また渋ると思ってたのに」

　意外そうに天音は首を傾かしげる。

「どうせ、何言ったって無む理り矢や理り連れて行くんだろうが」

　冗談めかした口調で言い、雪道は肩をすくめる。

「……そう、か、そうなんだ」

　静かな声。短い沈黙。真剣な表情で雪ゆき道みちを見上げた。

「来てくれるんだ」

「しつこいな、そう言ってるだろ」

「うん……実は黙ってたんだけど、今夜、あの、御み堂どう瑞みず佳か、覚えてる？　あいつも学校に来るんだよね。姉も一緒だから、単純計算で二倍面倒なことになると思うんだけど、それでも来てくれるなんて……ありがとう、雪道！」

「急にお腹なかがイタクナタヨ、ゴメンネ、ゴメンネ、僕ハ部屋デ寝テルよ！」

　いきなり踵きびすを返した雪道の肩をがっ、と天あま音ねが掴つかむ。

「はいはーい、情けない真ま似ねをしなーい、頑張れ男の子」

　チェシャ猫のように質たちの悪い笑みを浮かべている。

「ふっざけんな！　何が悲しくて率そつ先せんして地じ雷らい原げんに突撃するような真似をするんだ！」

「向こうに挑発されて、わたしが乗っちゃったからかな」

「アホだー！　アホすぎる！　アホまっしぐらか！　合理的はどこいったんだよ！　合理的に考えろ！　鋏はさみ女一人にぼっこぼこにされたじゃねえか！」

「それでも、ね──」

　ふっ、と、天音は儚はかない、桜のような微笑ほほえみを浮かべる。

　吹いた風が、薄桃色の髪をふわりとなびかせて、微かすかな花の匂においがした。

「一度でも退いたら、きっと、わたしの心は折れて、二度と戦えなくなる」

　こんなにも、天音は綺き麗れいだったのか──

　夜に浮かぶ彼女の顔は、別人のようにも見えた。

「……どうして、そこまで、必死になるんだよ」

「お父さんとの、約束だから」

　天音は手を伸ばして、一度、雪道の頬ほおを撫なでる。

「『風かぜ鳴なき』取ってくるね」

　雪道の隣をすり抜けて、

「ありがと」

　とんとんとん、と、茜あかね堂どうの階段を上っていく。

『逃げていいよ』と言われたようで、

「……なんだかなあ。おれ、どんどん抜き差しならない場所に落ちてってないか？」

　天音が階段を上る音を聞きながら、雪道は壁に背を預けて夜空を見上げる。

　僅わずかな星と、か細い月が浮かんだ夜空は、

　道を照らすというには暗すぎる。

　暗い夜が、続いている。




　街外れにある、堂々とした純和風の屋敷の前で瑛えい子こは迎えの車から降りる。

　大きな木製の門の横にある通用門を通り敷地内へ。

　微かすかな夜の明かりに照らされた玉たま砂じや利りの道の向こうでは静かに母おも屋やが佇たたずんでいた。

　建物は古く、夜空の下もとでは恐ろしく暗いが造りはしっかりしている。

　手入れがよいのもあるのだろう、建物の古さが寂れではなく味として滲にじみ出ていた。

　前庭を過ぎて母屋のドアを開けると、

「なーごぅ」

　と、靴箱の上で猫が鳴いた。

　鏡かがみ餅もちのように丸々と太った白猫で、ふてくされたような顔に独特の愛あい嬌きようがある。

　蜜み柑かんを頭の上に置いておけば、本当に鏡餅だ。

「ただいま、ユキ」

　両手でユキを抱き上げながら瑛子が言い、返事をするようにユキは長く鳴く。

「なぁーごぅー」

　顔つきはふてくされているが、機嫌はいいのだろう。尻尾しつぽがぴんと立っていた。

　ユキが瑛子の家に来て、五年目になる。

　拾ったばかりの頃ころは掌てのひらに乗りそうなぐらいの子猫だったのに、家中の人間に気に入られ餌えさを貰もらいすぎたため今では動く鏡餅だ。

　もっとも──一番溺でき愛あいしているのは瑛子だったりする。

　ユキを抱き上げるや、でれでれと頬ほおが緩んだ。

「にゃー、今日は天あま音ねっていう友達ができましたにゃー」

　おまけに言葉遣いまで変わっていた。

　ユキのほうも満更ではないのか、目を細めて機嫌よさそうに喉のどを鳴らして相あい槌づちを打つ。

　にゃーにゃー言いながら今日の出来事を話しながら、ユキを抱えて自分の部屋へと向かって長い廊ろう下かを歩き出す。

　もう夜も遅いので、使用人とすれ違うこともない。

「でも、芦あし原はらはいつもどおり何も考えてにゃかったですにゃー」

　瑛子の腕に抱かれて、ユキはごろごろと気持ちよさそうに喉を鳴らして、瑛子はその姿を愛しげに見詰めている。

　母親のように、ひどく優しい、瑛子の眼まな差ざし。

「おや、長なが月つきのお嬢さまじゃないか」

　不意に聞こえた声に、瑛子は表情を消す。

　顔を上げると、少し先に数日前から逗とう留りゆうしている客人の姿があった。

「こんばんは、御み堂どうさん」

　奇妙な客人だったので、名前も覚えている。

　白衣姿の御堂叶かな流る。改造メイド服姿の御堂瑞みず佳か。

「こんな時間にお出かけですか？」

　瑛えい子こは詳しい事情を知らない。ただ、父の客人らしいとしか知らない。

「あまりに夜が暗く静かなので、散歩にね」

　何が嬉うれしいのか、にやにやと笑いながら、叶流はぱあんと掌てのひらを叩いて広げる。

「そうですか、お気をつけて」

　長なが月つき家の娘として瑛子は如じよ才さいなく答え、軽く頭を下げて叶流たちの横を通り過ぎる。

　叶流が唇の端に、嘲あざけるような笑みを浮かべたことなど知りもせず。

　何も知らずに、瑛子は自分の部屋に向かう。

　何も知らなければ、平和な時間だった。




「さて──」

　長月家の門前で、叶流はぱあんと掌を叩たたく。

「暗くら闇やみに満ちたこの心地よい夜に、御堂叶流は行くとしよう」

　生なま温ぬるい夜の空気。僅わずかに吹く風はさして涼を感じさせるでもなく。

　空はあくまで暗い。

「瑞佳」

「はい、姉さま。ドッペルゲンガーの、存そん在ざい律りつ固こ定てい化か、と、『灰天使』より。追加情報として、この地域で不ふ確かく定てい存そん在ざい知ち性せい、自称『エピメテウス』を確認したとのことです」

「ふん、あの包帯男か」

「はい、姉さま。いかがいたしましょう」

「放ほうっておけ」

「よろしい、のですか、姉さま？」

「構わん。あれは湖面に映った月のようなものだ。何をしようと何もしまいと意味がない。自立した目的も意思も持たぬ、ただの現象だ──それにどうせ、出てくることはわかりきっていた」

「……では、姉さま」

　叶流は掌で瑞佳の言葉を遮さえぎる。

「問題はない。何も変わりはしない。御堂叶流に任せろ」

　白衣の裾すそを翻ひるがえし、

「沈黙と剣を持って後に従え。『虚きよ構こう式』断だん片ぺん＝ドッペルゲンガー、天あま川かわ天あま音ね、そして姿を見せるのならばあの包帯男、その全すべてを御堂叶流は悠々と蹂じゆう躙りんする」

　邪悪な蛇は歩き出す。

「御意に、姉さま」

　唇の端に嬉しげな笑みを浮かべて、エメラルドグリーンの彼女が影のように続いた。




「喜びなさい、ドッペルゲンガー。時は満ちました」

　長なが月つき学がく園えんの屋上、その柵さくの上にエピメテウスは立っていた。

　足元には、灰銀色の髪をしたドッペルゲンガーが猫のように寝そべっている。

　天あま音ねと同じ顔、同じ髪型、同じ服装。

　だが、間違えようもないほどに虚うつろな──深海に似た青の瞳ひとみ。

　寝そべるドッペルゲンガーはエピメテウスを見上げ、小さく首を傾かしげた。

「おじさま、嬉しそうだねえ。おじさまが嬉しそうだと、わたしも嬉うれしいの」

　エピメテウスを名乗る包帯とタキシードの奇き怪かいな男は、切り込みのような口を歪ゆがめて笑っていた。

　嬉しそうなドッペルゲンガーの無邪気な──でも、虚ろな笑顔。

　顔を隠すようにエピメテウスはシルクハットのつばを下げる。

「やれやれ、人を模すのがドッペルゲンガーの業、あの夜、学校にいた人間が天あま川かわ天音だけとはいえ、精神面まで天川天音に引き摺られるとは思いませんでした」

　声には苦笑の響きがあった。

「いけないの？」

「いいえ、決して。あなたがドッペルゲンガーであることを忘れなければ、そしてこの私の言葉を忘れていなければ、それで構いませんとも」

「覚えてるよ、おじさま」

　にこにこと笑いながら彼女は告げる。

「芦あし原はら雪ゆき道みちは最後に食べるんでしょう」

「その通りですドッペルゲンガー。彼を食べ終えたときに、あなたは断片から『虚構式』そのものに進化する」

「はぁい、おじさま。そうしたら、もっとおじさまと一緒にいられるんだよねえ」

「ええ──ずっと、永遠にね」

　その台詞せりふを最後に、忽こつ然ぜんとエピメテウスの姿は消えた。

　存在した痕こん跡せきをまったく残さず消失した。

　ドッペルゲンガーは虚ろな瞳でエピメテウスのいた夜の空間を眺めて、

「いってきまぁす」

　ふわりと、重力を感じさせない緩やかさで屋上に降りた。

　だが、か細い月の夜は深く、広がる闇やみは濃く、虚無を湛たたえて夜風が鳴く。

　果たして、ドッペルゲンガーは気付いたのだろうか。

『永遠』を語るエピメテウスの声には、

　嘲あざけりが混じっていたことを。





第三章　『天才的天災ナチュラルカラミティ』は蹂躙する




　そして雪ゆき道みちと天あま音ねは、夜の校舎を歩いていた。

　静かだが、熱を孕はらんだ空気の中、二人の足音と話し声が響く。

「毎日肝試しをしてる気分だよ。そのうち、理科室の人体模型が歩いたりしねえよな？」

「そういう『超常現象』が現れるかもしれないけど、まあ、大丈夫じゃない？」

　天音は普通に答えるが『風かぜ鳴なき』を握る手には普段以上に力が入っているのが傍はた目めにもわかる。薄桃色の髪すらもぴりぴりと張り詰めているように思えた。

「現れる可能性はあんのかよ」

「そりゃあね。学校、病院、墓場、この辺りは『超常現象』の宝庫だし」

「後の二つに比べて、学校だけ浮いてるな」

「でもないよ、人が多く集まる場所って括くくりでは同じだし」

「……なるほどな。むしろ異色なのは墓場か」

　墓場に集まるのは、死人ばかりだ。

「でもなんで、人が集まると『超常現象』の宝庫なんだ？」

「んー、最低限でいいから量子論とか脳についての知識ってある？」

「ねえよ、なんで高校生がそんなもん持ってんだ」

「じゃあ言ってもわかんないと思うけど……そうだね、たとえば一本の薔ば薇らを雪道なだれが見ている。でも、雪ゆき道みちの見ている薔薇と見られている薔薇は果たして同じものなのかな？」

「そりゃ、同じだろ」

「言えない。視覚が薔薇を認識して、脳のう髄ずいが『それは薔薇』だと判断するまでにほんの僅かなラグがある。今こうして見ている雪道も、『ほんの少し過去の』雪道なんだよ」

「……えーと、つまり、おれが見ている薔薇は『ほんの少し過去の』薔薇であって、そこに存在する薔薇と完全に同じだとは言い切れない、ってことだな？」

「そ、今は時間的誤差にのみ言げん及きゆうしたけれど。本当はもっと色々あるよ。たとえば虹にじ。日本では虹は七色だけれど、別の国では虹は三色と言われる。でも真実の虹は七でも三でもない無数の色の集合体。人間同士ですら認識にずれがあって、真実と認識にはもっとずれがある。そのずれが生み出す世界の辻つじ褄つま合わせが『超常現象』。人が多く集まる場所にはそれだけずれが多く集まり、特にそれが若い人や、逆にお年寄りなんかだとずれる幅が大きくなるからますます『超常現象』が集まりやすい、ってこと」

「わかったような、わからんような……むう」

「じゃあ、細かく説明したげる」

　チェシャ猫のような笑みが浮かんだ。

「待っ、待て──」その静止は遅かった。

「観測者が介在する観測された実体世界と、観測者すら存在しない仮想的架空世界、観測者個々の現実認識と物理法則によって裏付けられた物質的真実、そして『ラプラスの魔』とそれを否定する『アンチ・ラプラス』。これら全すべてに存在する認識の狭間はざまに落ちたアンチ・ラプラス的要素でありながら同時にラプラスでもある非存在粒子を任意操作する──」

「無理。ごめん、わからない」

　降参する雪道と、いくらか緊張が解けた様子で勝ち誇る天あま音ね、そして、

「わたしは、わかるよぅ？」

　唐突に、聞こえた声。唐突に感じる寒さむ気けの混じった気配。真後ろ。

　首だけ動かして後ろを見ると、底冷えする虚うつろな青の瞳ひとみが、

「こんばんはぁ、芦あし原はら雪道」

　薄く笑っている。

　悲鳴を堪こらえたのは、ただの意地だ。

　天音が雪道の手首を掴つかみ、

「まず、距離を取るよ！」

　走り出す。

「あれぇ？　逃げちゃうの？」

　取り残されるドッペルゲンガーは首を傾かしげ、子どもみたいに頬ほおを膨ふくらませる。

　その間にもひたすら二人は走り、雪ゆき道みちは視線だけドッペルゲンガーの方を向いていて、ドッペルゲンガーが虚こ空くうに手を振り、何もないところから、『風かぜ鳴なき』と同じ形をした剣を引き出すのを見た。

「──天あま川かわ！　あいつ、剣、持ってるぞ！」

「剣？　『風鳴き』？　いくらわたしの外見をコピーしてるからって、『式』まで同じの使ってくるわけないじゃない！」

「いや、本当に──ああ、もう！」

　ドッペルゲンガーが剣を振り上げ、彼女の正面に青の魔方陣が描かれる。

「いくよぅ、芦あし原はら雪道──否定公式一一〇八二・切断現象」

「やっぱ来るんじゃなかったぁぁぁああああ！」

　雪道はドアを蹴けっ飛ばして、天あま音ねごと教室に転がり込み、間一髪、

「『かまいたち』！」

　ドッペルゲンガーの剣が放つ、不ふ可か視しの刃やいばを避よけた。

「……嘘うそ、本当に『式』を使ってきた？」

「だから、言っただろうが！」

　天音と一緒に教きよう壇だんの陰に隠れて、雪道は乱れた息を整える。

「進化する『式』？　ううん、それともただの変化？　こんなことなら、もっと『虚きよ構こう式』のこと調べとく──ッ、まずいっ！」

　声に反応し、雪道は教壇の陰から飛び出して教室内を転がる。

　一瞬遅れて天音が続き、またも間一髪、教壇が『かまいたち』に両断される。

　ゆらり、灰銀色の髪を揺らしながら、蹴り破ったドアからドッペルゲンガーが現れる。

「アハッ、みぃつけた」

　どこか歪ゆがんだ声、虚うつろな金の瞳ひとみが二人を捉とらえた。

「雪道！」

「言われるまでもない！」

　顔を引きつらせ、雪道は泳ぐように廊ろう下か側の壁まで避難する。

　天音は転がる勢いを利用し立ち上がり、手近の椅い子すを剣で引っ掛けて投げつけた。

「無駄だぁよぅ？」

　即座に、ドッペルゲンガーは椅子を切り捨てる。

「で、しょうね！」

　吐き捨て、『風鳴き』を上段に構え、一気に間合いを詰めるべく駆け出した。

「邪魔するのぅ、天川天音ぇ！」

　同じ『風かぜ鳴なき』をドッペルゲンガーが突きつける。

「こいつを守るって、一応──」

　たんっ、床を蹴けって跳躍する。

「約束してるのよっ！」

　空中で剣を握りなおし、落下の勢いに任せて振り下ろす。

　二つの『風鳴き』がぶつかり合う。

　天音は不敵に笑い、ドッペルゲンガーは無邪気に微笑ほほえむ。

　激突の衝撃にドッペルゲンガーは下がり、天あま音ねも後方へ飛ばされつつ着地。

　互いの距離は二歩。

　天音は低い体勢から踏み込んで切り上げを、ドッペルゲンガーは逆に上段から振り下ろしを放つ──

　教室に飛び込む影が一つ。

　エメラルドのスカートが翼のように翻ひるがえり、黒い髪が激しくなびく。

　二人の意識が一瞬逸それる。

　影の名前は御み堂どう瑞みず佳か。

　その手に握るのは、両りよう刃とうのナイフを二本組み合わせたような無ぶ骨こつな鋏はさみ。

　ジャキィンと、鋏が一つ鳴り、瑞佳の手の中で鋏は二つのナイフに変わる。

　流れるような動作で二本の剣の間に踏み込んで、それぞれを受け止める。

　甲かん高だかく、歪ゆがんだ調和で金属音が夜の教室に響き渡った。

「邪魔するな！」

「わぁおぅ」

「決着には、まだ、早い」

　金の瞳ひとみと、青の虚うつろと、前髪に隠れ見えない瞳──三者三様の視線がぶつかり合う。

　一瞬の停滞。同時に三人は武器を引く。

　天音は剣を引き戻した勢いでバックステップし一度距離を取る。

　瑞佳はその場で宙返りし、大きく跳躍。机の上に着地し、やはり距離を取った。

　ドッペルゲンガーだけは下がらない、と、いうか、壁を背にしているため下がれない。

「……どうすんだよ、この状況」

　廊ろう下か側の壁にぴったりと張り付くようにしてもたれている雪ゆき道みちが呟つぶやいた。

　三みつ巴どもえの形だ。誰だれも迂う闊かつには動けない。

　じりじりと過ぎる時間。動かない三人。

　天音の表情にだけ焦りが滲にじむ。

　何を焦っているのか──

　そのとき、かつ、かつ、と、丸っきり場違いなゆっくりとした靴音がした。

　足音に触発されたように、天音が動く。

「歌え、『風かぜ鳴なき』！」

　悲鳴のような叫び。

「否定公式一一〇八二・切断現象──」

　残りの二人も、動き出す。

　瑞みず佳かが天あま音ねに、そして、ドッペルゲンガーは雪ゆき道みちに。

　無ぶ骨こつな鋏はさみを握り風を切り、エメラルドをなびかせて、青い魔方陣が空に描かれるよりもなお速く、フェンシングのように体を伸ばして突きを放つ。

「──クッ！」

　振り上げた剣を振り下ろして瑞佳を攻めるか、それとも、己を守るか、天音は刹せつ那なの決断を迫られる。

　同じ瞬間、進行方向に並ぶ机を吹き飛ばしながら、ドッペルゲンガーは両手を広げて雪道に抱きついた。

「つぅかまぇたぁ」

　首筋に腕を回して、恋人に甘えるようにドッペルゲンガーはもたれかかる。

「芦あし原はら雪道、もーらいっ」

　抱きついたまま、ドッペルゲンガーは、文字通りの意味で、宙に浮いた。

「ははっ、あはははははは、これはねーよ、夢か？　夢であってくれ」

　乾いた声で呟つぶやくしかない。

「アハハハハハハハハハッ、残念、現実だよぅ」

　けらけら笑いながら、ドッペルゲンガーは雪道ごと窓を突き破り廊ろう下かを飛ぶ。

「天あま川かわ、ちょっ、ちょっと、マジでこれは、助けて！」

　だが天音に、答える余裕はない。

　自分を守るという決断をし、攻撃を放棄して『風鳴き』で鋏を防いだ。

　首筋を狙ねらった刺し突とつをぎりぎりで、『風鳴き』を盾にして防いでいた。

　鍔つば迫ぜり合いのような状況に、天音は一瞬たりとも気が抜けず自然と心拍数が跳ね上がり、雪道の叫びに応じることもできない。

　対して、瑞佳は平静そのもので、前髪の隙すき間まから覗のぞく瞳ひとみは波のない海のように静せい謐ひつだ。

　だが、動きまで静謐ではない。

　瑞佳が僅わずかに鋏を引くと、緩んだ圧力に天音の注意が逸それる。

　改造メイド服の隙間から脚を跳ね上げて、瑞佳が天音を蹴ける。

　膝ひざを持ち上げての、突き飛ばすような蹴りに、天音は飛ばされる。

「うっ、くっ」

　泳ぐ上体。崩れるバランス。背後に並ぶ机に激突し、『風かぜ鳴なき』に括くくりつけたストラップが揺れる。

「このぉ！」

『風鳴き』を床に突き、辛かろうじて転倒は避けた。

　天あま音ねは瑞みず佳かの追撃を警戒して身構えるが、瑞佳は天音を無視して、改造メイド服の裾すそを翻ひるがえし教室後方のドアへ移動する。

　ドッペルゲンガーが飛び去った廊ろう下かに再び、かつ、かつ、と、靴音がして、ドアの陰から足音の主がゆっくりと姿を現す。

　まず見えたのは白衣、次が脚にペイントされた蛇へび、最後に、毒蛇のように笑う顔で、

「『天才的天災ナチユラルカラミテイ』……」

　御み堂どう叶かな流るの二つ名を、天音は呟つぶやいた。

「やあ、何時間ぶりだろうかねえ『風鳴き』」

　片手を軽く挙げて挨あい拶さつをしながら、叶流が教室へと足を踏み入れる。

「お待ちして、いました、姉さま」

　スカートの裾に手を添えて、瑞佳が丁寧に礼をする。

「状況を」

「ドッペルゲンガーが、芦あし原はら雪ゆき道みちを、連れて、逃亡しました」

　ぱあんと、愉快そうに叶流は手を叩たたく。

「ああ、さっき廊下を飛んでいったのはアレか、ふむ、なるほど」

　再び剣を構える天音を一いち瞥べつし、あっさりと背を向ける。

「芦原雪道、ね。ふん、御堂叶流の視線を感知し、瑞佳の鋏はさみに身を晒さらし、今度はドッペルゲンガーにさらわれる、か。気付けばどこまでも絡んできているな。実に興味深い──よろしい、御堂叶流はそちらを片付けてくるとしよう」

「はい、姉さま」

「行かせない！」

　机の間を疾しつ駆くする天音。振り下ろされる剣と背中を向けた叶流。

　その間に、音もなく割り込む漆黒。

　どこまでも、先回りして、瑞佳が鋏で『風鳴き』の一いつ閃せんを受け止める。

　二つの刃やいばがぶつかり合い甲かん高だかい金属音を響かせ、火花を散らす。

　長い前髪で隠れた瞳ひとみからは感情は読めず、影のように気配は薄く。

　それがまた、天音の苛いら立だちを誘う。

「御堂叶流を止めたければ、止められる程度の実力を用意しておきたまえ」

　嘲あざけりを隠しもせず告げて、叶流は教室を出た。

　天音はぎりぎりと歯は噛がみし、立ちふさがる瑞佳を睨にらみ付ける。

「邪魔するな！　この、シスコン変態女め！」

「誰だれにも、姉さまの、邪魔は、できない」

　瑞みず佳かが手首を捻ひねり剣を弾はじき飛ばそうとし、天あま音ねはそれを拒んで自ら剣を引く。

　一瞬の停止。開く距離。天音は覚悟を決める。

　雪ゆき道みちを助けるために、ドッペルゲンガーを追うために、瑞佳を越えるしかない。

「歌え、『風かぜ鳴なき』」

　天音が叫び、

「惑え、『悪意の導き手』」

　同時に、瑞佳が鋏はさみの名前を呼んだ。

　天音の前には青の魔方陣。

　瑞佳の前には黒の魔方陣が浮かぶ。

「否定公式一一〇八二・切断現象＝『かまいたち』！」

「否定公式一四二九七亜種・幻惑現象＝『セント・エルモ』」

　剣は青に、鋏は黒に触れる。

　二つの式が発動される。

　風の鳴く音と共に放たれる不ふ可か視しの刃やいば。

　鋏の先端にぼうと灯ともる、奇妙に目を惹ひく輝き。

　あるいは鬼火とも呼ばれる、惑いと導きの焔ほのおセント・エルモ。

　それを見てしまった天音は、目を離せなくなる。

　鋏の動きに誘導されるように、天音は剣先の向きを変え、かまいたちは、御み堂どう瑞佳の隣を過ぎ、机を切り裂くだけに終わる。

　だが、かまいたちを放つと同時に、

「いっ、ああああああ！」

　雄叫おたけびを上げて、天音は駆け出していた。

「悪くない」

　虚を衝つくような天音の動きに、瑞佳は呟つぶやく。

　大きく踏み込んだ天音は、間合いを低くなぎ払う。

　瑞佳は正確に間合いを見切り、ただ半歩下がるだけで無効化する。

「膂りよ力りよくはある。速度もある。技もあって度胸もある」

　呟つぶやく瑞佳。天音の打つ二の手。なぎ払いの最中に、剣から手を離す。

　半歩の距離を回転して飛ぶ『風鳴き』を、左右に避よけるには机が邪魔。

　瑞佳は『悪意の導き手』で剣を弾はじく。

「だけど──」瑞佳がなおも呟く。

　天音は防御でがら空きになった瑞佳の腹に向けて、移動の勢いと体重の全すべてを込めた右の拳こぶしを放つ。

　かまいたち、『風かぜ鳴なき』、二つの囮おとりを使った一撃。

　薄桃色の髪は二つの流星のように、伸ばした拳こぶしは風よりも速く。

　完かん璧ぺきなタイミングで、瑞みず佳かを打つ！

「……えっ？」

　はずだったのに。

　ふわりと、円を描くように瑞佳は跳んで、

「だけど──天あま川かわ天あま音ねには、才能がない」

　天音を飛び越えて、すれ違いざまに、その背を『悪意の導き手』は切り裂いた。

　切り裂かれたブレザーの背中から覗く白い肌。

　ぱっくりと裂けた傷きず痕あとから、赤い血が噴き出す。

　紅あかい、鮮血の花が咲く。

　瑞佳が静かに着地し、天音が床に倒れ伏し、終わった。




　一方で、ドッペルゲンガーに拉ら致ちされた雪ゆき道みちは屋上まで運ばれ、その上、金網に体を押し付けられて、

（……状況が、理解できない）

　ドッペルゲンガーにキスされていた。

　窒息しそうなぐらいに長いキスなのに、まったく苦しいと思わないのが逆に恐こわい。

　至近距離で見るドッペルゲンガーはどこまでも天音にそっくりで、まるで天音とキスしているようでひどく奇妙な気分だ。

「アハハッ、芦あし原はら雪道を食べちゃったぁ」

　唇を離して、ドッペルゲンガーが言った。

　食べた？

　どいうことだ、と、聞きたかったのに、唇は動かない。

　全身から力が抜けて、

「ところで、あなたは、何の用なのかなぁ？」

　ドッペルゲンガーの手が離れると同時に、膝ひざから屋上に落ちていく。

　力が入らない。目だけを動かして、ドッペルゲンガーが語りかけた相手を見る。

　見覚えのない女。

　白衣姿で、眼鏡めがねをかけていて、脚に蛇へびのイラストがあって、

「人間が人間たるに必要な精神性とは、果たしてなんだろうか」

　唐突にそんなことを語り始めた、毒蛇のように微笑ほほえむ女。

「御み堂どう叶かな流るは向上心だと断言しよう」

　こいつが、あの鋏はさみ女の姉なのだと雪ゆき道みちは理解する。

　似ていない姉妹だ。影のような妹とは真ま逆ぎやくに見えた。

「他者を踏みにじることによって自己を錬磨する、存在としての食欲」

「……何を言ってるのか、わからないなぁ」

　ドッペルゲンガーは首を傾かしげて、虚こ空くうから『風かぜ鳴なき』を取り出し臨戦態勢を取った。

　警戒している。ドッペルゲンガーが叶かな流るを警戒している。

　本能的に、何かを感じているのかもしれない。

　にぃ、と、叶流は笑みを一段階深く歪ゆがみに満ちたものへと変える。

「さて──それでは」

　ぱぁんと、叶流は掌てのひらを打ち鳴らし、大おお袈げ裟さに両腕を広げる。

「食事を始めよう」

　いかれてる。

　警戒もなにもなく、白衣のポケットに手を突っ込み、ごく無む造ぞう作さに叶流は近付く。

　ドッペルゲンガーは剣を振り上げ、

「否定公式一一〇八二・切断現象『かまいたち』ぃ！」

　問答無用に、『式』を放つ。

　展開される青の魔方陣、迫る不ふ可か視しの刃やいば、それでも叶流の歩みは止まらない。

「否定公式〇〇三七七・消失現象──」

　眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを僅わずかに歪め、白衣から何かを取り出す。

　白い、掌サイズの、長方形の、独特の光沢の、それは……

　消しゴム？

「『神隠し』」

　眼前で消しゴムを一振り。迫る『かまいたち』が、消えた。

　冗談だろ？　言葉が出れば雪道はそう言いたかっただろう。

　ドッペルゲンガーですら、感嘆の声を、

「わぁ」

　消しゴムの一振りでドッペルゲンガーの剣が消える。

「す」

　消しゴムの一振りでドッペルゲンガーの腕が消える。

「ご」

　消しゴムの一振りでドッペルゲンガーの脚が消える。

「い」

　消しゴムの一振りでドッペルゲンガーの首が落ちる。

　一度たりとも直接触れず、一言すらも満足に言わせず、戦いが終わる。

「さようなら、ドッペルゲンガー」

　白衣の内側に手を入れ、長い針に似た銀の短剣を取り出し、床に転がる頭部に向けてダーツのように投げて刺す。

　虚うつろな青の瞳ひとみを一度見開いて、ドッペルゲンガーが青の粒子に分解されていく。

　銀の短剣が明滅し、青の粒子を吸い込んでいく。

　首だけのドッペルゲンガーは、雪ゆき道みちを見詰めて、

「──」

　またね、と、唇の動きだけで告げた。

　からん、完全にドッペルゲンガーが消えて、銀の短剣が落ちる音が屋上に響く。

　叶かな流るは身を屈かがめて短剣を拾うと、屋上の床に倒れている雪道に近寄った。

　失礼、の一言もなく、上体を起こし、眼球をペンライトで照らし、手首の脈を取り、口を開けて舌を引っ張る。

「ふむ」

　一人で勝手に納得したように頷うなづいて、いきなり雪道の腕に注射をした。

　どくどくと注がれる無色透明の液体。針との接点が燃えるように熱い。

　視界で星が弾はじける。数秒が一時間にも思える。

　注射が終わり、雪道は、

「痛い！　痛い痛い痛い痛すぎる！　なんだこの注射!?」

　悲鳴をあげた。

「ただの栄養剤さ。冗談のように痛いが、動けるようになっただろう」

　くつくつと、邪悪な蛇へびのように笑い、叶流が言う。

　言われて気付いたが、確かに、あの不自然なだるさは消えていた。

　立ち上がり、ぐるぐると首を回す。

「……本当だ」

「よろしい、では、戻ろうか芦あし原はら雪道」

　叶流は白衣を翻ひるがえし、歩き出す。有無を言わせぬ口調に雪道は自然と従い叶流に続く。




　なんとなく、叶流が教室に戻ろうとしているのはわかる。

　わからないのは──

「どうして、おれを助けたんだ」

　警戒も顕あらわに問うた。

「なぁに、ちょっとした下心さ──」

　毒蛇のように微笑ほほえみかけて答え、ぱあんと、掌てのひらを叩たたく。

「キミは御み堂どう叶流の敵として相応ふさわしいのかもしれない、と、考えた」

「……意味がわからない」

「そのままの意味だとも、御堂叶流には向上心がある。しかし、適当な味方はいても適切な敵がいない。悲しいかな、御堂叶流は少しばかり、強くなりすぎた──だから敵が欲しい、御み堂どう叶かな流るを次のステージへと運ぶ翼が欲しい」

　説明されてもやはり、意味がわからない。いや、理解できない。

「おれみたいな一般人が、あんたみたいな化け物めいた奴やつの敵になれるわけないだろ」

「論理的に考えればそうだろう。御堂叶流は科学者だ。論理を重視するが故に、論理では届かぬものがあることをよく知っている。そしてそれ以上に、御堂叶流という生命体は進歩を欲するなのだよ」

　叶流の眼鏡の奥で、異常なほどに澄んだ瞳ひとみが輝いた。

　雪ゆき道みちは何も言えない。言葉が通じるようで、まるで、通じない存在だと理解してしまった。人間の形をしているだけの、別の生き物にさえ見える。

「さて、天あま川かわ天あま音ねのほうはどうなったのだろうね」

　気付けば、教室の前に戻ってきている。窓が割れてドアが壊れているが、闘争の音はしない。つまり、もう、天音と瑞みず佳かの戦いは終わっているということで、

「さて、芦あし原はら雪道──」

　促されて、教室の中に入り、見たのは──

「キミの選択は？」

　血の海に沈む天音と、傍かたわらに佇たたずむ瑞佳の姿。

　ぶちん、と、頭の中で何かが切れた。

「──ッラアアアアアアアアア！」

　獣けものの咆ほう哮こう。

　衝動に任せるままに駆け、拳こぶしを振り上げ、瑞佳に突っ込む。

　だがあっさりと脚を払われ転倒する。転がりながら、床に落ちた『風かぜ鳴なき』を掴つかむ。

　ずしりとのしかかるように重い『風鳴き』を持ったまま、立ち上がり、むちゃくちゃに剣を振る。

　型もなにもない。そもそも剣の基本がない。上体は安定せず、足元はふらついている。立っているだけの瑞佳にすら当たらず、周囲の机を剣の重量だけで砕く。

「くそっ、がっあっ！」

　気合の叫びを入れて、腰を落とし、雪道は剣を持ち上げる。

　直線上に瑞佳を捉とらえ真っ向から体ごと剣を叩たたきつける、それだけの不ぶ恰かつ好こうな一撃。

　微み塵じんの動揺もなく、カウンター気味に瑞佳は鋏はさみを突き出す。

　待ち構えるような鋏の先端に、貫かれる自分の姿が容易に想像できる、

　雪道は瞬間すら停止しない。

　さらに踏み込み、鋏の間合いに身を晒さらす。

　獣の形ぎよう相そう、鬼の一撃、捨て身の覚悟。

「──」表情一つ変えず、瑞佳が僅わずかに息を呑のむ。

　交錯する二人。雪ゆき道みちの『風かぜ鳴なき』は教室の床を砕き、瑞みず佳かの鋏はさみからは紅あかい雫しずくが舞う。

　雪道の頬ほおに刻まれた深い傷から、どろりと血が流れた。

　瑞佳の改造メイド服は腹部に大きな裂け目を作っているが傷はない。

「クッ──クハハハハハハハハハ！」

　叶かな流るの哄こう笑しようが、夜の教室に響き渡る。

「何が可お笑かしい！」

「キミがだよ、芦あし原はら雪道！　素晴らしい！　素晴らしい！　我が妹の瑞佳が気迫負けをするシーンなど、片手で数えるほどしか見たことがない！」

　雪道が踏み込んだ一瞬に、瑞佳はほんの僅わずか、身を引いていた。

　もし引かなければ、二人とも無事に立っていたかどうかはわからない。

　嬉しそうに、ぱあんと叶流が両手を叩たたく。

「だから、なんだ」

　押し殺したような声で吐き捨てる。

　愉ゆ悦えつに満ちた叶流の瞳ひとみを真っ向から受け止めて、逸そらさない。

「芦原雪道──ふん、何度口に出しても風雅な名前だ」

　叶流は眼鏡めがねのブリッジを人差し指で押し上げた。

「この世界は残酷だ。愛は世界を救わず、勇気は死に繋つながり、神は惨劇に沈黙し、キミは無力な人間だ──さて、どうする？」

　シャキン、と、雪道の背後で瑞佳の鋏が鳴る。

　叶流は笑いながら、消しゴムを取り出す。

　二人に挟はさまれる。当たり前のように、二人とも雪道よりずっと強いだろう。

「キミに、勝ち目はあるのかな？」

「勝ち目？」

　頬の傷から流れる血を、指先で弾はじき、

「いらねえよ、そんなもん」

　剣を構える。

「かかってこい！」

「よろしい！」

　叶流が叫ぶ。

「ドッペルゲンガーも天あま川かわ天あま音ねも期待外れなほどに脆ぜい弱じやくだったが、収穫はあった！」

　毒蛇へびは歓喜に微笑ほほえむ。

「正式に名乗らせてもらおう。『否定領域』序列第一域第三位、三賢狂トリスメギストス筆頭『天才的天災ナチユラルカラミテイ』の御み堂どう叶流──この名前を覚えておきたまえ」

　毒蛇へびは邪悪に微笑ほほえむ。

「芦あし原はら雪ゆき道みち、キミは、今から御み堂どう叶かな流るの敵だ」

　ぱあんと、何かが始まる合図のように叶流は掌てのひらを打ち鳴らす。

「べらべら喋しやべるな、おまえの喋りはいちいち気に障る」

「焦るんじゃぁああああないよ。キミの精神性は素晴らしいが、実力はまだ足りない。ここは天あま川かわ天あま音ねともども見逃そう。強くなりたまえ──クッ、アハハハハハハハハ！」

　雪道が吐き捨てた言葉すらも愉ゆ悦えつの糧かてに、叶流は白衣の裾すそを翻ひるがえす。

　音もなく白衣の背中に、エメラルドグリーンの改造メイド服が続く。

「くそがっ──」

　二つの背中に向けて吐き捨てるが、その言葉には何の意味もない。

　二人は一瞬たりとも足を止めずに、夜の廊ろう下かへと消えていった。

　頬ほおの傷から一筋、赤い血が零こぼれ、足元に伏す天音の上に、滴したたり落ちる。




　叶流たちが去り、雪道は跪ひざまずき床に倒れて細く息を吐く天音の体を抱き起こす。

　暗がりの中で、天音の流した血は鮮やかなほどに美しく赤く、雪道の手を濡らす。

「おい、大丈夫……じゃないな。生きてるか！」

「……雪道、よかっ、た、無事、だっ──」

「おれより自分のこと心配しろ！　待ってろ、すぐに救急車呼んでやるから」

　ポケットに手を入れたが、

「ダメ」

　動きが止まる。

　天音は微かすかに首を振っている。

「馬ば鹿かなこと言ってる場合か、こっちは素人しろうとだぞ。自慢じゃないがおれは正式な包帯の巻き方すら知らん！」

「バァ、カ……はそっち、刃物傷だよこれ、お医者さんにどう説明するつもり？」

「それは……」

　言葉に詰まる。ありのままを説明するのは控えめに言っても、かなり頭が悪い行動だ。

「下へ手たすると、雪道、犯人扱いで警察行き。そうでなくても器物損壊と不法侵入だし」

「なら……せめて、保健室だ！　待ってろ、すぐ薬とか取ってくる！」

　天音を横たえて、立ち上がろうとするけれど、それはできなかった。

　ひどく弱々しい力で、天音が雪道の指先を掴つかんでいた。

「置いて、いかないで」

　ひどくひどく、弱い声で、悲しそうな顔で、大きな瞳ひとみが潤んでいて、

　すがるような、呟つぶやき。

「……きたねぇなあ」

　諦あきらめが僅わずかなりとも冷静さを呼び戻す。天あま音ねは無む理り矢や理りに笑顔を作り、指を離した。

「大丈夫。この、傷、派手だけど、深くないから。清潔にして、休んでれば」

「ああもう、信じるぞ！」

　投なげ遣やりに言って、再び天音を抱えるとまっしぐらに保健室を目指した。

　ドアを蹴け破やぶって保健室に潜入し、包帯や消毒液の類たぐいを借用して応急手当てをし、最後に痛み止めを飲ませた。なれぬ手当てだが、ひとまず、傷を塞ふさいだし血は止まった。

　憎まれ口すら叩たたかない天音を背負って、雪ゆき道みちは学校を出た。




「寒い……よう」天音は小さく呟つぶやいた。

　道を急ぐ雪道にはその言葉が聞こえていないようだった。

　緩い山道。最低限の街がい灯とうしかなく、ぽつりぽつりとしか先は見えない。

　雪道の背中に負われて、ゆらゆらと体が揺れて、暗い道を下りていく。

　暗く冷めたい穴の底へと落ちていく感覚。

　実際は通学路を歩いているだけなのに、そう思ってしまう。

　傷から来る発熱と寒さむ気けが、わけもなく、不安を煽あおる。

　しがみつく腕には力が入らず、指先は小刻みに震えている。

　雪道の体はあたたかかった。というより、熱かった。

　人一人を背負って、緩いとはいえ長い坂道を急ぎ足で下っている、当たり前だ。

　そして、懸命だ。

　どうして、雪道はこんなに必死になってくれるのだろう。

　助けてくれるのだろう。

　優しいのだろう。

　全すべてが、不思議で、

　天音はぎゅっと身を寄せる。

　心臓の鼓動が聞こえるぐらいに、少しでも、近く、近く。

　熱を求めて、身を寄せる。

　思った以上に、雪道は大きくて、背中は広くて。

「……雪道」

「ん……なんだ、天あま川かわ」

「名前で、呼んで、わたしのこと」

「……天音」

「もっと、呼んで」

　あたたかい。

　雪道の声が、自然と胸に吸い込まれていく。

「天あま音ね」

　優しい声。

「……お父さま」

　痛み止めのせいか、それとも疲労のせいか、急に眠気が襲ってきて、

　天音は目を閉じ、意識は遠のいていく。




　これは夢だと、天音は自覚していた。

　彼女が父親と暮らす研究所だった。

　サイコロのような建物で、窓はなく、どこか名前の知らない山の奥にあった。

　窓のない部屋。白い壁と白い床と、白衣の父親。

　無ぶ骨こつなヘッドギアを頭に、薄うす布ぎぬ一つ纏まとわぬ体には無数のコードが絡んだ、幼い天音。

　ああ──あの実験だ。

「それでは天音、これから『虚きよ構こう式』断だん片ぺんの実験を始める」

「はい、お父さま」過去の天音が頷うなずく。

　父親に全幅の信頼を置いた、無む垢くで、そして、無知な笑顔。

「『かまいたち』と同じように、リラックスするようにね」












　言いながら、父親は機材のスイッチを入れた。

　ぴりぴりと肌の上に電流が流れ、脳のう髄ずいに無数の記号と絵図が浮かび上がる。

　ヘッドギアが脳波に作用し、事前に飲んだ薬物が天あま音ねの意識を虚うつろに変える。

「──あ、あう、ああああ」

　浮遊する精神と自失の恍こう惚こつ。

　天音の体から浮かび上がる虹にじ色いろに変わる輝きの粒子が、白い部屋に魔ま方ほう陣じんを描く。

　次々と形を変える魔方陣と、脳内の絵。ゆっくりと一つの形を描き、

『式』が『解』を導き出す。

　天音の眼前に、ぼう、と浮かび上がる像があった。

　薄い桃色の髪をした女の姿。腕の中には赤ん坊を抱いて、聖母のように微笑ほほえんでいて、桜のように──儚はかなくて。

「……母、さま？」

　思い出せないほど幼い記憶に刻まれた母の姿が目の前にあった。

　脳髄は靄もやのかかったようにぼうっとしているけれど、天音は本能的に手を伸ばす。

　しかし、母の姿は触れることすらできず、光の粒子に戻って消えていく。

　ひどい喪失感に、涙がぼろぼろと零こぼれていく。

「お父、さまぁ……母、さま、が、行っちゃ、う、よ？」

「なるほど。『虚きよ構こう式』が心に作用する『式』だという推測は正しかった。しかし、この結果は予想外だった……天音の似姿が現れるとばかり……いや、ある意味では──」

　娘の呟つぶやきを聞かず、眼前の光景を見詰める父親の姿は冷徹な研究者そのものだった。

　だけど、天音は知っている。その夜、父親が一人寝室で泣いていたことを。

　後にも先にも、父親の涙を見たのはその一度きりだった。

　母のようになろうと、決めた日のことだった。




　額に触れる掌てのひらの感触に、天音は目を覚ました。

　瑛えい子こがいた。

　雪ゆき道みちの部屋で、雪道のパジャマを着せられて眠っていたようだ。

　背中に巻いた包帯の乾いた感触が、肌に痛い。

　窓からの茜あかね色の光に、天音は少し目を細める。

　部屋の全すべてが赤く染まっていた。

「……起きた？」

　そっと、瑛子が天音の額を撫なでる。

　長く眠っていたせいか、天音はぼうっと、してしまう。

「なんで……瑛子がいるの？」

「二人とも学校に来なかったので連絡した。すると芦あし原はらが天音は風か邪ぜだと言ったので、お見舞いに来た」

　目元と口元を僅わずかにほころばせて優しく笑い、額の手を外して、横を向いた。

　つられるように天あま音ねもそちらを見た。

　雪ゆき道みちが壁にもたれかかり、赤しやつ光こうの中で文庫本を読んでいた。

　二組の視線に気付いたのか、ぱたんと本を閉じる。

「食欲、あるか？」

　文庫本に隠れていた顔の、頬ほおに目立つ傷きず痕あとが一つ。

　天音は顔を伏せて、瑛えい子こは眉を寄せる。

「なんだよ、結構かっこいいだろこの傷。訳ありっぽい感じで」

　肩をすくめて冗談めかし雪道は言う。

「似合……もとい、似合わない。テープか何かで隠すべき」

「むう、不評か。仕方ない病院行って消してもらおう」

「ダメ」

「よーし、落ち着け。似合わないのに消すのはダメってどういうことだ」

　静かに瑛子が目線を逸そらした。

「うわい、超不安になる反応だ。瑛子、おれの目を見るんだ。正直、この傷似合うか？」

　身を乗り出し手を伸ばし、がちりと瑛子の顔を掴つかんで無む理り矢や理り動かす。

　近付く二つの顔。見詰め合う二人。雪道は平然としていて、瑛子も表面上は平然としていて──内心では心臓が、早鐘を打っているのだろう。

「似合うけど……ダメ」

「また訳のわからんことを」

「競争率が上がると、困る」

　ぽつりと、呟つぶやく。小さすぎてよく聞こえず、雪道は声を拾おうと顔を近づける。

「きょ？　きょ、なんだって？」

　吐く息すら届くほど近く、瑛子の顔に赤みが増したのは夕焼けのせいばかりではないはずだ。そのくせ、目を離さずじっ、と、見詰める。

「雪道、顔、近い」

「……あー、すまん」

　ゆっくりと身を遠ざけ、照れたように後頭部をがしがしとかいた。

「いい」

　瑛子は俯うつむいて、体ごと背を向けた。

　体が微かすかに震えていた。

　泣いているようにも見えたが、実際は、目が泳ぎ、動揺も顕あらわで、制服の胸元を強く握り、派手に脈打つ心臓を抑えようと必死だった。

　気まずいようでいて、微笑ほほえましいような光景に、

　天あま音ねの胸は締め付けられる。

　雪ゆき道みちの頬ほおの傷が、嫌でも目に入る。

　あれは、天音のせいでついた傷だった。

　背中の傷よりも、頬の傷を見る方が痛い。

　運が悪ければ、頬ではなく首に同じ傷があったのかもしれない──

「どうした、天音？」

　ぼろぼろと、天音は涙を零こぼす。

「──さい」

　叱しかられるのを恐れる子どものように、顔を歪ゆがめて涙を零す。

「天音？」

　怪け訝げんそうに、雪道が手を伸ばして天音に触れた。

「ごめんなさい……わたしの、せいで」

　すがりつくように、天音は雪道の手を掴つかむ。

「いや、別におまえのせいじゃないだろ」

　冷静に言うが、天音は泣き止む様子もない。

「ごめんなさい。わたしがもっと、強かったら」

　どうすればいいのか、さっぱりわからない。

　天音を落ち着かせる方法が見当たらない。

「芦あし原はら」

　困り果てる雪道の肩を、瑛えい子こが叩たたく。

「こういうのが苦手なのはわかっている。私が話をするから、席を外して欲しい」

「あ……ああ」

　戸と惑まどいながらも、すがりつく天音を瑛子に渡す。

「大丈夫、だよ」

　一つ頷うなづいて、瑛子は言い、雪道も頷き返す。

「頼んだ、瑛子」

　短く答え、頬の傷を撫なで、溜ため息いきを吐つき、それ以上は何も言わずに背を向ける。

　ドアが開く音と、静かに閉まる音。廊ろう下かを軋きしませながら足音が遠ざかる。




　瑛子は天音を胸に抱き、包み込むようにして、背中を撫でる。

　何も言わずに、ゆっくりと、優しく撫でる。

　段々と天音も落ち着いてきたのか、今は小さくすすり泣いている。

　夕焼けの部屋に天音がすすり泣く音がして、外ではカラスが鳴いていた。

「なにかあったの？」

　静かに瑛えい子こは問うが、返事はない。

「ごめん、なさい……」

　すすり泣きに混じって天あま音ねが呟つぶやく。

　天音の姿に、瑛子は捨てられた子猫の姿を思い出した。

　過去のことを思い出した。

「構わない。無理には訊きかない」

　今の天音に必要なのは、事情を聞くことではなくて、無条件の温ぬくもり。

　かつて自分に与えられたもの。

　瑛子は少し目を細め、天音の肩越しに遠くを見て、

「代わりに少し、私が昔の話をする」

　訥とつ々とつと、過去を語る。

「その頃ころ、朝が来るのが、嫌だった」




　現在より、四年前。瑛子は中学一年。まだ入学したばかり。

　桜の舞う季節のことだったけれど、彼女には何の意味もなかった。

　学校に通い、迎えの車に乗り、帰宅しては習い事と予習復習をして、眠る。

　それだけの日々。

　長なが月つき家の一人娘としての英才教育。自由な時間はほとんどない。だがもう既に、そういうものだと諦あきらめていた。

　威い嚇かくする猫のように両目を吊つり上げて、苛いら立だちと拒絶を視線に込め、誰だれも近くに寄らせなかった。

　ある春の日。迎えの車が故障した日。二匹の捨て猫を見つけた日。

　道端のダンボールの前に、一人の少年が座り込んでいた。クラスメイトの少年で一度も話をしたことはないが名前ぐらいは覚えていた。

　いつもふらりと、消えてしまう少年だった。

　芦あし原はら雪ゆき道みちが、その名前。

「つまり、おまえらは捨てられ、早晩餓が死しする運命にある、そういうことだな」

　冗談のつもりか、彼は猫に話かけ、

「みー、みー」

　と、返事をするように二匹の猫は鳴いていた。

　白くて、小さな子猫たちだった。

「見捨てたくはないが、おれは猫なんて飼ったことがない──あんたは？」

　振り返り、いきなり、不ぶ躾しつけにもあんた呼ばわりで話かけてきた。

　面食らった瑛えい子こは返事をしそこねて、黙って、雪ゆき道みちを見詰め返した。

「黙られても困る……あれ、どっかで見たことある顔だな？」

「クラスメイト」

「あー、そうだそうだ、思い出した。長なが月つき瑛子だ」雪道は大おお仰ぎように肩をすくめた。

「だから、なに？　用もないのに話しかけないで」つい、突き放すように言ってしまう。

「だから、猫を飼ったことはあるかって訊いてるんだよ」

「そんな下らないこと、したことがない」

「なんだおまえもか……む、待てよ。ここに猫が二匹、そして猫飼い未経験者が二人」

　おもむろに子猫を一匹抱き上げ、

「な、何のつもり」

　それを強引に瑛子の腕の中にねじ込んだ。

「これはもう、猫飼いとしての経験を積めという神の啓示だな。悪戦苦闘しながら猫を飼うしかない。決して、一人で猫二匹は荷が重いから道連れが欲しいわけじゃないぞ！」

　嘯うそぶいて、雪道もまた猫を抱き上げた。

　いつのまにか猫を引き取ることにされていて、瑛子はただ目を白黒させてうろたえる。

「みー」

　瑛子の腕の中で、猫が鳴いた。

　白い毛皮の手触り、柔らかい体──小さく弱く、あたたかいもの。

　無む垢くな瞳ひとみに、頬ほおが緩む。

「……可愛かわいい」

「へえ、おまえ、そんな顔もできるんだな」

　感心したように呟つぶやく雪道の顔が、瑛子の傍そばにあった。

「いっつも、不機嫌な猫みたいにトゲトゲしてるから、そういう奴やつなんだと思ってた」

　そんな下らない言葉が、妙に深く、突き刺さる。

「なんだ。おまえって結構、可愛いな」

　そんな下らない言葉が、妙に温かく、心に残って、どくんと、大きく胸が鳴る。

「可愛い、かな？」

　声は小さすぎて、きっと雪道の耳には届かなかったのだろう。

　何も答えずに猫を撫なでる手つきと、その眼まな差ざしは優しく、それ以上に、寂しそうにも見えて、

　瑛子は雪道のことを知りたいと思った。

　それが、始まりだった。




　話をするうちに、瑛えい子こは微笑を浮かべ、天あま音ねのすすり泣きは終わっていた。

「──朝が来るのが嫌いだった。同じ毎日を繰り返すのが苦痛だった。次の日から、少しずつ私の世界は、変わっていった」

　瑛子の心の中には、雪ゆき道みちの姿が浮かんでいる。

「世界は自分と敵だけでできているわけじゃない──いるよ、優しい人はいる。手を差し出してくれる人も、ちゃんといる。だから、恐こわがらないで」

「恐が……る？」

「そう、恐がらないで」

「でも」

　それでも、金色の目にはまだ、小さな恐怖がある。

「雪道の怪け我が、わたしのせい。わたしが弱かったから！　ひょっとしたら、死んじゃってたかもしれないのに！」

「それは困る。でも気にしない。天あま音ねは友だちだから」

「そう言うかも、しれないけど……」

　一度は泣きやんだのに、また、天音の目に涙が溢あふれる。

「なんでよう、なんで、雪道も瑛子も、そんなに、優しいの」

「理由が欲しい？　約束が欲しい？　絆きずなが欲しい？」

　こくりと、天音は頷うなずく。

　だけど瑛子は首を振る。

「ないよ天音。そんなものは、ない。人の心に絶対はない」

　あるいは、残酷な言葉。

「ただ、今の私は天音が好きで、今の芦あし原はらも、多分、天音のことが好き。それだけ」

「……好き」

「甘えればいい。芦原は折れないから」

　薄桃色の髪を、瑛子が優しく撫なでる。

「甘えても、いいの？」

「いいよ。甘えてあげて」

　微笑ほほえみながら、瑛子は眉まゆ根を寄せ、なにやら、悩む。

「……でも、ちょっと覚悟は必要。私も散々、芦原には振り回された。我ながら、よくついてきたものだと思う……一度なんて山で遭難して三日も野宿だった」

　天音が小さく噴き出し、顔を上げた。

　涙でくしゃくしゃになった顔だけど、少しだけ、笑っているようにも見えた。

「なにそれ、変なの」

「変じゃない。大変だった」

　言いながら、指先で天音の顔を拭ぬぐい、涙の残りを払う。

　もう、天あま音ねは大丈夫だ。

　瑛えい子こは抱きしめる手を解ほどいて、薄桃色の髪をもう一度撫なでる。

「大丈夫、芦あし原はらは何も考えてないように見えてちゃんと考えてる……と、思う。ずれてるけど、友だちを見捨てたりはしないから」

　表情こそ普段のまま薄いけれど、どこか誇らしげに、瑛子は雪ゆき道みちを語る。

　ほのかに赤い頬ほおに、ふと、天音は思う。

「瑛子って、雪道のことが好きなの？」

「それは、その……」

　不意打ちに慌て、両の指を顔の前で組んでもじもじと動かす。

　顔は既に夕焼けよりも赤く、はにかんで……

　小さく頷うなずく。

「もう、五年も片思い」

　一いち途ずな告白。

　天音の心が針で刺されたように小さく痛むけれど、天音はそれに気付かない。

「告白とか、しないの？」

　何も気付かずに、無邪気に問う。

「した、けど」見る間に、しょんぼりと瑛子の肩が落ちた。

「……気付かれなかった」

「ふられたとか、じゃなくて、気付かれなかった？」

　涙で充血した金の目に疑問符が浮かぶ。

「バレンタインにチョコレートを渡したんだ、けど」

「どんなチョコ？」

「大きなハート形で、芦原の名前入り……」

「本命だ」

「そのつもり……だった」

「……まさか」

　ある予想に、天音は愕がく然ぜんとし、肯定するように瑛子は頷く。

「義理チョコだと思われた」

「に、鈍いとかそういう次元じゃないよ、それ」

「さすがに私も予想外だった」

「あ、でも、ちゃんと食べてくれたんでしょ」

「食べてくれたし、感想も言ってくれた」

「なら、まだ少しは……」

「感想は『粉っぽくて不ま味ずい』だった。三月十四日にはお菓子のレシピ本と芦あし原はら手製のチョコレートケーキのお返しが来た」

　プライドとかそういうものをずたぼろにするような仕打ちを思い出したのか、瑛えい子こはひどく遠い目をする。

「それがまた、とても、美お味いしかった」

　天あま音ねは盛大に溜ため息いきを吐ついた。

　もはや呆あきれるのを通り越して、その顔は感心すらしている。

「どこがいいの、雪ゆき道みち？」

　瑛子の動きが止まる。

　もじもじと動かしていた指先すらも止まる。

　何十秒か経たって、ゆっくりと顔を上げて、

「絶対、誰だれにも言わない？」

「言わない、わたしも猫を被かぶってること黙ってて貰もらってるし」

　恥ずかしそうに、瑛子は自分の頬ほおを両手で押さえて、でも少し嬉しそうに、惚気のろけるみたいに唇を緩めて、

「全部」

　ぽつりと言った。

　天音は、大笑いした。

　声を上げて、布団に転がって、涙すら浮かべて笑った。

　数分間はたっぷり笑い、笑いすぎて、体が痛んだのか顔をしかめ、口元を押さえて無む理り矢や理りに笑いを止めた。

「そこまで、笑う必要はないはず」

　唇を尖とがらせて拗すねる瑛子に、ごめんごめんと天音は半笑いで謝った。

「ありがとう」

　何が解決したわけでもないが、それでも、少し、気は楽になった。

「ただいまー」

　と、タイミングよく雪道がドアを開けて部屋に戻ってきた。

「風か邪ぜにはリンゴ、ということで、リンゴを山ほど買って来たぞ」

　あまりにも普段どおりの調子で言うと、リンゴの詰まった紙袋を置き、年寄りくさく腰を叩いてはいくつかを取り出す。

「……あれ？　そういや風邪はただの言い訳だった。ま、いいか」

　自分の発言に首を傾かしげつつ、リンゴをキッチンで洗って、戻ってくる。

「ほれ、食え食え、天音」

「嬉うれしい、けど、なんで？」

　戸惑ったような天音に向けて、雪ゆき道みちは呆あきれたように肩をすくめた。

「なんでって、別に理由なんてないよ」

「……あっ」

　そうか。

　そういうことなんだ。

　くすくすと、渡されたリンゴを抱いて天あま音ねは笑う。

「ありがとう、雪道。リンゴ貰もらうね」

　小さな口で、リンゴを齧かじる。

　しゃりっ。瑞みず々みずしい果実の感触と、爽さわやかな甘みが口中に広がっていく。

「うん、美お味いしい」

　嬉しそうに笑いながら。

　嬉しそうに涙を零こぼす。

　胸の奥に小さな火が灯ともったみたいで、あたたかい。

「知らなかったな。そんなにリンゴ好きだったのか」

「それは違う」

　溜ため息いき混じりに言う瑛えい子こに、雪道はリンゴを渡し、首を傾かしげる。

「むう、じゃあ恐ろしく腹が減っていたとか？」

　さっぱり理解していない様子だった。

「そんなわけないでしょ。雪道の──」

　天音と瑛子は顔を見合わせて。

　お互いに微笑を浮かべて。

　雪道を見て。

「バァカ」

　声を揃そろえて、罵ののしる。

「まったく、ひどい言い草だ」

　肩をすくめて、雪道も同じように微笑ほほえんでいた。




　翌日、

「よし、瑛子のおかげで色々元気になったわたしは唐突に絶好調！　叶かな流るたちから絶対ドッペルゲンガーを奪い返すぞ！」

　制服姿の天音が、茜あかね堂どうの前で仁王立ちして叫んでいた。

　当たり前だが、怪け我がは治りきっていない。制服の内側はサラシのように包帯でぐるぐる巻きだ。痛みは、根性か何かでカバーしてるのだろう。

　呆あきれ顔がおで雪道は肩をすくめる。

「まあ、頑張れ。ドッペルゲンガーがいなくなった以上、おれの餌えさ役も終わりだしな」

「何言ってんの？　あんた、叶かな流るの敵に選ばれちゃったんでしょ？」

「……やっべえ、天あま音ねの考えることが手に取るようにわかる。また餌えさか？　またおれは餌扱いか？　今度はあのいかれた白衣女用の餌か？」

「餌っていうか、人質？　『雪ゆき道みちの命が惜しければドッペルゲンガーを返しなさい』みたいな合理的な交渉」

　チェシャ猫のような笑みを浮かべて、ひどいことを企たくらんでいる。

「おまえは人道とかモラルとか倫理を、時々でいいから思い出せ！」

「冗談冗談、そんなことやらないって、多分」

　一方、猫ねこ被かぶりのほうも健在かつ絶好調で、学校に着くや、色んな生徒から、

「天あま川かわさん、もう風か邪ぜは治ったんですか？」

　と、訊きかれ、その都度、

「ごきげんよう。心配してくれたんですか。ありがとうございます。もうすっかり、風邪は治りましたの」

　こんな具合に、恐ろしく華か麗れいに受け流していた。鉄壁のような天音の笑顔は、同じようなやり取りがどれだけ続いても崩れない。

「演劇部に入るべき」

　あまりの見事さに、昼食の際、瑛えい子こはそんな感想を漏もらした。

「そんな暇ないし、興味もないもん」

　空調の効いた生徒会室。外は強い日差しが降り注いでいるが室内は至って快適だ。

　今日は雪道と瑛子に加えて、天音もいた。

　天音の昼食は雪道が用意したので、二人のメニューは同じ。瑛子だけがいつもの高級そうな弁当だった。

　何が気になるのか、ちらちらと、瑛子は雪道の弁当に視線を送っていて、雪道がそれに気付いて首を傾かしげる。

「ん？　なんだ瑛子、玉子焼きか？」

「違う……違わない」

「へえ、瑛子って玉子焼きが好きなんだ」

「一応お嬢さまなのに、庶民的なものが好物だよな」

　箸はしで玉子焼きを摘つまみ、いつかのように差し出す。

「ほれ、あーん」

　天音が箸を落とす音がした。

　瑛子は硬直した。

　雪道だけが何も気付かない。

「……雪ゆき道みち、なにしてんの？」

　取り落とした箸はしを拾いつつ、引きつった顔で天あま音ねが問う。

「なにしてるって言われてもな」

　困惑顔で、瑛えい子こと玉子焼き、天音の間で視線を移動させた。

「見たまんまだよ」

　多分、説明の言葉が見つからなかったのだろう。

「ほれ、瑛子、あーん」

　普通に続けた。

「……あーん」

　真っ昼間から夕焼けのように顔を赤くして、瑛子は口を開けた。

　もごもごと照れくさそうに玉子焼きを食べる瑛子。

「美お味いしい」

「お粗そ末まつさま」

　と、二人はお決まりのやり取りで終わる。

　顔を伏せた瑛子の顔が幸せそうに緩んでいて、見ているうちに天音は段々羨うらやましくなってきて、

「はい、はいはいはい！」

　元気よく手を挙げる。

「それ、次、わたしにもやって！　なんか面白そう」

「嫌だよ面倒くさい」

　即答された。

「ひどっ！　ひどいよ雪道！　差別だ、差別反対！」

「これは差別ではなく区別だ。えこひいきとも言う」

「同じ！　ひいきと差別同じ！　っていうかもっとひどい気がする！」

「いやいや、違うぞ。差別は社会的システムの一つだが、ひいきはただの趣味だ」

「最悪だ！」

「ありがとう」

　さらっとスルーして、雪道は普通に自分の弁当を口に運ぶ。

「くうう、あることないこと瑛子に吹き込んで社会的に抹殺してやるぅ！」

「瑛子当人がいる場所で何を言ってるんだ、このダメッ娘こスーパーめ」

「ランクアップしてるとな！」

　天音はふー、と、猫のように威い嚇かくするが、雪道はまったく平然としている。

「なら、天音には私がしてあげる」

　言いながら、瑛子が自分のおかずを一つ箸はしで摘つまむ。

「はい天あま音ね、あーんして」

「あーん」

　口を開けた天音は、やたら嬉しそうだ。

「おまえら……なんか親子みたいだな」

　そして過ぎていく、無意味な、だが、悪くない日常。




　その裏側で。

「クックックッ、やるじゃあないか──さすがにこれは、予想外だったよ」

　昼間すら人ひと気けのない路地の、濃密な影の中、廃ビルの壁に背を預けて、叶かな流るが座り込んでいる。額から浅く血が流れ、眼鏡めがねのレンズは一つ壊れていた。

　彼女の膝ひざの上にはぐったりと、瑞みず佳かが倒れこんでいる。エメラルドグリーンの改造メイド服は至るところが裂け、血で赤く染まっていた。

　少し離れたところには、砕けた銀の短剣が転がっている。

「捕まったふりだった、などとは、言わせないよ。ドッペルゲンガー」

　銀の短剣に吸い込まれ、封じられたはずのドッペルゲンガーが立っている。

　ドッペルゲンガーは封印を内側からぶち破り、御み堂どう姉妹を打倒した。

　天音と同じ顔、同じ体、同じ髪型、同じ服装。

　虚うつろな瞳ひとみと色だけが、両者の差異。

「言わないよぅ。あのときは、上う手まく力を使えなかっただけだし」

　くすくすと笑いながらドッペルゲンガーは告げた。

　唐突に、路地裏で拍手の音が鳴り、暗がりの中から彼がやって来る。

「ふん、なるほど、ここで出たか、『エピメテウス』」叶流が呟つぶやく。

「あ、おじさまだ」ドッペルゲンガーが手を振る。

　タキシードにシルクハット、ステッキを持ち、全身に包帯を巻いた異い形ぎようの者。

「おめでとう、ドッペルゲンガー。次なる段階へとあなたは進んだ」

　エピメテウスは大おお袈げ裟さに両腕を広げて褒ほめ称たたえた。

「されど我が娘。まだ完全ではない。まだ完成ではない。まだ永遠ではない──まだ『虚きよ構こう式』ではない」

　頭を上げ、包帯に入った切り込みのような口を歪ゆがめて笑みを作る。

「お行きなさい。何をするかはおまえ自身が知っている！」

「はぁい、おじさま。今度はちゃんと、芦あし原はら雪ゆき道みちをぜぇぇぇんぶ食べてきます」

　人間にはありえぬほど無む垢くな笑顔で、軽い足取りでドッペルゲンガーは去っていく。

　残された叶流は意識を失っている瑞佳の頬ほおを撫なで、エピメテウスを見上げた。

「ククク──芦原雪道か。ふん、あれを敵に選んだ御み堂どう叶流は正しかったようだな」

「そうかもしれませんし、そうでないかもしれません」

　包帯の奥、あるのかすら定かではない瞳ひとみが叶かな流るを見下ろす。

「ですが、どのみち、あなたはここで退場です」

「ほう、御み堂どう叶流を殺すか？　エピメテウス」

「それを願うのならば、このわたしがそうしましょう」

「願い、か。ふん、相変わらず、詰まらん奴やつだ」

　片方しかレンズの残っていない眼鏡めがねのブリッジを押し上げて、首を振る。

「一つ、問いましょう『天才的天災ナチユラルカラミテイ』の御堂叶流──あなたならば進化したドッペルゲンガーを再度封印することも可能だったのではないですか」

「できなかった、とは言わない」

　膝ひざの上で眠る妹の髪を一房、掌てのひらですくい上げる。さらさらと黒髪が零こぼれ落ちていく。

「ドッペルゲンガーが、まず我が妹瑞みず佳かではなく御堂叶流に襲い掛かっていたならば、再封印していただろうねえ」

　くつくつ、と叶流は喉のどを鳴らして笑う。

　エピメテウスは切り込みのような笑みを一段と深めた。

「それでは、ごきげんよう。あなたが絶望の底で祈り願うそのときに、再開を──」

　祈りのように厳おごそかに告げ、道化のように大おお仰ぎように礼をする。

　虚こ空くうに溶けるように、背景に沈むように、エピメテウスの姿が消えていく。

「ふん……誰だれがきさまなどに願うか。忌いま々いましい『願望式』め」

　吐き捨て、震える手で、白衣から携帯電話を取り出す。

　あらかじめ調べてある番号をダイヤルし、数秒ほど待つ。

「はい、もしもし」

「やあ、芦あし原はら雪ゆき道みちクン」

　電話の向こうで、雪道が息を呑のむ音が聞こえる。

　可お笑かしくなって、叶流は毒蛇へびのような笑みを浮かべた。





第四章　『待ち人ゴドー』は竜を討つ




　昼食を食べている最中、叶かな流るからかかってきた電話は放課後の呼び出しだった。

　行くべきか迷い、結局、天あま音ねと雪ゆき道みちは呼び出しに応じた。

　放課後になり、海沿いの市立病院までバスで向かう。

　病院のロビーで叶流の姿を捜していると、看護師の一人が寄ってきて、叶流が五階の三号室で待っていると告げた。

「……なんのつもりなんだろうねえ」

「おれに聞くなよ。病院に来い、とだけ言って携帯切りやがったんだから」

　心底うんざりしたように、雪道は肩をすくめる。

「まあ、行くしかないだろ。ここまで来たんだし」

「だよねえ……まあ、いざとなったら」

　天音は胸に抱くように持った布袋──『風かぜ鳴なき』に目線をやった。

「病院で暴れんなよ、おまえ」

　頭をぺチリと叩いてたしなめると、天音は不服そうに唇を尖とがらせる。

　雪道はとりあわず、丁ちよう度ど降りてきたエレベーターに向かって歩き出した。

　ごく自然に天音の手を握って引っ張っていた。

「……ちょ、ちょっと」

　天音は驚いたような顔をしていたけれど、雪道は気付かなかった。

　照れたように、困ったように、天音は俯うつむいていた。




　二人が五階の三号室に入ると、まず、ベッドに寝転がる叶流が目に入った。パジャマの上に白衣といういかれた格好で、額に真新しい包帯を巻いていた。

　隣のベッドには妹の瑞みず佳かが寝ている。こちらのほうは首まで布団で隠れているから怪け我がの程度はわからない、伸ばした前髪の隙すき間まから恨みがましい目で雪道を見ていた。

　なんでそんな目で見られるのかわからないが、入院というのは嘘うそではないようだ。

　窓の向こうでは、赤の混ざった太陽が海へと沈みかけている。

「で、何の用よ。まさか本当に見舞いが欲しかったってわけじゃないでしょ」

　腕組みして、天音が吐き捨てる。

　雪道は二人から遠ざかるように壁にもたれ掛かり、一度、頬ほおの傷を撫なでた。

　瑞佳がいるせいか、それとも叶流に見られているせいか、奇妙に疼うずく。

「残念。本当に見舞いが欲しかっただけだよ、退屈でねえ、入院生活は」

　冗談なのか本気なのか。二人とも反応せず、警戒も顕あらわな態度を変えはしない。

　特に天あま音ねの警戒は強いようで、腕組みのままさり気なく手の位置を動かし『風かぜ鳴なき』の柄えを袋の上から握る。

　こつん、と、雪ゆき道みちが背後から天音の踵かかとを蹴ける。

「……病院で暴れるなよ」

　少なくとも、向こうの手の内が見えるまでは、と、小声で雪道は続けた。

「わかってる」

　同じく小声で天音は返すが、『風鳴き』を握る手を離そうとはしない。

　叶かな流るは眼鏡のブリッジを中指で押し上げ、くつくつと毒蛇へびめいた顔で笑う。

「理由というのは他ほかでもない、ドッペルゲンガーのことだ」

　その単語が出るや、天音はほとんど飛び掛るようにしてベッドに詰め寄り、身を乗り出して白衣の襟首を掴つかみ上げる。

「雪道に言われたから、病院でどうこうするつもりはなかったんだけどね」

　薄い笑みが、彼女の顔に浮かんでいた。

　敵意を通り越して殺意を滲にじませた笑みを向けられて、叶流はにたにたする。

「いぃーい、反応だ。わかりやすくて好感が持てる。相変わらずキミは頭が悪そうだ。それはそれで『カワイイ』という奴やつなのだろうねえ。同程度に頭が悪い人間にはさぞ愛されることだろう。まったく羨うらやましくはないが、それなりにおめでとう」

　その余裕ぶった態度が気に障るのか、天音はぎりりと歯を食い縛る。

　怒りに満ちた鋭い眼まな差ざしで、白衣を掴む手に力がこもる。

　隣のベッドに横たわる瑞みず佳かの視線にぞっとするような殺意が混じる。

「姉さまから、手を、離せ」

「うるさい」

　じろりと、天音が瑞佳を睨にらんだ。

　病室に満ちる険悪な空気。空調が効きすぎているのか寒さむ気けがする。

「天音」

　静かに雪道が呼び、天音は僅わずかに冷静さを取り戻し、力を緩めた。

「……ごめん」

「気にするな。それより、今は聞くべきことがある」

「『何な故ぜ、御み堂どう叶流と瑞佳が入院しているか』」

　ぱあん、と、叶流は愉快気に掌てのひらを一つ叩たたく。

「そうだろう、芦あし原はら雪道クン？　論理的に考えて、まずそこから問うべきだ」

　思考を先読みされ、雪道は不機嫌そうに溜め息を吐つく。

「まあ、御堂叶流としては面白くない話だ」

　言葉は不満そうだが、にやにやとした笑みは消えない。

「ドッペルゲンガーが封印を破り、ついでに御み堂どう叶かな流ると瑞みず佳かをこんなざまにしてどこかへ逃げた」

　にぃ、と、毒蛇へびの笑みは邪悪さを増す。

「面白くもない話だろう」

　天あま音ねはその話の真しん贋がんを見定めるように、眼鏡めがねの奥の叶流の目を睨にらんでいる。

「一つ、いいか？」

　疼うずく頬ほおの傷に触れながら雪ゆき道みちが口を挟はさんだ。

「どうして、叶流はそれをおれたちに伝える？　おまえたちは『ドッペルゲンガー』を奪い合う敵同士。教える理由がわからない」

　天音も同じことを思ったのか、頷うなずきながら叶流に視線で答えを求める。

「理由？　ふん、理由ね。そんなものはとっくにわかっているのだろう？　少なくとも芦あし原はら雪道クンにはわかっているはずだ」

　にぃ、と、毒蛇のように笑うだけ。

　わからないとは言えない。

　待っている──敵に選んだ雪道の成長を。

　取り逃がしたドッペルゲンガーですら、その、糧かてにしろと、言うのか。

「狂ってるよ、おまえ」雪道が吐き捨てる。

「クッ──ハッハハハハハハハハハハハハ」

　掌てのひらで顔面を押さえ付けて、全身を震わせて叶流が笑う。

　聞く者に怖おぞ気けを覚えさせるような、精神性がにじみ出たような歪ゆがんだ声。

「今更、それを御堂叶流に言うとはねえ。なるほど狂っている？　ありがとう、ありがとう、ありがとう。構わないさ。幼い頃ころより一番聞いた褒ほめ言葉はそれだ──それで？」

「別に、おれはおまえが嫌いだと再認識しただけだよ」

「それは残念。御堂叶流は芦原雪道が好きだよ」

　言うと、叶流は顔から掌を外し、天音に視線を向けた。

　天音はその眼まな差ざしを真っ向から受け止める。

「わたしの友だちに何かしたら、許さない」

「まったく、悲しくなるほど御堂叶流は信用がない。ただ、話は終わりだと教えたかっただけだとも」

「……そう、じゃあ帰るけどね」

　嫌けん悪おの表情を隠しもせず、天音は病室のドアに手をかけ、首だけで一度振り返る。

「お大事に、序列第一域第三位、三賢狂トリスメギストス筆頭『天才的天災ナチユラルカラミテイ』の御堂叶流」

「キミこそねえ、序列第二域第四位、天あま川かわ博士の秘ひ蔵ぞっ子『風かぜ鳴なき』の天川天音」

　皮肉な口調の裏に、天音は棘とげを隠し、叶かな流るは嘲あざけりを隠す。

　やはりと言うべきか、当然というべきか、この二人、相性がよろしくないようだ。

　呆あきれたように首を振り、胸中で嘆たん息そくし、雪ゆき道みちも天あま音ねに続き退室しようとする。

「待ちたまえよ、芦あし原はら雪道。キミにはキミで内緒の話がある」

　雪道だけでなく、ドアを開けた天音の動きまで止まった。

「……おれに？」

「キミにだよ」

「天あま川かわも一緒でいいのか？」

「内緒話だと言っただろう」

「凄すごく断りたいんだが」

　明らかに腰が引けている。

「ふぅむ、まあ、御み堂どう叶かな流るとしては構わない。キミが望むなら、天川天音がそこにいても構わないけれど──」

　にたりと、邪悪に笑う。

「いいのかい？」

「わかった。一人で残る」

　首だけで振り返り、天音を見る。

　天音は小さく頷うなずく。

「部屋の外で待ってるから、何かあったら大声出して」

「悪いな」

「ん、まあ、たまにはあんたも誰だれかに振り回されればいいんじゃない」

「失礼だな。おれがいつ誰を振り回したんだ？　むしろ振り回される側だろう」

「うわあ、自覚ゼロだ」

　うんざりと、手を振って、天音は病室を出て行き、雪道は一人残される。

　相変わらず薄いカーテンの向こうからは赤の混じった光が室内に溶け、瑞みず佳かは恨みがましい眼まな差ざしを雪道に注ぎ続ける。

　頬ほおの傷が、じわりと痛む。

　取り残されると狭苦しい病室すらそれなりに広く感じて、どこか手持ち無ぶ沙さ汰ただった。

　少し考えて、雪道はベッドの脇わきにある見舞い客用の椅い子すに腰を下ろした。

「で、正直なところ、天川天音とはどうなんだい？　もうキスぐらいはしたのかな？」

　飲み物を口に含んでたら間違いなく噴き出していたと思う。

「……それが内緒話なら、おれはすぐ帰るぞ」

「うーん？　他ほかに本命でもいるのかな？　だが二ふた股またはいけないぞう。どちらかから刺されたり、目の前で自殺されたり、首切り落とされてボートで無理心しん中じゆうだったりするぞ」

「いい加減にしろ。二ふた股またもなにもあるか。何が悲しくて天あま川かわと恋愛しなきゃならんのだ」

「ふぅん、それは勿もつ体たい無ない。では御み堂どう叶かな流ると地獄のような恋愛をしてみるかね」

　くつくつと笑いながら、叶流は眼鏡めがねを押し上げる。

　他た愛あいない世間話にも似た会話は、

「キミ、本当に芦あし原はら雪ゆき道みちなのかい？」

　唐突に跳躍する。

「敵たるキミのことを調べようと『灰天使』に検索を──おっと部外者にはわからないか。まあ、キミのことを調べてみた」

「で、なんかわかったのか」

「父は芦原春はる彦ひこ、母は芦原夏なつ乃の、どうして秋は飛ばしたのかはわからないが、長ちよう子しが芦原雪道。芦原雪道の誕生はずっと北にある小さな街で。

　そして、芦原雪道十三歳の春。父親の海外勤務が決まり、母親はそれに同行。しかしながら勤務国の政情がやや不安定だったためキミは一人日本に残り、この街に転入し、公立中学校に入学……と、ここまでは、ただのプロフィールだ」

　掌てのひらを叩たたき、叶流は演台の上の司し祭さいのように芝居がかって両腕を広げる。

「全すべて、でたらめのプロフィールだ。

　芦原雪道は確かに存在する。戸籍もある。

　だが、芦原春彦も、芦原夏乃も、どれだけ調べてもこの世には存在しなかった。戸籍もなければ出しゆつ生しよう届けもなく、免許証も保険証も所持していない！　キミが生まれた街は存在せず、キミが通ったはずの小学校も存在していない！」

　叶流は指を突きつける、静かに話を聞く雪道に。

「キミは十三歳の春を境とし、突然この世に存在するようになった──これが御堂叶流の結論だ」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　平然と、呆あきれたように雪道は言った。

　だが叶流は、ほんの一瞬雪道が目線を逸そらしたことを見逃さなかった。

「ほう、馬鹿馬鹿しいと」

「じゃあ、おれはどこから来たんだ？」

「それをキミの口から聞きたかったんだけれどねえ」

「おれの両親はちゃんといる！　仕送りも手紙も来るし、時々は電話だってする！」

「じゃあ、五年より前のことは？」

「覚えてる……もちろん」

「ふぅん、ほぉう、『覚えてる……もちろん』ねえ。なるほどなるほど。では、こちらの調べが間違っていたのだろうねえ」

　くつくつと意地悪く叶流は笑う。

　面白がっていた。

　新しい玩具おもちやを見つけた子どもの目だった。

　新しい公式に挑む科学者の目だった。

　どこか、熱に浮かされた──恋する乙女おとめのような目ですらあった。

「面白いねえ、キミは」

「おれは面白くない。普通の、高校生だよ」

「そうだろうとも、『普通』を強調しなくても、御み堂どう叶かな流るはよぅくわかっているよ」

　耐えかねたように、雪ゆき道みちは椅い子すを蹴けって立ち上がる。

　勢いがよすぎて椅子が転がり、からからと音を立てた。

「話がそれだけなら、おれは帰る」

　普段なら、きちんと戻していくだろう椅子を一いつ顧こだにしない。

　叶流の目線を避けるように、顔を背そむけている。

「いや、もう一つある。なに、こっちも大した話ではないさ」

　無言で顎あごをしゃくり、雪道は続きを促す。

　叶流は顔を近づけろと、雪道を手招きする。

　嫌そうに顔を歪ゆがめつつも、律りち儀ぎに顔を近づける。

　雪道の顔に叶流は手を添えて、耳元にそっと口を寄せて囁ささやく。

　甘い、甘い、砂糖菓子のような猫なで声。




「人間ごっこは楽しいかい、モンスター」




　とっくに──己の世界が壊れていると思い知らせる声だった。

　ぞわりと、肌が粟あわ立だち、全身に汗が浮き出る。

　叶流の長い舌が、たっぷりと頬ほおの傷を舐なめていた。

　次の瞬間に、雪道は思い切り叶流を突き飛ばす。

　おぞましい。

　吐き気がするほどにおぞましい。

「クッ、ハハハハハハハハハハハハハハ」

　ベッドの上で、蛇へびのように身を捩よじらせて叶流が哄こう笑しようする。

　白衣の下のパジャマすらもはだけて、透き通るような肌が覗のぞいている。

　歪んだ笑いと相まって、ある種の退廃的な色気さえもある。

「ああ、可お笑かしい！　なんて愉快！　なんてなんて笑い話！　なあ芦あし原はら雪道クン！　教えてくれよ、キミはいったい誰だれなんだい！」

　もう一秒たりとも、この場にいたくない！

　雪ゆき道みちは逃げるように、病室から転がり出る。

　力任せにドアを閉めて、叶かな流るのいる部屋と自分の空間を区切る。

　ずるずると座り込みたくなるが、一刻も早くこの場を離れたい。

　疲れきり、荒い呼吸を繰り返し、引きずるようにして、雪道は逃げる。

　追い立てる猟犬のように、部屋のドアを貫いて、叶流の哄こう笑しようは響き続ける。

「愛してるよ、芦あし原はら雪道！」

　なんて、悪意に満ちた愛の告白。




　逃げるように病室を出る。ドアの外にいた天あま音ねにぶつかる。

「きゃっ──」

　小さな悲鳴に応じる余裕もない。全身がぐっしょりと汗に濡ぬれていた。息は荒く、ひどい頭痛がする。荒くなった呼吸を強引に整えるけれど頭痛は消えない。

「ちょっと、何するのよ雪、道……」

　その異常に、天音も気付く。

「なにが、あったの？」

「なんでもない」

　乾いた声で答える。喉のどはからからで、口の中はぱさつく。そのくせ、全身から噴き出る汗は止まってはくれない。

　よろけるような足取りで、壁に手をついて歩き出す。

「……少し、座って、休みたい」

「え？　ね、ねえ。本当にどうしたの？　顔が真っ青だし、震えてるし！」

　雪道は答えない。

　答える余裕はない。

　天音が伸ばした手に気付くことすらできない。

　逃げるように、転げるように、前へ進む。階段脇わきの休憩室を見つけると、体ごとドアを押し開けて転がり込み、ソファーに寝転がった。

　休憩室は喫煙所を兼ねているため、ドアが分厚く、中央には空気清浄機があり、外からの物音は届かない。

　ビニール製のソファーが四方の壁に沿うように並んでいる。

　安っぽいビニールと微かすかに残る煙草たばこの匂においを思い切り吸い込んでも何も感じず、脳のう髄ずいが求めるままに目を閉じる。

　どこか懐かしい気配。

　目を開けると、その男が目の前に立っていた。

　いつのまに来たのか。気付かなかった。

　寝転んだまま、まじまじとその男を見上げてしまう。

　奇妙というより奇き怪かいな男。

　そのまま正式のパーティにでも出席できそうな見事なタキシード姿、ステッキにシルクハットまで揃そろっている。

　何な故ぜか、肌の全すべてを隠すように、透明人間のように、全身を包帯で巻いていた。

「おまえ……誰だれだ」

　何故か、こいつを知っている気がする。どこかで、こいつを見た気がする。

「悲しいかな」

　薄く、笑ったの、だろうか？　顔の包帯が微かすかに動く。

「我が名は『既に忘れ去られている』のです」

　手の中でステッキを弄もてあそび、くるりと回して自らのシルクハットのつばを押し上げる。

「ですが、あえて名乗りましょう。私は『祈りに誘われるもの』、私は『人の世の終わりを見届けるもの』、私は『最初の病苦』、私は『偽りと真実の仲介者』、私は『王の後ろで喇らつ叭ぱを吹くもの』──さて、私は、」

　ステッキがさらに躍おどり、雪ゆき道みちの首に、剣のように触れる。

　雪道の口が勝手に動く。

「『エピメテウス』」

「然しかり──まこと懐かしゅう、我が旧ふるき友」

　彼──エピメテウスはからかうように告げ、ステッキを引く。

「しばらく見ないうちに男前になりました」

　雪道は指先で、頬ほおの傷に触れた。

　自分ではない自分に投げかけられる言葉。

　頭の半分ではエピメテウスを知っている。

　頭の半分ではエピメテウスを知らない。

「おまえは──」

　舌が干からびて、口の中が渇く。鼓動が早まり、鈍い頭痛が響く。

　聞くべき言葉は、何だ。

　エピメテウスのことか？

　違う、違う、違う、知らなければならないことは──

「……おれは」

「『待ち人ゴドー』」

　短く告げ、雪道の眼前で、エピメテウスの姿が溶けていく。

　空気清浄機に吸い込まれる煙のように薄れて消えていく。

「待て、エピメテウス！」

「おさらばを！　この幕まく間あいにおさらばを！　あなたが望み、私が叶かなえたこの再計算に始まりの終わりをもたらしましょう！　ドッペルゲンガーという哀れなる断だん片ぺんに救済を！　願望と永遠と虚きよ構こうと終しゆう焉えんの全すべてに、完全を！」

　舞台上の役者のように両腕を高く掲げて天を仰ぎ、

　呪のろいとも祈りともつかぬ言葉を告げて、

　エピメテウスはいなくなる。

　後には彼が存在したという証など一つもなく、

　雪ゆき道みちの意識は、闇やみに沈む──

『待ち人ゴドー』

　その名前が、脳裏に響き渡り、

　自分の名前であって、自分の名前ではないと、魂が理解する。




　同じ頃ころ、瑛えい子こは一人で帰り道を歩いていた。

　夕焼けの色で黒髪が染まり、表情に乏しい顔に影が落ちる。

　放課後になるや行ってしまった雪道や天あま音ねと違い、生徒会活動を済ませた後だった。

　時間のせいか、周囲の家々からは夕食の準備の匂においがして、道に人通りは少ない。

　手には通学鞄かばんと道中で買った本屋の紙袋が抱えられている。

「……今度こそ、芦あし原はらに美お味いしいと言わせる」

　天音に過去を話したおかげで、バレンタインチョコレートを全力で批評された悔しさを思い出したのか、道端でぐっ、と拳こぶしを握り震わせていた。

「長なが月つき瑛子」

　突然、名前を呼ばれて振り返る。

　天音がいる。

「どうしたの天音？　用事があって芦原とどこかに……」

　言いながら、そこにいるのが別人だと気付いた。

　髪型も声も体つきも天音そのもの。

　だが、纏まとう色が違う。

　灰銀色の髪に深海のような青い瞳ひとみ。

　本能に近い部分が目の前の彼女に警鐘けいりんを鳴らす。

「あなた、誰だれ？」

　どうしてこんなに、恐ろしいのか。

　……そうか、あの青い瞳だ。

　あんな虚うつろろで、あんな澄み切った瞳はまともな人間にできるものではない。

　反射的に逃げようとするが、それよりもずっと速く、

　ドッペルゲンガーは問答無用で拳を叩たたき込んだ。

　横おう隔かく膜まくを打つ拳。くの字に曲がる瑛えい子この体。紙袋を絞るように肺の酸素が抜ける。

　咽むせる暇もなく、瑛子の意識は奪われ体は崩れ落ちた。

　落ちる瑛子を天あま音ねは受け止めて、そのまま横抱きし、踊るようにくるくると回り、

「アハハッ、これで餌えさの準備はオーケイ」

　ドッペルゲンガーは笑った。




　暗黒の夢を見る。

　無む明みようの闇やみを泳ぐ。

　安あん寧ねいの虚を渡る。

　音はなく、色はなく、匂においもない。

　前後もなければ方位も距離もなく、恐らくは、時間の流れすらもない。

　雪ゆき道みちは虚無に浮かんでいる。

「────」

　このまま、永遠にそこにいるのも悪くない。

「────！」

　そのようにすら、思える。

「────雪道！」

　いや、きっと、それが正しいことなのだ。

「……うるさいなあ、天あま川かわは」

　何かあたたかい雫しずくが、顔に触れた。

　どうしてだろうか、目を覚まさないといけない気がした。

「……なんだ、おまえ、泣いてるのか？」

　目の前に、瞳ひとみに涙を浮かべた天音がいた。

　ここは転がり込んだ休憩室で、雪道はソファーに寝転んでいて、天音が雪道の顔を覗のぞき込んでいたのだ──ひどく、心配そうな顔で。

「泣いてない！」

　怒ったように叫ぶと、金色の目から涙の雫が零こぼれて落ちた。

「そっちこそ、なんなのよ。部屋に入るなりソファーに倒れこんで寝ちゃうし！　しかも全然起きないし！　わたし三回も蹴けったのに！」

「蹴っ、まてこら。人を起こすのになんで蹴るんだ!?　うわ、よく見たら制服に靴跡ついてるじゃねえか……倒れこんで、寝た？」

　体を起こして、周囲を見渡す。

　休憩室の灯りは落ち、窓の外には夜の帳とばりが降りていた。

　星がちらつく夜の海が、窓の向こうに見えた。

「そう、いきなり寝ちゃったの。凄すごく顔色悪かったから、まあ、その、一応、心配してあげたんだから感謝してよね！」

　おかしい。

　誰だれか、ここにもう一人いて、なにか、大事なことを……

　思い出せない。

　いったい、なにがあった？

　おれは何時間眠っていたんだろう？

「ちょっと、聞いてるの！　こら、雪ゆき道みち！」

　携帯電話を取り出しながら、猫みたいに喚わめく天あま音ねの頭を押さえて、時刻を確認する。

「ああ……悪かった」

　どうやら、二時間ほど眠っていたようだ。今でもまだ、頭がぼんやりとしている。

「あれ、メール来てる、瑛えい子こか？」

　確認する。差出人はやはり瑛子。タイトルと本文は空白で添付画像だけがある。

　画像を開く。人物の写真か？

「──ッ！」

　目の前が赤く染まる。

　意識が急速に覚かく醒せいする。

　どこか、屋外、フェンスの傍そば、瑛子はコンクリートの地面に転がされ、両手両脚を細いロープで縛られていた。

　ポニーテイルの黒髪、制服姿、閉じられた目。

　少なくとも目に見える外傷はない。生きては、いる、だろう。

　携帯を無性に叩たたき壊こわしたくなるが、それを懸命に堪こらえて考える。

　誰だれがやった？　そんなもの、一人しか思いつかない！

「ドッペルゲンガー」

　煮え立つマグマを氷の蓋ふたで隠した静せい謐ひつ。

　怒りに全身が震えている。

「なに、雪ゆき道みち、恐こわい顔して……」

　ただならぬ空気に、天音は横から顔を突っ込んで携帯を覗のぞき込む。

「瑛子！」

　天音は息を呑のみ、画面と雪道の顔の間で視線を往復させ、

　雪道の深く静かな怒りを畏おそれるように、目を伏せた。

「ごめん、わたしのせいで……いつか、こうなるってわかってたのに」

「……」

「大丈夫、ちゃんと、助けてくるから」

「おれも行く」

「何言ってるの！」

「どうでもいい」

　短く吐き捨てる。

「おれのことはどうでもいい。だが、瑛えい子こは助けなきゃいけない」

「どうでもよくないよ、雪ゆき道みちになにかあったら瑛子だって悲しむのに」

「おまえがいる」

「なに、言ってるの？」

　今の雪道には、何を言っても無駄でしかない。

　激情のあまりに、自分を見失っている。

　それほどに、瑛子の事を──

「瑛子のこと……好きなの？」

「光だ」

　一日たりとも忘れたことはない。

　あの日、捨てられた猫を抱いて笑った、瑛子の姿を。

「四年前に見つけた」












　絶対に、失ってはならないもの。

「でも──」

「瑛えい子こが危険で、それを知っていて、おれが黙って見ている理由はない」

　雪ゆき道みちは歩き出す。

「行くぞ天あま川かわ」

　有無を言わせぬ響きに、天あま音ねの足は勝手に動き出し、雪道の隣に並ぶ。

「場所、わかるの？」

「学校の屋上だろうな、見覚えがある」

　ざらざらと乾いた、不吉な声。

　張り詰め、砕け散る寸前の器のような危うさを全身から発していた。

「……雪道、だよね？」

　不安そうに、確かめるように天音は訊いた。

　雪道は答えなかった。




　学校の屋上でドッペルゲンガーが歌っている。

　灰銀色の尻尾しつぽ二つを揺らして、長く緩やかに歌うそれは子こ守もり唄うたにも似ていた。

　歌う彼女の顔は、まるで子どものように見えた。

　だだっ広い屋上にはドッペルゲンガーの眠たい歌声が響いていた。

　ドッペルゲンガーの足元に転がされていた瑛子は、その歌声に反応するように目を開けた。縛られた体で状況を理解して、瑛子はドッペルゲンガーを見上げる。

「……あなた、誰だれですか？　身の代金目当てですか？」

　話かけられて、数秒、ドッペルゲンガーは歌を止めた。

「天川天音に、見えない？」

「……見えません」

　答えず、ドッペルゲンガーはくすくすと笑う。

　一見冷静に見える瑛子だが、動どう悸きがしていることも、体が強こわ張ばっていることも、手が震えていることも、ドッペルゲンガーは気付いていた。

「恐こわがらなくてもいいのよぅ。別に、あなたに何かしたりはしないんだから」

「答えになってません」

　気丈さを装よそおい瑛子は怯おびえを隠す。

「わたしもねぇ、彼を待っているのよう」

　そう言われて、思い浮かんだ人など、一人しかない。

「芦、原──」

　理由はわからない。だが、ドッペルゲンガーは芦あし原はら雪道を待っている。

　自分がその餌えさにされたと理解して、

　来ないでと、瑛えい子こは祈った。

「彼を少し食べたから、彼の考えてることも少しはわかるんだよぅ。あなたは、とっても大事にされているのねぇ」

　だが、雪ゆき道みちが、

「あなたのためなら、どんなところにでも、来るよぅ」

　来ないわけがないのだ。

「でもあなたは、大事にされたいわけじゃあないんだろうねぇ」

「……私はただ、芦あし原はらの傍そばで」

　掠かすれた瑛子の呟つぶやきにドッペルゲンガーは無む垢くな笑みで応じる。

　軋きしむ音を立てて、ドアが開いた。

　その向こうから天あま音ねを背後に従えて、雪道が姿を見せる。

「来たぞ、瑛子」

「芦原……天音」

　複雑な気分で、瑛子は二人の名前を呼ぶ。

　嬉うれしい。だが、不安で、それ以上に。

「芦原……だよね？」

　静かだが、燃えるような雪道の瞳ひとみ。

　まるで、別人のように見える。

　静けさと凶暴さが同居する空気を、周囲に撒まき散らしていた。




　瑛子の姿を見るや、すぐにも駆け出そうとした雪道の手首を天音が掴つかんだ。

　ぎろりと、ほとんど睨にらむような雪道の眼まな差ざしを受け止めて天音は首を振る。

「……瑛子はわたしが助けるから、雪道は下がってて」

「そうだな」

　静せい謐ひつさの中に隠した凶暴さが滲にじむ声。

　瑛子ただ一人のために向けられる、強い意思。

　ドッペルゲンガーを、睨みつけている。

「……頼むぞ、天音」

「任せて」

『風かぜ鳴なき』を抜き、呼吸を整え、雪道を庇かばうように前へ出る。

「随分時間がかかったけど、回収させてもらうよ、ドッペルゲンガー！」

「あなたはどうでもいいんだけどなぁ」

　きょとんとした様子で首を傾かしげて、ドッペルゲンガーは言う。

「何度も言うけど、わたし、別にあなたに興味はないよぅ？」

「そっちになくても、こっちにはあるのよ！」

　薄桃色の髪をなびかせて、コンクリの上を一陣の風のように天あま音ねは駆けた。

「まあ、いいけどねえ」

　くすくすと笑いながら、ドッペルゲンガーは両腕を広げる。

「『虚きよ構こう式』断だん片ぺん・架空現象──」

　広げた両腕に銀の輝きが浮かぶと、虚こ空くうを軽く叩たたく。

　前置きなしで、虚空に銀の魔方陣が浮かび、それは連鎖する。

　ウインドウが開くように魔方陣が鎖のように連なって次々と描かれ、

　銀の魔方陣は屋上を囲んだ。




「『ドッペルゲンガー』」




　銀の魔方陣が発光し、弾はじける。

　全すべての魔方陣から、新しいドッペルゲンガーが生まれる。

　数えるのも馬ば鹿からしいほどのドッペルゲンガー──天音と同じ顔、同じ体、同じ髪型。ただ虚うつろな瞳ひとみと色だけが別物の『天音』の群れ。

　新たなドッペルゲンガーを生み出しても魔方陣は消えず、ゆっくりとドッペルゲンガーを増やしていく。

　最初の一体がどれだったのかすら、あっというまにわからなくなる。

　全てが──無邪気に、微笑ほほえんでいる。

「……なに、それ」

　反射的に天音は足を止めた。

　その横を、雪ゆき道みちが駆け抜けていく。

「雪道っ！」

　呼びかけには答えないで、まっしぐらに、ドッペルゲンガーたちに向けて駆ける。

　多勢に無勢の状況ならば、今が一番の勝機だ。

　足を止めれば数に押し潰つぶされる。

　遠のく雪道の姿に、天音はそれを悟る。

『天あま川かわ天音には、才能がない』

　瑞みず佳かの言葉が脳裏を過よぎる。あるいは、これが覚悟の差なのかもしれない。

「アハッ、おもしろぉい！」

　全てのドッペルゲンガーが同時に笑う。

　無数の同じ声は、ぐわんぐわんと脳の奥が揺れるような響きを持ち、ドッペルゲンガーたちは足並みを揃そろえて、ずらり、包囲網を狭せばめる。

「おいでぇ、芦あし原はら雪ゆき道みちぃ！」

　恋人を待つようなドッペルゲンガーの言葉。

　それにすら雪道は答えず、立ち並び迫るドッペルゲンガーに向けて拳こぶしを振り上げる。

　誰だれを狙ねらうでもない、とりあえず目の前にいるものを殴り飛ばすような一撃。

　だがドッペルゲンガーの一人はあっさりとその腕を絡めとって雪道に抱きつく。

　動揺はない。

　焦りもない。

　雪道は薄く笑う。

「必ず、おまえが捕まえてくれると思ったよ」

「どういうことぅ？」

　ぐるぐると、ダンスでも踊るみたいに回りながら、ドッペルゲンガーが訊いた。

　無視して雪道は叫ぶ。

「天あま音ね！　こいつが大おお本もとだ。おれごと切り殺せ！　速く、おれが喰くい殺される前に！」

　息を呑のむ音が二つ。

　天音と瑛えい子こ。

「な、なに言ってんの雪道！」

「やめて、芦原！」

　悲痛な声が二つ。

　それ以上に大きく、ドッペルゲンガーが哄こう笑しようする。

「アハハッ、無駄だよぅ！　天あま川かわ天音にそんなことできるわけないのにぃ！」

「できる、やれ！」

　できるわけがない。

　その通りだ。

　天音にできるわけがない。

　戦闘の最中だというのに、馬ば鹿かみたいに突っ立っている。

「天川天音を買いかぶりすぎだよぅ、芦原雪道ぃ！」

　雪道を捕まえたドッペルゲンガーを除いた、全すべてのドッペルゲンガーが天音へ向かって飛び掛かっていく。

　まだ動けないでいる。

「さっさと切れ！」雪道が叫ぶ。

「天音、お願い、芦原を助けて！」瑛子が訴える。

「っ──あぁぁあああああああああああ！」

　咆ほう哮こうを上げ、『風かぜ鳴なき』を握り締める。

「否定公式一一〇八二・切断現象──」

　青い魔方陣を展開し、

「『かまいたち』！」

　次々と、

「『かまいたち』！」

　不ふ可か視しの刃やいばを飛ばす。

「『かまいたち』！　『かまいたち』！　『かまいたち』！」

　近寄るドッペルゲンガーたちを片っ端から切り倒す。

　破は片へんすら残さず、最初からなかったようにドッペルゲンガーたちは消えていく。

　だがいくら切っても、ドッペルゲンガーたちは後から後から湧わいてくる。

「馬ば鹿かかおまえは！　さっさと大本のこいつを切れ！」

「うるさい、このバァカ！　バァカ！　バァカ！」

　かまいたちを放ち、切り伏せ、天あま音ねは前へ出る。

「わたしはねえ、あんたみたいな考え方が凄すごく嫌いなのよ！」

　雲うん霞かの如きドッペルゲンガーを相手にし、

「死ぬあんたはどうでもいいけど、残されたほうはどうなんのよ、このバァカ！」

　立ち止まらない、怯ひるまない、省かえりみない。

　ドッペルゲンガーの拳こぶしが脚が剣が天音を切り裂く。ブレザーが裂け、皮膚が破れて肉が切れ、薄桃色の髪をくくるリボンが弾はじけ飛ぶ。

　敵の群れを乗り越え、血を流し、長い髪をなびかせて、駆け抜ける。

「わたしと瑛えい子この気持ちも考えなさいってのよ！」

　ドッペルゲンガーの腕の中で、雪ゆき道みちがきょとん、として、小さく噴き出す。

　張り詰めていた静かな怒りが消えていくのがわかる。

「悪い、天音、助けてくれ」

「それでいいのよ、このバァカ！」

　駆け抜ける勢いで『風かぜ鳴なき』を地面に突きたて、剣を軸に両脚を浮かせて体を回す。

　両脚揃そろえての回まわし蹴けりで、ドッペルゲンガーに抱きかかえられた雪道を蹴っ飛ばす。

　無む理り矢や理りに、ドッペルゲンガーから引き剥はがす。

　たん、と、脚を揃えて着地する天音の横で、受身も取れずに吹っ飛ばされた雪道がコンクリの上に叩たたきつけられる。

「わぁおぅ」

　間合いを離した二人を眺め、面白がるようにドッペルゲンガーがぱちぱちと手を叩く。

　天音は解ほどけて乱れた髪を首の動きだけで後ろに回す。

　痛みに顔をしかめながら、雪道が立ち上がった。

　そして、未いまだ健在なドッペルゲンガーたちは、二人の背後といわず側面といわず、ずらりと並んでいる。

「……絶体絶命だな」

「そうでもないよ──自分でも不思議なんだけど」

　左手だけで握った『風鳴き』をびゅうと振るう。

　何かの拍子に捻ひねったのか、天あま音ねの右手首は大きく腫はれ上がって痙けい攣れんしている。

「今、誰だれにも負ける気がしないの」

　虚勢ではなく、自信に満ちて、天音が言った。

　戦う覚悟を決めた人間の、強い眼まな差ざし。全身に力が満ちるのがわかる。

「アハハハハハハハ！　おもしろぉい！」

　覚悟を嘲あざ笑わらう、ドッペルゲンガーたちの哄こう笑しようが屋上に響き、星明かりの夜に溶けていく。

　全すべてのドッペルゲンガーはじりじりと、一糸乱れぬ動きで歩き出す。

「いいよぅ。それじゃあ、天あま川かわ天音を殺した後で、芦あし原はら雪ゆき道みちはゆっくり食べるからぁ」

　迫り来るゾンビを思わせる光景に、雪道は皮肉に笑った。

「なに、笑ってんのよ」

「不思議だな、おれも負ける気がしなくなってきた──瑛えい子こを助けて、三人で帰るぞ」

　告げ、手を伸ばして『風かぜ鳴なき』の柄えを握り締める。

「剣を振る手伝いぐらい、おれにもできるだろ？」

「……バァカ」

　戦闘の最中、相変わらずの多勢に無勢。

　ドッペルゲンガーたちは殺意を隠しもせず、軍団となって押し寄せる。

　だが、二人の顔つきは奇妙に穏やかだった。

「歌え、『風鳴き』」

　二人が呟つぶやく。

　作動する『風鳴き』。組み上げられる『かまいたち』の青い魔方陣。

　異変が、起きる──

　黒の粒子が雪道から零こぼれて二人の周囲を包み込む。

　青の魔方陣が書き換えられていく。

「なんだ、これ？」

　雪道が異変に呟く。その黒さに既き視し感を覚える。

　天音との間に感じた穏やかさが、幻のように消える。

　鈍い痛みが脳のう髄ずいに走り、何かを思い出しそうになる。

　白い包帯に身を包んだ、タキシードの男の姿が──

「知らない！　けど、大丈夫」

　根拠のない自身と信頼、前を見る力に満ちて天音が叫び、

「かまいたち！」

　黒い魔方陣に剣を振り下ろす。

　それはかまいたちであって、かまいたちではなかった。

　黒い風。

　二人の周囲に渦巻いて、黒い風が吹く。

　近寄るもの全てを切り刻む刃やいばの群れのように、黒い風が次々にドッペルゲンガーを切り裂いていく。

　ばらばらに、ばらばらに、ばらばらに。

　哄こう笑しように似た風の音が鳴り響き、触れたもの全すべてを切り裂く。

　無数にいたドッペルゲンガーが、

「……嘘うそ、だよぅ」

　吹き散らされるように切り刻まれて。

　最後の一体、大本のドッペルゲンガーが、黒い風に飲み込まれた。

　消える黒い風と、舞い散る銀の光を見ながら、天あま音ねが快かい哉さいを叫ぶ。

「勝った……勝ったよ雪ゆき道みち！　ちゃんと、ちゃんと守れたよわたし！」

「ああ、やったな」

　どこか複雑な感じで雪道は相あい槌づちを打つ。

「ほら、瑛えい子このところに行かないと」

　明るく言うと、戸惑う雪道の手を引いて、走り出す。

「そうだ、瑛子を」

　守れたんだ。

　それでいい。他ほかになにがある？

　だが、どうして、雪道の心に風が吹いているのか？

　暴風の予兆に似た風が、吹いているのか。

　解ほどけて揺れる薄桃色の髪を、繋つながるあたたかな手を、小さな背中を見詰め、

　自分に問いかける。

「おれは──」




　そして──ドッペルゲンガーは、崩壊する。

　黒い風が、ドッペルゲンガーの『式』としての構成そのものに食い込み切り裂いた。

　どうしてだろう、上う手まくいっていたはずなのに。

　芦あし原はら雪道を食べて、

「……おじさま」

　永遠を、手に入れる、はずだったのに。

「悲しいかな、終末とは常に残酷なものなのです」

　エピメテウスの声がする。

「『虚きよ構こう式』の断だん片ぺんでしかないドッペルゲンガーでは、我が旧ふるき友たる『待ち人ゴドー』には及ばなかった。悲しいかな、あなたは完成を待たずに終わってしまったのです！」

「おじさま、わたしに、嘘を、吐ついた、のぅ」

「否いな、嘘ではありません。一つも嘘などはありませぬ。ただ、あなたでは届かなかった。あなたの望みは『待ち人』の望みに届かなかった。二つの願いがぶつかり合うときには必ず起こる、当たり前の悲劇が起きただけでしかありません」

「……わからないよぅ、おじさま、わたし、どうなる──」

「『虚きよ構こう式』断だん片ぺんは不変なれど、断片に付随したあなたという意識は消えるのみ。ただ虚構の海へと沈み無へと還かえるのです──あるいは、人間風に『死ぬ』とも言えましょう」

　なぁんだぁ、そんなことか。

「『わたし』、死んじゃうんだぁ……」

　あれ……じゃあ、『わたし』は──

　ドッペルゲンガーじゃなくて、天あま川かわ天あま音ねじゃなくて──

『わたし』は──

　誰だれだったんだろう。

「気付かなかったのですか、あなたは最初から最後まで、天川天音のデッドコピーでしかなかったことに──喪うしなわれた父の幻を追う、哀れな『式』でしかなかったことに」

　エピメテウスの声には欠片ほどの優しさもなく。

「あなたが求めた永遠など──」

　そして残酷に告げる。

「どこにも、ありはしないのです」

　あ──あ、死にたくない。

　その恐怖が、『虚構式』を動かした。




　なにかの気配に、雪ゆき道みちは足を止めた。

　目の前では天音が瑛えい子この束縛を解き、お互いを抱きしめあっていた。

　その光景を、壊こわすように、汚すように、穢けがすように。

　ソレの気配が現れる。

　ぐっしょりと汗で濡ぬれた背中。頬ほおの傷がじくじくと疼うずく。

　振り返って、そこで見たものは。

　宙に浮かぶ、ドッペルゲンガー。

　光の落ちた青の瞳ひとみが虚うつろに天を見上げている。

　ぐらりと、首が傾いて、その虚ろを、正面から、見てしまう。

　虚ろに呑のまれそうになる。

　虚ろな瞳の奥から、何かが、来る。

　黒い泥のような何かが虚ろな眼まなこから零こぼれ落ちて、ドッペルゲンガーを包み込む。

　反射的に、雪ゆき道みちは天あま音ねが転がしていた『風かぜ鳴なき』を握る。

「──逃げろ！」

　アレを見てはならない。

　アレは人の見てよいものではない。

　アレを見てしまえば、人は耐え切れない。

「なに、雪道？」

「どうしたの、芦あし原はら？」

　声に反応して、二人がこちらを向いて、それを、見てしまう。

　黒い泥が象かたどったそれを、ドッペルゲンガーを飲み込んだそれを、

　どろどろに溶けた、巨大なる多頭の黒い竜を見てしまう。

　こんなものを見て、人間が、耐えられるはずがない。

　雪道の後ろで、天音と瑛えい子こが倒れる音がする。

　魂を守るために、意識のブレーカーが落ちる。

『──ォ──ォォ──』

　黒い竜は、地獄のような声で鳴く。

　粘液質な音を響かせながら、多頭の黒竜は迫る。

　圧倒的な死の匂においを放ちながら、おぞましいまでの腐臭を撒まき散らしながら、竜は一番近くにいた雪道の体にのしかかる。

　竜の形をしながらも、その本質は黒い泥。

　雪道をその中に取り込み、泥の中に沈めた。

　あとは、喰くうだけだ。

　黒い泥は腕であり牙きばであり鎧よろいであり全すべてであるのだから、取り込まれたら最後、どこにも逃げられない。

　汚お泥でいの竜は、芦原雪道というちっぽけな人間を食い。

　次はあの奥で倒れている小娘二人を食い。

　もっともっと、沢山の人間を──

「それは、だめだ」

　人では耐えられない。汚泥の竜の中で雪道、否いな、『彼』が口を開いた。

　芦原雪道と同じ顔、同じ声、同じ体。

　だが芦原雪道ではない──『彼』──の周囲には、黒い風が吹いていた。

　寂せき寥りように満ちた、孤独な風が吹いていた。

「虚きよ構こうの海より来きたる汚泥の竜、根源の恐怖、死の原型──『恐怖のカタチ』」

　哀れむような眼まな差ざしで彼は黒い竜を見上げる。

　黒い竜は困惑する。

　なぜ、怖おそれない。

　なぜ、恐れない。

　なぜ、畏おそれない。

『死』である、黒き竜を恐れない。

　彼は、果たして、死が恐こわくないのか？

「もっとも『死』に近いが故に、貴様はもっとも『死』を恐れる」

　いっそ優しいほどに告げ、彼は『風かぜ鳴なき』を振るう。

　びょうびょうと鳴る剣は黒き風をまとい、ただの一振りで竜の身を切り裂く。

「ォォォォォォ──！」

　竜は苦く悶もんの悲鳴を上げてのたうつ。

　理解できない。なぜ、『死』が殺される。

　なぜ、『死』が死ぬ？












　彼はのたうつ竜を逃さぬように、剣を刺して地に縫いとめた。

「我が名は既に忘れ去られ、俺は既に祈りを棄すてた。哀れな竜よ」

　竜の中に、手を差し込み、

「俺に貴様は救えない」

『恐怖のカタチ』の中から彼はコアである、ドッペルゲンガーを引きずり出した。

　泥に汚れた虚うつろな瞳ひとみの『天あま音ね』が引きずり出される。

　金の瞳は、その姿は、雨に濡ぬれる子猫のように弱々しく、哀願と絶望に満ちている。

「あっ、あっ……ああああ」

　ドッペルゲンガーの掠かすれた声を聞きながら、彼は頬ほおの傷を一度撫なで彼女の首筋を掴つかみ、指を突きたて皮膚を破る。

「いやぁ、死にたく、なぁいのぅ」

　ドッペルゲンガーは恐怖する。

　二度目の死に恐怖する。

「だがおまえは死ぬ。この俺が殺す」

　彼は慰なぐさめるように灰銀色の髪を撫なでた。

　言葉とは裏腹に、その声も、手つきもひどく優しい。

「やだぁ、やだよぅ」

　駄々っ子のようにドッペルゲンガーは訴える。

　彼の手から逃れようともがくが、首を掴つかんだ掌てのひらはぴくりとも動かない。

「人の願いが絶えぬように、虚構の全てが消えぬように」

　彼は幼子を包むように抱きしめる。

「終焉は全てに等しく訪れて、例外たる永遠に届くモノは未だない」

　祈りか、それとも懺ざん悔げか、彼の声は寂せき寞ばくと響く。

「絶望を安堵を抱け。黒き竜よ、おまえの終焉はこの俺だ」

　彼はドッペルゲンガーの細い首筋に牙を突きたてる。

　静せい謐ひつに満ちた夜の中で、誓いの口付けに似た厳げん粛しゆくさで、

　ドッペルゲンガーは喰われていく。

「ああっ──あああああああああああ」

　恍こう惚こつの呻き声を上げて、頬ほおを赤く染め、青の瞳は熱に浮かされたように蕩ける。

「食べら、れる。『わたし』が、なくな、るぅ」

　甘い声、貪むさぼられることが快楽でしかないのか。

　白すぎるほどに白い彼女の腕がすがるように彼に触れた。

　彼の体は冷たい、死人のように冷たい。

　肩に触れて、首に触れて、頬に触れて、その瞳を、覗き込み、

「──ああ、そうなんだ。あなたは、とっくに……」

　それが何なのか、理解して、

「哀しい、ね」

　ドッペルゲンガーは涙を流し、その姿は薄れていく。

　きらきらと、きらきらと、雪にも似た輝きに変わり、

　彼の内側に吸い込まれて消えていく。

「俺を哀れむか、黒き竜──」

　彼はもういないドッペルゲンガーに呟き、静かに目を閉じた。

　一度、黒い風が吹き、彼は再び眠りに落ちる。




　意識を取り戻して、天あま音ねは周囲を見渡した。

　ぼんやりとしていて、何が起きたのかいまいち思い出せない。

　瑛えい子こを助けに来て、ドッペルゲンガーを倒した。

　……それから、何かを見たような気がする。

　何を見たんだろうか。

　巡らせる視線が一人立つ雪ゆき道みちの背中を捉とらえた。

『風かぜ鳴なき』を手に、部屋の中央に立っていた。

　恐ろしく静かな背中。

「おれは……いったい」

　何をしたのか？

　虚うつろに呟つぶやく声。

　なぜか、その姿がひどく遠くに感じる。

「……雪道」それでも手を伸ばして、名前を呼ぼうとした。

　それよりも早く、天音の横を通り過ぎて、瑛子が駆けて行った。

　何も言わずに走った。

　雪道は足音に振り返り、やっぱり何も言わず両腕を広げて。

　飛び込んでくる瑛子を、抱きとめた。

「雪道、雪道、雪道。こわかっ、た。すごく、我慢して、我慢して」

　安あん堵どで泣きじゃくる瑛えい子この背中を雪道は優しく撫なでる。

　その光景はあまりに似合っていて、微かすかに胸が痛い。

「もう大丈夫なはずだ……よかったよ、瑛子が無事で、本当によかった」

　雪道の言葉。それだけは、天音も同じように思う。

　疑問はあまりに多い。

　だけど、多分、終わったんだ。

　自分に言い聞かせるように、天あま音ねは一つ頷うなずく。

　頷いて、顔を上げて、雪ゆき道みちと目が合った。

　雪道は微笑ほほえんだまま、瑛えい子こを抱きしめたまま、背中越しに手招きをする。

　痛む胸を押さえて、天音は二人の方へと歩き出した。

　二人の大切な友人のところへと、歩き出した。




「かくて！　哀れなる幻想の終わりをもって第一の再計算に終わりが訪れた！」

　薄雲越しの月光を浴びて、足場もなく空に浮かぶエピメテウスは叫ぶ。

「『待ち人ゴドー』は『虚きよ構こう式』を喰らい、再計算は第二の階きざはしへと進むのです！」

　雪道たちのいる廃ビルを見下ろしながら、観客がいない舞台上で演じる役者のように、

「試練よ！　苦難よ！　生いけ贄にえよ！　『待ち人』の欲ほっする全すべては、既に列をなして待ち受けている！」

　エピメテウスは芝居がかった仕し草ぐさで、廃ビルの窓を指す。

　掌てのひらが指す先には、一匹の猫がいた。

　前肢あしを使って窓枠に体を引っ掛けて、首だけを覗のぞかせて室内の雪道たちを見ていた。

　いつからそこにいたのか──最初からそこにいたのだろう。

　よくよく近寄って見れば、奇妙なことにその猫はきっちりとした燕えん尾び服ふくを着込み、背には猫サイズのシンバルを負うている。

　もしその猫の瞳ひとみを見詰めたならばわかっただろう。その猫は螺ね子じと歯車でできている機械猫だということが。

「かくて！　これより『待ち人』の前には無数の狂気たちが立ちはだかる！　しかし『待ち人』は行かねばならない！」

　道化のように、シルクハットのつばを掴つかみ、エピメテウスは頭を下げる。

「少女に恋する義務があるように、青年に試練を乗り越える権利があるように、『待ち人』には地獄を踏破する意思があるのです！」

　包帯の口元に皮肉な笑みが浮かぶ。

「それが、愛しき少女たちとの別れになるとしても！」

　丁ちよう度どそのとき、雲が晴れて、煌こう々こうと輝く夏の月が姿を見せた。





終章　『待ち人ゴドー』は再び眠る




　ドッペルゲンガーとの戦いから数日、何事もなかったかのような日々が過ぎた。

　長なが月つき学がく園えんの生徒会室に、彼らはいた。

「と、いうことで」天あま音ねが言う。

「今日はリベンジです」瑛えい子こが言う。

　ばばーんと、効果音でも鳴りそうな勢いで、机の上に風ふ呂ろ敷しきで包まれた重箱が置かれた。

　二人に挟はさまれるよう座らされた雪ゆき道みちは四段重ねのそれを見ながら首を傾かしげる。

「いや、昼をご馳ち走そうしてくれるとは聞いてたけど……なんで、リベンジ？」

「いいから」

「開けて」

　凄すごい圧力だった。

「……あ、えーと、はい」

　無意識に頬ほおの傷に触れて、重箱の包みを解く。

　箱こそ黒塗りで高級そうだったが、中身の方は至って普通で、雪道が普段作っている弁当の量と種類を増やしたような感じだった。

　飾らず、家庭的で、悪くないチョイスだ。

　見た目の方も悪くはない。玉子焼きがちょっとこげてたり、野菜炒いための野菜が不ふ揃ぞろいだったり、おにぎりがデコボコだったりするぐらいか。

「へえ、凄すごいな。瑛子が作ったのか」

「そう、私が作った」

　こくりと頷うなずく瑛子、引っ張りたくなるような、見事なポニーテイルが揺れる。

「そりゃ楽しみだ」

「はいはいはい！　わたしも手伝ったよ」

　薄桃色の尻尾しつぽをぴょこぴょこさせながら、元気よく天音が主張した。

「いかん、いきなり不安になった。胃薬持ってるか？」

　真剣そのものの顔だった。

「大丈夫。変なものは入ってない。きちんと監督していた」

「……瑛子、それ地味に扱いがひどいよ」

「でも本当に……ひどかった」

「し、仕方ないじゃない、家事苦手なんだから！　でも頑張ったよ、三回も指切った！」

「三回目で、私が包丁の使用を禁止したから三度で済んだ。正直な話、ダメッ娘こ呼ばわりに少し納得してしまった」

「ううっ、れ、練習すれば、大丈夫、だよね？」

「……保証はしかねる」

「そこまでひどいと！」

　二人のやり取りに雪ゆき道みちは苦笑して、備え付けの箸はしを取る。

「ま、食べてみれば結果はわかるだろ」

　途端に、二人はじっ、と雪道を見詰め、またも雪道は気け圧おされる。

「……ど、どうした？」

「なんでもない」

「そそ、気にしないで、食べて食べて」

「あ、ああ」

　なぜだか、まな板の上に乗せられたような気分で、やはり最初はこれだろうと、玉子焼きを口に運ぶ。

「……ふむ」

「美お味いしい？」

「感想は？　感想は？　ねえねえ雪道、感想は？」

　せかすように聞く二人に向けて答える。

「普通」












　ぴしりと、空気が凍った気がした。

　瑛えい子こは呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

　天あま音ねは大変ににこやかな笑みを浮かべていた。

「そう答えるだろうと、私は予測していた」

「惜しいなー、椅い子すに座ってなかったら全力で蹴けっ飛ばしてやるのに」

「おまえら……おれは正直に答えたのにその反応はひどくないか？」

「全然」

「欠片かけらほどもひどいとは思わない」

「じゃあほれ」

　と、雪ゆき道みちは玉子焼きをもう一つ摘つまんで、天音の鼻を掴つかみ、口に押し込んだ。

「むごっ……むぎゅ、むぐ、むぐ……」

「感想は？」

「うーん、普通。これなら雪道のごはんの方が美お味いしいかなあ」

　思わず正直に答えてしまい、天音は凍りついた。

「この正直者たちが地獄に落ちますように」

　絶妙に物ぶつ騒そうなことを言いながら、瑛子も一つ玉子焼きを摘む。

「……確かに、普通」

「だよね、だよね！」

　澄ました顔で瑛子が呟つぶやき、それに全力で同意する天音の姿。

「おまえら、本当に……」

　雪道は妙に、可お笑かしくなって、笑いがこみ上げてきて、

　声を上げて、笑った。

　随分久しぶりに笑ったような気がした。

　胸の奥に沈殿していた重苦しいものが、消えたような気さえした。

　ドッペルゲンガーを倒した後、天音も瑛子も、何も、訊きかなかった。

　雪道にだって何が起きたのかよくわからない。

　それでも二人が何も訊かずにいてくれることが、嬉うれしくて、

「おまえら大好きだ！」

　思わず、立ち上がってそんなことを言った。

　あまりの不意打ちに、言われた二人は首まで真っ赤にし、やっぱり立ち上がると、

「この、バァカ！」

　息を揃そろえて、両側から蹴けっ飛ばした。





了







あとがき

　と、いうことで『天あま川かわ天あま音ねの否定公式』一巻でした。

　タイトルにもなってるヒロインの天音、彼女の事情に巻き込まれる雪ゆき道みちや瑛えい子こはどうだったでしょうか？

　どこぞの猫とネズミでもありませんが、仲良く喧嘩する天音と雪道、抑え役で多分一番常識人である瑛子のトリオは私としてもお気に入りでして、読者の皆さんに少しでも気に入ってもらえれば幸いです。

　さて、本編について少しだけ触れておきますと、登場人物中断トツで正体不明の『エピメテウス』にだけは元ネタ（と、いうか、ほとんど名前だけを引っ張ってきたのですが）がありまして、これはギリシア神話です。

　原典でのエピメテウスはかの有名な『全ての不幸を封じ込めた』パンドラの箱に関連するキャラクターですので興味が湧いた方はどうぞ調べてみてください。

　でもなんで、『全ての不幸を封じ込めた』はずのパンドラの箱に希望が混ざってたんでしょうかね？

　余談ですが、本編途中の天音が超常現象云々を語るシーン、実は意味を理解しなくても何一つ問題はないという親切設計になっています。


　　二〇〇九年夏『謝辞を書くスペースがなかった』
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